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日米開戦後における詩歌の動員と競合
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戦
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歌
の
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員
と
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合
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序　

章

　

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
一
二
月
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
る
日
米
開
戦
以
降
、
日
本
軍
は
、
香
港
、
マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

進
撃
し
、
国
内
は
戦
勝
気
運
に
沸
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
好
況
は
長
く
は
続
か
ず
、
一
七
年
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

の
海
戦
を
転
機
に
米
軍
の
反
攻
が
始
ま
り
、
一
八
年
に
入
る
と
、
日
本
軍
は
太
平
洋
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
あ
る
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
か

ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
戦
局
は
悪
化
の
一
途
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
苦
境
を
糊
塗
す
べ
く
同
年
三
月
一
〇
日
の
陸

軍
記
念
日
を
期
し
て
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
国
民
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
国
内
の
戦
意
昂
揚
の
維
持
、
厭
戦
気
運
の
抑
制
が
図
ら
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れ
た
の
で
あ
る）1
（

。
こ
の
運
動
で
は
、
神
武
天
皇
の
東
征
に
際
し
詠
ま
れ
た
御
製
に
あ
る
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
文
言
が
標
語
に
採

用
さ
れ
、
新
聞
雑
誌
は
も
と
よ
り
、
ラ
ジ
オ
や
レ
コ
ー
ド
、
ポ
ス
タ
ー
や
絵
画
、
映
画
や
演
劇
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
が
動
員
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
敵
米
英
の
残
虐
性
を
強
調
す
る
た
め
、「
鬼
畜
米
英
」
に
象
徴
さ
れ
る
人
種
偏
見
を
帯
び
た
標
語
が
活
用
さ
れ
、

そ
れ
に
類
す
る
文
言
や
画
像
が
日
常
に
頻
出
す
る
契
機
に
な
っ
た
の
も
該
運
動
の
特
徴
で
あ
っ
た）2
（

。

　

こ
う
し
た
運
動
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
教
訓
と
し
て
の
「
総
力
戦
」
の
考
え
を
淵
源
に
持
ち）（
（

、
軍
事
以
外
の
、
政
治
、
経
済
、

社
会
、
文
化
、
思
想
と
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
動
員
が
推
進
さ
れ
、
文
化
と
思
想
を
担
う
文
壇
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
文
壇
の

戦
時
動
員
は
、
統
治
者
の
側
で
は
日
米
開
戦
前
に
結
成
さ
れ
て
い
た
大
政
翼
賛
会
や
情
報
局
が
主
導
し
、
内
面
指
導
を
受
け
る
文
壇

の
側
で
は
日
米
開
戦
前
は
、
日
本
文
芸
中
央
会
、
開
戦
後
は
日
本
文
学
報
国
会）（
（

や
大
日
本
言
論
報
国
会
が
、
そ
の
中
核
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
結
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
代
の
新
聞
雑
誌
を
始
め
右
に
言
及
し
た
種
々
の
媒
体
も
、
関
連
企
画
を
主
催
、
あ
る
い
は

協
賛
す
る
こ
と
を
通
じ
運
動
を
推
進
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
の
日
米
開
戦
か
ら
昭
和
一
八
年
三
月
の
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
が
始
動
す
る
ま
で
の
時

期
に
射
程
を
置
き
、
文
壇
の
戦
時
動
員
の
実
際
に
つ
い
て
の
検
証
を
目
指
す
が
、
戦
時
下
に
お
い
て
特
に
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な

る
詩
歌
、「
詩
」、「
短
歌
」、「
俳
句
」
の
動
向
に
考
察
を
加
え
る
。
こ
の
考
察
は
筆
者
が
目
指
す
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
下

に
表
出
し
た
言
論
空
間
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
の
前
史
に
位
置
付
け
ら
れ
る
た
め）（
（

、
作
品
上
に
表
出
し
た
「
敵
の
描
か
れ

方
」
に
注
目
し
な
が
ら
検
証
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

第
一
章　

標
語
「
軍
神
に
つ
づ
け
」
と
新
聞
の
協
調
企
画

　

日
中
戦
争
以
降
の
戦
時
動
員
に
際
し
て
は
、
運
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
種
々
の
標
語
が
考
え
ら
れ
、
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に



（

日米開戦後における詩歌の動員と競合

な
る
。
冒
頭
で
言
及
し
た
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
は
、
日
米
開
戦
後
に
お
け
る
代
表
的
標
語
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
は
「
軍

神
に
つ
づ
け
」
と
い
う
標
語
も
採
択
さ
れ
、
そ
の
元
で
の
企
画
が
立
て
ら
れ
詩
歌
が
動
員
さ
れ
た
。
文
壇
の
戦
時
動
員
に
際
し
、
物

資
の
紙
不
足
の
影
響
も
あ
り
、
従
前
は
文
壇
の
主
流
を
占
め
た
「
小
説
」
が
後
景
に
退
く
代
わ
り
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
短
い
文
言
で
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、「
詩
」、「
短
歌
」、「
俳
句
」
で
あ
っ
た）（
（

。
詩
歌
の
戦
時
動
員
を
象

徴
す
る
「
軍
神
に
つ
づ
け
」
は
、
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
一
二
月
八
日
、
日
米
開
戦
の
大
詔
奉
戴
一
周
年
を
期
し
て）（
（

、
大
政
翼

賛
会
、
日
本
文
学
報
国
会
、
新
聞
が
協
賛
す
る
企
画
で
あ
っ
た
。「
軍
神
に
つ
づ
け
」
の
題
目
の
下
に
新
聞
連
載
が
組
ま
れ
、
掲
載

さ
れ
た
作
品
は
大
政
翼
賛
会
文
化
部
編
『
軍
神
に
つ
づ
け）（
（

』
と
題
す
る
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
企
画
に
つ
い
て
は
、
同
冊
子

の
冒
頭
の
「
は
し
が
き
」
の
中
で
、
大
政
翼
賛
会
文
化
部
長
高
橋
健
二
が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る）（
（

。
す
な
わ
ち
、
大
政
翼
賛
会

は
、
二
度
目
の
一
二
月
八
日
を
迎
え
る
に
際
し
、
国
民
士
気
昂
揚
の
た
め
の
標
語
を
日
本
文
学
報
国
会
に
委
嘱
し
、
選
ば
れ
た
の
が

「
軍
神
に
つ
づ
け
」
で
あ
る
と
し
た
上
で

　
（
大
政
翼
賛
会
―
筆
者
注
）
文
化
部
と
し
て
は
在
來
と
は
異
つ
た
形
で
こ
の
標
語
の
精
神
を
國
民
に
傳
へ
た
い
と
思
ひ
、『
軍
神
に
つ
づ

け
』
と
い
ふ
總
括
的
題
目
の
下
に
短
歌
と
俳
句
と
詩
と
を
一
流
作
家
に
作
っ
て
頂
き
、
こ
れ
を
各
新
聞
に
連
載
す
る
こ
と
を
企
て
た
。
そ
れ

は
も
う
十
一
月
十
日
頃
の
こ
と
で
、
十
二
月
八
日
を
め
ざ
す
に
し
て
は
日
数
も
乏
し
か
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
日
々
（
毎
日
）
が
詩

に
、
朝
日
新
聞
が
和
歌
に
、
讀
賣
報
知
が
俳
句
に
、
そ
れ
ぞ
れ
連
日
貴
重
な
紙
面
を
割
く
こ
と
を
快
諾
さ
れ
た
。
ま
た
作
家
側
も
文
學
報
國

會
の
詩
部
會
長
高
村
光
太
郎
氏
、
同
短
歌
部
會
長
佐
々
木
信
綱
氏
、
同
俳
句
部
會
長
高
濱
虚
子
氏
の
三
氏
、
を
は
じ
め
各
會
の
代
表
的
作
家

が
短
時
日
の
間
に
續
々
力
作
を
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
熱
意
は
感
激
と
感
謝
に
た
へ
な
い
次
第
で
あ
る
。
か
う
し
て
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
右

三
紙
の
朝
刊
紙
上
に
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
と
い
ふ
標
語
の
下
に
約
二
週
間
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ら
の
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
が
連
載
さ
れ
た
。

標
語
の
新
し
い
發
表
形
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
一
の
企
劃
に
作
家
と
新
聞
社
が
歩
調
を
揃
へ
た
點
で
、
一
つ
の
劃
期
的
な
企
て
で
あ
つ
た

と
言
へ
よ
う
。
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と
自
賛
し
て
い
た
。
大
政
翼
賛
会
文
化
部
が
主
導
し
、
日
本
文
学
報
国
会
の
短
歌
、
俳
句
、
詩
の
三
部
門
が
、『
朝
日
』、『
読
売
』、

『
毎
日
』
と
各
々
連
携
し
て
実
現
し
た
企
画
で
あ
っ
た
。
同
時
代
の
主
要
三
大
新
聞
が
同
一
企
画
の
分
担
を
引
き
受
け）（1
（

、
同
一
題
目

の
下
、
紙
面
を
割
い
て
掲
載
し
た
連
載
を
一
括
所
収
し
た
の
が
右
の
冊
子
で
あ
る）（（
（

。
冊
子
の
最
初
に
は
『
朝
日
』
が
担
当
し
た
短
歌
、

一
一
歌
人
の
三
三
首
を）（1
（

、
続
い
て
『
讀
賣
』
が
担
当
し
た
俳
句
、
一
九
俳
人
の
五
七
句
を）（1
（

、
冊
子
の
最
後
に
は
『
毎
日
』
の
担
当
し

た
詩
、
一
九
詩
人
の
一
九
篇
を
所
収
し
て
い
た）（1
（

。

　

そ
も
そ
も
大
東
亜
戦
争
一
周
年
を
期
し
て
の
企
画
で
あ
れ
ば
、
前
も
っ
て
の
準
備
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
企
画
は
、
一
二
月
八
日
ま
で
一
か
月
を
切
る
中
で
急
遽
立
ち
上
が
り
、
新
聞
の
連
載
開
始
ま
で
二
週
間
の
余
裕
し
か
な
か
っ
た
。

冊
子
の
「
は
し
が
き
」
が
自
讃
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
政
翼
賛
会
、
日
本
文
学
報
国
会
、
主
要
三
紙
の
メ
デ
ィ
ア
、
三
者
に
よ
る
共

同
連
携
企
画
が
短
期
で
実
現
を
見
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
米
開
戦
後
、
標
語
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
短
い
語
句
に
よ

る
発
信
、
新
し
い
発
現
形
式
と
し
て
の
詩
歌
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
軍
神
に
つ
づ
け
」

の
詩
歌
動
員
企
画
が
、
時
間
的
余
裕
の
な
い
中
で
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
と
し
て
は
「
愛
國
百
人
一
首
」

の
企
画
が
先
行
し
、
そ
の
編
纂
に
、
情
報
局
（
第
五
部
第
三
課
）、
大
政
翼
賛
会
（
文
化
部
）、
日
本
文
学
報
国
会
（
短
歌
部
会
）、
新

聞
（
毎
日
）
が
傾
注
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う）（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
大
政
翼
賛
会
が
日
本
文
学
報
国
会
に
委
嘱
し
て
選
定
さ
れ
た
標
語
が
「
軍
神
に
つ
づ
け
」
で
あ
っ
た
。
日
米
開
戦
の

緒
戦
を
飾
る
真
珠
湾
攻
撃
に
際
し
、
特
攻
作
戦
を
担
い
殉
死
し
た
兵
士
を
「
九
軍
神
」
と
祭
り
上
げ
た
経
緯
も
あ
る
の
で）（1
（

、
同
時
代

の
日
本
人
に
と
り
「
軍
神
」
は
印
象
深
い
文
言
に
な
っ
て
い
た
。
戦
意
を
昂
揚
さ
せ
軍
神
に
続
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
か

か
る
標
語
は
必
ず
し
も
流
布
し
な
か
っ
た
。
日
時
の
近
接
を
考
え
れ
ば
、
翌
一
八
年
三
月
一
〇
日
の
陸
軍
記
念
日
を
期
し
て
の
運
動

を
象
徴
す
る
標
語
と
し
て
活
用
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。「
軍
神
に
つ
づ
け
」
で
は
な
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く
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
が
改
め
て
選
定
さ
れ
た
の
は
、
後
者
が
神
武
天
皇
東
征
の
中
で
詠
ま
れ
た
御
製
の
一
節
と
い
う
出
典
の
神

聖
さ
に
加
え
、
神
武
天
皇
が
熊
野
の
森
の
中
で
苦
境
に
陥
っ
た
際
に
発
し
た
言
葉
と
さ
れ
、
そ
の
後
の
東
征
成
就
に
つ
な
が
っ
た
と

の
逸
話
が
時
局
に
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
と
い
う
戦
局
悪
化
の
中
、
敵
米
英
へ
の
敵
愾

心
昂
揚
を
図
り
な
が
ら
攻
撃
精
神
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
境
を
跳
ね
返
し
戦
局
挽
回
が
目
指
さ
れ
る
状
況
は
、
神
武
天
皇
の

東
征
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
同
時
代
の
陸
軍
関
係
者
に
よ
る
解
説
等
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
た）（1
（

。
し
た
が
っ
て
、

「
軍
神
に
つ
づ
け
」
と
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
は
、
日
米
戦
争
下
、
近
接
す
る
時
期
に
採
用
さ
れ
た
標
語
で
は
あ
る
が
、
両
者
が
選

定
さ
れ
る
背
景
や
目
的
、
標
語
に
込
め
よ
う
と
し
た
意
図
に
は
微
妙
な
差
異
が
あ
り
、
そ
の
中
に
戦
局
や
時
局
の
少
な
か
ら
ぬ
変
化

を
読
み
解
く
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

　

因
み
に
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
文
言
は
、
昭
和
一
八
年
三
月
の
陸
軍
記
念
日
を
期
し
て
展
開
さ
れ
る
運
動
に
先
立
ち
、
日
本

の
言
論
空
間
の
中
で
散
見
さ
れ
て
い
た
。
右
冊
子
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
に
所
収
さ
れ
た
作
品
の
中
で
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
佐
佐
木

信
綱
や）（1
（

、
大
木
惇
夫）（1
（

の
作
品
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
歌
人
の
将
軍
と
称
さ
れ
時
代
の
寵
児
と
な
っ
て
い
た
齋
藤
瀏

は
、
自
著
『
わ
が
悲
懐
』
の
「
あ
と
が
き
（
昭
和
一
六
年
一
二
月
記）
11
（

）」
の
中
で
、
対
米
英
宣
戦
の
大
詔
が
渙
発
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

「
船
の
舳
に
御
手
打
ち
か
け
て
大
御
神
幸さ
ち

は
征
き
ぞ
撃
ち
て
し
止
ま
む
」、「
ひ
さ
か
た
の
天
の
御み
そ
ら虚

ゆ
大お
ほ
く
に國

魂た
ま

天あ
め

か
け
り
ま
も
る
撃

ち
て
し
止
ま
む
」、「
天
に
日
あ
り
地
に
日
本
あ
り
大お
ほ

御み

稜い

威つ

い
向
き
な
み
す
も
の
は
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
と
詠
み
、
三
首
の
い
ず
れ

の
下
の
句
に
も
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
文
言
を
用
い
て
い
た
。
同
様
に
、
齋
藤
茂
吉
も
「
何
な
れ
や
心
お
ご
れ
る
老
大
の
耄
碌
國

の
撃
ち
て
し
や
ま
む
（
昭
和
十
六
年
）」「
六
千
キ
ロ
七
千
キ
ロ
の
大
戰
線
こ
の
い
き
ほ
ひ
に
撃
ち
て
し
や
ま
む
（
昭
和
十
七
年
）」
と
、

詠
ん
で
い
た）1（
（

。

　

さ
ら
に
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
文
言
は
、
レ
コ
ー
ド
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
も
、
国
民
の
耳
に
届
い
て
い
た
。
例
え
ば
、
陸

軍
の
蘭
印
へ
の
落
下
傘
降
下
部
隊
を
讃
し
、
昭
和
一
七
年
五
月
に
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
ヒ
ッ
ト
し
た
「
空
の
神
兵
（
落
下
傘
部
隊
に
捧
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ぐ
）」
の
四
番
の
歌
詞
の
中
に
「
讃
え
よ
空
の
／
神
兵
を
神
兵
を
／
肉
弾
粉
を
砕
く
と
も
／
撃
ち
て
し
や
ま
む

0

0

0

0

0

0

0

大
和
魂
（
傍
点
筆
者
）」

と
登
場
し
て
い
る）11
（

。
さ
ら
に
、
蔵
原
伸
二
郎
が
詠
い
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
が
始
ま
る
前
ま
で
ラ
ジ
オ
を
通
じ
繰
り
返
し

放
送
さ
れ
た
愛
国
詩
「
み
軍い
く
さに

従
い
た
て
ま
つ
ら
ん
」
の
中
に
も
「
八
紘
に
ま
つ
ろ
は
ぬ
も
の
み
な
／
う
ち
滅
ば
せ
と
／
あ
あ
／
う0

ち
て
し
止
ま
ぬ

0

0

0

0

0

0

／
う
ち
て
し
や
ま
ぬ

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
筆
者
）」
の
文
言
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る）11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
文
言
は
、
詩
歌
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
レ
コ
ー
ド
や
ラ
ジ
オ
、
映
画
館
な
ど
で
国
民
の
耳

に
届
い
て
い
た
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
日
米
開
戦
一
周
年
を
記
念
し
て
標
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
「
軍
神
に

つ
づ
け
」
で
あ
っ
た
。
新
聞
に
連
載
さ
れ
、
冊
子
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
に
所
収
さ
れ
た
作
品
の
多
く
は
、
い
ず
れ
も
日
米
開
戦
の
緒

戦
、
日
本
軍
が
快
進
撃
を
続
け
て
い
る
渦
中
に
創
作
さ
れ
て
い
る
の
で
、
皇
国
の
勇
姿
を
詠
い
、
兵
士
や
銃
後
の
国
民
に
戦
う
こ
と

へ
の
確
固
た
る
決
意
を
促
す
と
と
も
に
必
勝
を
誓
う
、
あ
る
い
は
殉
死
し
た
兵
士
、
英
霊
へ
栄
誉
と
追
悼
を
捧
げ
る
内
容
に
な
っ
て

い
た
。
苦
戦
に
陥
っ
て
い
る
戦
況
の
作
品
へ
の
投
射
や
、
敵
米
英
を
殊
更
侮
蔑
的
に
描
き
、
人
種
偏
見
を
帯
び
た
文
言
で
形
容
す
る

作
品
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
作
品
の
中
に
、
敵
が
描
か
れ
る
こ
と
自
体
稀
で
あ
っ
た
。
冊
子
に
所
収
さ
れ
た
短
歌
三
三
首
の
中
で
「
敵
」
と
の
戦

い
へ
の
言
及
が
あ
る
の
は
、
前
述
し
た
佐
佐
木
信
綱
の
「
ま
つ
ろ
は
ず
寇あ
た

む
國
々
撃う

ち
て
撃う

ち
て
し
止や

ま
む
空そ
ら

に
海
に
陸く
が

に
）
11
（

」、
逗

子
八
郎
の
「
わ
が
戰
艦
敵
爆
撃
圏
に
突と
つ
に
ゅ
う入

と
雄
々
し
さ
あ
ま
り
わ
れ
は
涙
す）11
（

」、
松
村
英
一
の
「
敵て
き

基き

ち地
に
近ち
か

く
戰た
た
かひ

て
大お
ほ
わ
だ海

に
あ

ぐ
る
凱か
ち
ど
き歌

を
徒た
だ

に
し
お
も
ふ
な）11
（

」
の
三
首
く
ら
い
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
戦
闘
の
中
で
の
客
観
描
写
に
止
ま
り
、
打
倒
す
べ
き
憤
激
の

対
象
と
し
て
「
敵
」
が
登
場
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
冊
子
に
所
収
さ
れ
た
俳
句
五
七
句
に
「
敵
」
は
出
て
こ

な
い
。

　

詩
は
、
短
歌
や
俳
句
と
異
な
り
使
え
る
字
数
が
多
い
の
で
、
前
二
者
に
比
べ
れ
ば
敵
を
登
場
さ
せ
る
作
品
を
散
見
で
き
る
。
一
九

篇
の
作
品
の
中
で
戦
う
敵
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
の
一
節
を
紹
介
す
る
と
、
安
西
冬
衛
は
「
眞
珠
灣
頭
た
ち
ま
ち
紅
蓮
の
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焔
と
天
に
沖
し
／
ベ
ン
ガ
ル
海
上
眞
紅
の
火
と
濤
を
焼
い
て
／
た
め
に
敵
膽
を
し
て
寒
か
ら
し
む
」
と
書
き）11
（

、
井
上
康
文
は
「
敵
を

撃
滅
せ
ず
ば
／
死
な
じ
と
、
身
も
魂
も
／
彈
丸
と
な
り
」
と
敵
撃
滅
を
誓
う）11
（

。
尾
崎
喜
八
は
「
粗そ
だ
い大
な
り
と
も
敵
は
頑が
ん
き
ょ
う強

（
中
略
）

お
も
む
ろ
に
我
を
縊く
び

ら
う
と
す
る
。
ア
ラ
ス
カ
は
彼
が
北
方
進
路
の
橋け
う
と
う
ほ

頭
堡
、
ス
エ
ズ
、
西
ア
ジ
ア
は
遥
か
枢
軸
遮
斷
の
壁
、
そ
し

て
ソ
ロ
モ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー
一
聯
の
水
域
は
／
叩
か
れ
て
も
叩
か
れ
て
も
頭
を
上
げ
る
／
敵
が
執し
ふ
う
ね
ん念

の
南
方
突
撃
路
だ
（
中
略
）
敵

が
そ
の
厖
大
な
生
産
力
に
よ
り
た
の
ん
で
、
／
犠
牲
を
厭
は
ず
ひ
た
す
ら
に
目
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
／
む
し
ろ
我
が
銃
後
戦
力
の

崩は
う
く
わ
い壊
に
あ
る
。
／
思
へ
ば
闘
た
ゝ
か
ひす
で
に
血
戦
死
闘
の
域
に
達
す
。」
と）11
（

、
手
強
い
敵
が
執
念
深
く
我
が
国
の
太
平
洋
の
領
域
に
迫
っ
て

い
る
危
機
を
強
調
し
て
い
た
。
既
述
の
大
木
惇
夫
は
「
月
明あ

か
る
バ
ン
タ
ム
灣
の
／
眞
夜
中
の
か
の
戰い
く
さ（

中
略
）
敵
味
方
そ
れ
と
わ

か
ね
ど
／
艦ふ
ね

と
艦ふ
ね

あ
ひ
撃う

つ
や
（
中
略
）
絶た

え
絶た

え
に
、
し
か
も
叫
び
ぬ
、『
か
な
た
に
こ
そ
敵
の
地
ぞ
／
踏
ま
ず
し
て
何
ぞ
や
む

べ
き
、
こ
の
海
に
死
す
る
と
も
。』（
中
略
）
あ
ら
ん
血ち

の
一ひ
と

滴し
づ
くま

で
、
仇
を
な
す
を
、
咎と
が

な
す
を
／
撃う

ち
撃う

ち
て
、
撃う

ち
て
し
や
ま

な
、
た
ま
き
は
る
こ
の
い
の
ち
」
と）11
（

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ
ム
湾
に
お
け
る
夜
更
け
の
困
難
な
戦
闘
を
描
き
な
が
ら
敵
と
の
戦

い
を
鼓
舞
し
て
い
た
。
大
木
の
作
品
が
、
戦
闘
を
躍
動
的
、
具
体
的
に
描
写
し
て
い
た
の
は
、
日
米
開
戦
後
、
海
軍
の
報
道
班
の
一

員
と
し
て
ジ
ャ
ワ
に
派
遣
さ
れ
帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う）1（
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
敵
を
相
手
に
し
た
戦
闘
を
描

く
作
品
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
敵
が
登
場
し
た
と
し
て
も
、
自
ら
の
戦
意
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ

る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
敵
と
の
戦
い
自
体
が
作
品
の
主
題
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
野
口
米
次
郎
は
、
真
珠
湾
攻
撃

に
参
加
し
て
散
華
し
た
甥
に
つ
い
て
の
詩
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
一
節
に
「
十
二
月
八
日
、
詔
勅
に
答
へ
奉
る
、
／
彼
は
第
二
次
爆

撃
の
指
揮
を
承
つ
た
、
／
米
艦
の
盲
射
砲
火
、
否
血
染
め
の
ス
コ
ー
ル
の
ど
ん
眞
中
に
突
入
し
た
…
…
／
あ
あ
、
戦
史
は
嘗
て
こ
の

悲
壮
を
知
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
／
（
中
略
）
／
國
土
一
つ
に
滅
私
奉
公
の
総
進
撃
、
／
悲
壮
な
熱
涙
な
し
に
私
が
使
命
達
成
は

期
せ
ら
れ
な
い
。
／
私
は
今
日
町
の
葬
儀
屋
の
前
を
通
る
、
／
忽
忙
漣
花
を
擬
造
し
、
板
を
創
り
釘
し
て
棺
桶
を
作
つ
て
ゐ
る
。
／

人
間
死
な
き
能
は
ず
だ
、
日
毎
夜
毎
に
亡
骸
は
土
壌
へ
急
ぐ）11
（

。」
と
、
情
緒
溢
れ
る
言
葉
を
紡
ぎ
、
壮
絶
な
戦
闘
の
中
で
散
っ
た
甥
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へ
の
追
悼
の
念
を
著
し
て
い
た
が
、
甥
を
散
華
さ
せ
た
敵
米
英
は
登
場
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
敵
へ
の
憎
悪
を
掻
き
立
て
る

た
め
の
侮
蔑
の
文
言
や
、
鬼
畜
米
英
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
人
種
偏
見
を
帯
び
た
言
葉
を
活
用
す
る
作
品
を
見
出
す
こ
と
は
難
し

か
っ
た
。
西
條
八
十
が
「
き
の
ふ
ま
で
七
つ
の
海
に
傲お
ご

れ
る
獅
子
た
り
し
米
英
は
、
罅か

隙げ
き

を
う
か
が
ふ
卑ひ
く
つ屈

な
る
鼠
と
な
れ
り
！
」

と
詠
い
、
米
英
を
「
鼠
」
に
譬
え
る
事
例
は
例
外
と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た）11
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
軍
神
に
つ
づ
け
』
掲
載
の
作
品
を
通
観
す
る
と
、
詩
に
つ
い
て
は
、
打
倒
す
べ
き
敵
を
登
場
さ
せ
戦
意
昂
揚

を
目
指
す
作
品
を
、
短
歌
や
俳
句
に
比
し
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
そ
う
し
た
詩
の
中
で
、
敵
と
の
激
闘
を
主

題
に
置
い
た
作
品
、
米
英
へ
の
憎
悪
を
殊
更
掻
き
立
て
る
激
情
や
煽
情
に
溢
れ
た
作
品
、
侮
蔑
的
で
人
種
偏
見
を
帯
び
た
文
言
で
敵

を
形
容
し
た
作
品
は
、
多
く
は
な
く
見
出
せ
た
と
し
て
も
例
外
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
章　

戦
時
動
員
を
め
ぐ
る
詩
歌
間
の
競
合

　

戦
争
が
長
期
化
す
る
中
、
短
い
言
葉
で
印
象
的
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
手
法
と
し
て
の
「
詩
」
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
観
察
し
て
い
た
の
は
室
生
犀
星
で
あ
っ
た
が）11
（

、「
詩
」
が
時
代
の
寵
児
に
な
る
の
は
日
米
開
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

以
前
は
「
短
歌
」「
俳
句
」
が
先
行
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
日
米
開
戦
前
、
室
生
に
よ
れ
ば
、「
詩
」
は
戦
争
に
参
与
し
て

い
る
詩
人
が
少
な
い
た
め
か
「
手
重
い
」
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
小
説
」
は
、
現
地
報
告
の
よ
う
な
随
筆
は
あ
る
が
見
る

に
足
る
も
の
は
一
つ
も
な
く
戦
争
文
学
の
入
り
口
に
ま
で
も
行
っ
て
い
な
い
と
断
じ
て
い
た）11
（

。
同
様
に
、
詩
人
三
好
達
治
も
、
日
米

開
戦
前
、
戦
争
を
描
く
こ
と
に
お
い
て
「
詩
」
の
傑
作
の
な
い
こ
と
を
難
じ
て
い
た
。
三
好
は
大
阪
詩
人
倶
楽
部
発
行
の
『
戰
爭
詩

集
』
の
寄
贈
を
受
け
通
読
し
た
が
感
銘
を
受
け
る
ほ
ど
の
作
品
は
甚
だ
乏
し
か
っ
た
と
し
な
が
ら
「
詩
歌
と
稱
す
る
以
上
は
時
事
を

取
り
扱
は
う
が
戰
爭
を
對
象
と
し
て
單
な
る
抒
情
詩
風
の
ゆ
き
方
と
趣
を
異
に
し
よ
う
が
、
所
詮
は
詩
歌
と
し
て
の
か
ん
ど
こ
ろ
の
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一
點
を
と
り
外
し
て
は
相
成
る
ま
い
筈
の
と
こ
ろ
を
、
ど
の
作
品
も
そ
の
作
品
も
、
枝
葉
の
叙
事
に
か
か
づ
ら
は
つ
て
詩
情
の
一
貫

す
る
も
の
を
缺
き
、
拙
劣
な
散
文
の
詩
的
形
態
を
僣
し
た
惡
詩
非
詩
に
堕
し
て
ゐ
る
の
は
甚
だ
見
苦
し
く
殘
念
で
あ
つ
た）11
（

。」
と
不

満
を
記
し
て
い
る
。
三
好
の
見
る
と
こ
ろ
、
読
む
に
た
え
る
詩
を
書
い
て
い
る
の
は
、
織
田
旗
男
と
火
野
葦
平
で
あ
る
が
、
両
者
と

も
に
出
征
中
の
「
實
戰
者
體
驗
者
」
で
あ
り
、
詩
歌
が
銃
後
作
者
の
空
想
裡
の
出
産
物
と
し
て
は
無
力
平
凡
の
域
を
脱
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
図
ら
ず
も
證
し
て
い
る
感
が
あ
る
と
し
て
い
た）11
（

。
前
線
を
体
験
せ
ず
空
想
に
よ
り
実
感
を
伴
う
戦
争
を
描
く
こ
と

の
困
難
を
指
摘
し
て
い
た
。
さ
ら
に
三
好
は
、
戦
争
を
描
く
こ
と
に
お
い
て
空
想
自
由
詩
現
代
詩
は
融
通
無
碍
な
重
宝
な
詩
形
と
し

て
、
活
躍
活
用
さ
れ
そ
う
に
も
見
え
る
が
、
一
向
目
覚
ま
し
い
成
績
を
示
し
て
い
な
い
の
は
、「
新
時
代
詩
が
最
初
の
出
發
か
ら
内

面
的
心
理
風
景
の
探
究
再
現
を
目
賭
し
て
ゐ
る
そ
の
近
代
性
の
故
に
、
や
は
り
事
實
の
報
道
力
通
報
力
を
詩
歌
と
し
て
缺
い
て
い

る
）
11
（

」
こ
と
に
専
ら
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
解
説
す
る
。
近
代
日
本
の
「
詩
」
の
内
発
を
志
向
す
る
特
徴
は
、
事
実
を
描
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
戦
争
詩
に
は
不
向
き
な
の
で
は
な
い
か
と
の
分
析
で
あ
っ
た
。

　

因
み
に
、
こ
う
し
た
実
感
を
伴
わ
な
い
空
疎
な
言
葉
で
紡
が
れ
た
詩
へ
の
容
赦
な
き
三
好
の
批
判
は
、
北
原
白
秋
に
も
向
け
ら
れ

て
い
た
。
日
中
戦
争
勃
発
前
の
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
四
月
、
朝
日
新
聞
社
は
、
英
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
戴
冠
を
記
念
し
て
、

陸
軍
よ
り
払
い
下
げ
ら
れ
た
試
作
機
を
使
い
ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
飛
行
を
企
画
す
る
。
四
月
六
日
に
日
本
を
飛
び
立
っ
た
神
風
号
は
、

四
月
一
〇
日
（
現
地
時
間
、
九
日
午
後
）
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
、
最
短
時
間
で
の
欧
亜
連
絡
飛
行
を
成
功
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
林
銑
十

郎
内
閣
が
議
会
を
解
散
し
、
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
時
期
に
該
当
し
た
が
、『
朝
日
新
聞
』
は
選
挙
関
連
の
記
事
を
横

に
置
き
、
日
本
の
航
空
機
産
業
の
発
展
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
自
社
機
の
ロ
ン
ド
ン
到
着
の
快
挙
を
「
神
風
号
」
の
成
功
と
し

て
大
き
な
見
出
し
で
報
じ
た
。
北
原
白
秋
は
、
そ
の
紙
面
に
「
遂
げ
た
り
神
風
」
と
題
す
る
詩
を
寄
せ
て
い
た
が）11
（

、
三
好
は
、
こ
の

詩
を
「
詩
歌
と
し
て
何
の
確
か
な
感
銘
も
な
い
淡
如
と
し
て
水
の
如
き
凡
作
で
あ
る
。」
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
三
好
は
、
北
原
の

詩
の
中
の
「
遂
げ
た
り
鵬
程
」
の
一
句
を
聞
く
だ
け
で
「
背
筋
に
惡
寒
の
走
る
の
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。『
遂
げ
た
り
鵬
程
』
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何
と
い
ふ
生
硬
な
言
葉
だ
ら
う
。『
東
の
神
風
西
へ
と
勢
へ
ば
』
何
と
い
う
幼
稺
な
お
座
な
り
だ
ら
う
。『
輝
く
銀
翼
轟
く
爆
音
』
全

く
つ
ま
ら
な
い
。『
涙
ぞ
ど
よ
め
く
同
胞
一
億
』
實
感
の
伴
は
な
い
誇
張
ほ
ど
白
々
し
い
興
の
醒
め
る
も
の
は
な
い
。
等
々
一
句
毎

に
私
は
不
満
を
覺
え
る
。
實
際
こ
の
作
品
は
『
遂
げ
た
り
凡
作
』
と
で
も
云
ひ
た
い
ほ
ど
の
出
來
榮
え
で
あ
る）11
（

。」
と
、
痛
烈
に
皮

肉
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
北
原
の
作
品
を
切
り
捨
て
た
三
好
で
あ
る
が
、
自
分
は
こ
の
種
の
「
高
潮
詩
」
を
書
く
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
自
問
し
、
自
分
も
こ
の
程
度
の
凡
作
し
か
出
来
そ
う
に
も
な
い
と
自
戒
す
る
。『
朝
日
』
の
紙
上
に
は
、

北
原
の
作
品
に
前
後
し
て
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
等
の
「
祝
歌
」
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
例
外
な
く
、
非
詩
、
愚

詩
、
悪
詩
の
類
で
、
北
原
の
作
品
の
み
が
拙
劣
な
の
で
は
な
い
と
も
書
く
。
そ
こ
に
は
、
詩
作
す
る
上
で
の
共
通
の
陥
穽
が
あ
る
と

の
見
立
て
で
あ
る
。
三
好
は
、「
神
風
讃
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
、
詩
歌
の
題
目
と
し
て
資
質
を
欠
い
て
い
る
と
断
じ
な
が
ら
、「
純

粋
の
感
興
」
が
貴
ば
れ
て
は
い
る
が
、
切
実
な
感
興
の
外
に
、
純
粋
な
感
興
な
ど
な
い
。
こ
の
見
易
い
真
理
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
の

で
、
諸
家
の
作
品
が
お
座
な
り
の
域
を
出
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
と
す
る
。「
深
夜
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
前
に
し
て
『
高
鳴
る
感
激

…
…
』
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
例
の
新
聞
記
者
の
云
ひ
草
で
、
そ
ん
な
も
の
は
感
激
で
も
何
で
も
な
い
、
そ
れ
は
た
だ
無
邪
気
な
朗

ら
か
な
好
奇
心
の
満
足
と
で
も
い
ふ
べ
き
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
位
の
内
省
―
感
情
評
価
が
で
き
な
い
や
う
で
、
詩
歌
も

絲
瓜
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
指
弾
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
北
原
を
始
め
知
名
の
士
な
ら
ば
十
二
分
に
承
知
の

筈
に
違
い
な
い
と
し
な
が
ら
、
彼
等
は
「
こ
れ
ら
の
非
詩
を
非
詩
と
承
知
の
上
で
需
要
者
の
需
め
に
應
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ど
う
に
も
斷
り
き
れ
な
い
の
で
ま
あ
ま
あ
お
茶
を
濁
し
て
お
き
ま
し
た
―
―
と
で
も
云
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
、
推
断
し
て
い

る
）
1（
（

。
こ
の
三
好
の
北
原
批
判
は
、
既
述
の
通
り
日
中
戦
争
勃
発
前
で
あ
り
、
戦
争
自
体
を
題
材
と
し
た
作
品
に
対
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
三
好
の
言
う
「
高
潮
詩
」
は
、
日
中
戦
争
後
、
さ
ら
に
は
日
米
開
戦
後
、
普
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
三
好
が
危
惧
す

る
よ
う
に
詩
人
は
そ
の
需
め
に
応
じ
た
作
品
を
創
作
し
、
実
感
を
欠
い
た
「
非
詩
、
愚
詩
、
悪
詩
」
が
乱
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
三
好
の
北
原
の
作
品
に
向
け
ら
れ
た
批
判
の
鉾
先
は
日
中
戦
争
後
の
「
戦
争
詩
」
一
般
に
も
向
け
ら
れ
「
悪
詩
非
詩
」
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し
か
な
い
と
の
結
論
に
導
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
認
識
は
詩
に
「
手
重
い
作
品
は
な
い
」
と
す
る
室
生
犀
星
も
同
様
で

あ
っ
た）11
（

。
室
生
は
、
戦
時
を
描
く
こ
と
に
お
い
て
「
詩
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
俳
句
」
や
「
短
歌
」
が
先
陣
を
切
っ
て
い
る
と
観

察
し
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。「
戰
爭
が
文
學
的
分
野
に
そ
の
影
響
を
最
初
に
あ
た
へ
た
も
の
は
、
俳
句
と
和
歌
に
お
い
て
で

あ
つ
た
。
そ
の
形
式
の
單
純
と
即
時
の
吟
詠
に
便
で
あ
る
俳
句
は
戰
場
に
あ
る
人
び
と
に
依
つ
て
物
さ
れ
、
和
歌
も
比
較
的
簡
單
な

表
現
で
あ
る
た
め
に
戰
中
朗
詠
が
物
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。
こ
の
二
つ
の
文
學
表
現
が
い
か
に
大
衆
的
な
文
學
形
式
で
あ
る
か
は
、

か
う
い
ふ
事
變
下
に
あ
つ
て
は
、
殊
更
に
よ
く
手
に
取
る
が
ご
と
く
解
る
の
で
あ
る
。」
と
論
評
し
て
い
た）11
（

。

　

前
出
の
「
軍
神
に
つ
づ
け
」
の
企
画
に
「
短
歌
（
和
歌
）」
や
「
俳
句
」
の
部
門
が
動
員
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
両
部
門
は
、

「
詩
」
よ
り
も
さ
ら
に
短
い
言
葉
で
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
格
好
の
手
法
で
あ
る
と
の
期
待
を
背
景
に
先
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、「
短
歌
」
と
「
俳
句
」
を
比
較
す
る
と
、
俳
句
は
季
題
の
挿
入
と
い
う
制
限
が
あ
る
の
に
比
し
、
短
歌
に
は
そ
う
し
た
制

約
が
な
い
た
め
戦
争
と
戦
争
の
周
り
を
詠
み
こ
む
上
で
、
そ
の
文
学
形
式
は
闊
達
に
働
く
と
、「
歌
」
の
優
位
を
指
摘
し
て
い
た
の

も
室
生
で
あ
っ
た）11
（

。
室
生
同
様
に
三
好
も
、
日
中
戦
争
後
、
戦
時
を
詠
む
作
品
の
中
で
の
「
歌
」
の
優
位
と
「
俳
句
」
の
劣
勢
を
次

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
た
。
ま
ず
「
事
變
に
關
す
る
詩
歌
、
特
に
戰
況
戰
闘
戰
場
等
を
直
接
に
歌
ひ
上
げ
た
詩
歌
と
し
て
は
、
甚
だ

大
雑
把
な
こ
と
を
言
ふ
や
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
短
歌
が
そ
の
成
績
か
ら
見
て
一
等
優
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
戰
線
俳
句
戰
線
短

歌
と
い
ふ
や
う
な
言
葉
も
既
に
諸
方
で
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
を
比
べ
て
み
て
も
、
や
は
り
短
歌
の
方
が
報

道
力
通
報
力
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
詩
歌
と
し
て
さ
な
が
ら
に
備
へ
て
ゐ
る
の
で
銃
後
の
我
々
に
は
如
實
に
吟
懐
風
景
が
眼
前
に
浮

び
出
て
く
る
場
合
が
多
く
て
興
味
深
い）11
（

」
と
、
事
変
を
詠
む
上
で
の
短
歌
の
優
位
を
説
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
俳
句
は
「
事
實
の

報
告
的
能
力
に
お
い
て
は
到
底
短
歌
の
敵
手
で
な
い
や
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
用
字
の
數
量
か
ら
い
つ
て
も
そ
の
點
で
歩
の
悪
い
の

は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
單
に
そ
れ
の
み
で
な
く
、
そ
の
性
質
か
ら
も
本
來
主
觀
の
打
出
に
描
寫
叙
述
を
驅
使
の
仕
方
が
象
徴
的
な

の
だ
か
ら
、
そ
の
場
合
二
重
に
勝
手
が
惡
い
譯
で
あ
る）11
（

。」
と
、
字
数
や
表
現
様
式
の
上
で
俳
句
は
劣
勢
に
あ
る
と
分
析
し
て
い
た
。
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こ
う
し
た
「
歌
」
に
比
し
て
の
「
俳
句
」
の
劣
勢
は
、
俳
壇
の
側
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
戦
時
だ
け
で
な

く
平
時
に
お
い
て
も
、
俳
句
は
、
浮
世
と
は
一
線
を
画
す
る
世
界
に
生
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
俳
句
は
社
会
生
活
か
ら
遊
離
し

た
別
世
界
に
生
き
、
文
芸
の
中
で
も
最
も
政
治
と
没
交
渉
、
そ
の
極
端
な
存
在
と
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
の
は
俳
人

富
安
風
生
で
あ
る
が
、
彼
は
、
次
の
よ
う
に
も
説
明
す
る
。
俳
人
は
「
凡
そ
浮
世
離
れ
し
た
人
種
」、「
宗
匠
頭
巾
に
茶
色
の
十
徳
、

瓢
箪
を
肩
に
か
つ
い
で
梅
の
木
か
何
か
を
見
上
げ
て
ゐ
る
人
種
」
と
見
ら
れ）11
（

、
俳
人
自
身
も
世
俗
的
無
用
人
を
も
つ
て
任
じ
て
い
た

と
す
る
。
俳
句
は
「
い
は
ゞ
ご
隠
居
さ
ま
の
お
も
ち
ゃ）11
（

」
と
目
さ
れ
て
も
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
時
局
に
は
最
も
縁
遠
く
、
む
し
ろ

対
極
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
句
「
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
が
、
隣
組
の
精
神
に
反
す
る
と
名
士
の
講
演

の
中
で
批
判
さ
れ
た
こ
と
を）11
（

、
そ
の
証
左
と
し
て
紹
介
し
て
も
い
た
。「
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
が
醸
し
出
す
、
世
俗
と
一

線
を
画
し
日
常
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
空
気
感
、
そ
こ
に
「
風
流
」
を
味
わ
う
の
で
は
な
い
。
隣
り
に
無
関
心
で
あ
り
、
隣
近
所
で
助

け
合
う
、
相
互
扶
助
の
隣
組
の
精
神
に
反
す
る
、
時
局
に
反
す
る
振
る
舞
い
と
の
論
難
が
生
ま
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
俳
句
が
時
局
に
即
応
で
き
な
い
存
在
と
し
て
冷
眼
視
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
は
、
従
軍
部
隊
に
俳
人
が
登
用
さ
れ
て

い
な
い
事
実
か
ら
も
指
摘
さ
れ
る
。
日
中
戦
争
勃
発
以
降
、
大
陸
に
文
人
が
従
軍
部
隊
と
し
て
送
ら
れ
、
そ
の
規
模
は
各
分
野
に
拡

大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
俳
人
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
富
安
は
焦
燥
を
抱
き
、
次
の
よ
う
に
そ
の
不
満
を
吐
露
し
て
い

た
。「
一
流
文
藝
人
を
前
線
へ
送
つ
て
、
戰
火
の
洗
禮
を
受
け
し
め
る
と
い
ふ
考
へ
は
、
國
家
總
力
戰
の
具
現
と
し
て
内
閣
情
報
部

の
大
ヒ
ッ
ト
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
」
と
評
価
し
な
が
ら
、「
當
初
の
文
士
陸
海
軍
部
隊
か
ら
漸
次
計
畫
が
擴
大
さ
れ
て
、
文
士
商

工
部
隊
が
噂
さ
れ
た
り
、
代
表
作
家
の
種
類
も
創
作
家
詩
人
か
ら
大
衆
小
説
、
脚
本
童
話
の
作
家
、
作
曲
家
、
映
畫
監
督
等
に
ま
で

及
ぶ
と
聞
く
の
は
結
構
で
あ
る）11
（

」
と
、
そ
の
動
員
が
拡
大
す
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
。
そ
の
一
方
で
、「
た
ゞ
遺
憾
な
の
は
、
ど
の
計

畫
か
ら
も
俳
壇
人
の
名
が
洩
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
に
俳
句
だ
け
が
、
し
か
く
継
子
扱
ひ
を
う
け
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か）1（
（

」
と
富

安
は
嘆
じ
て
い
た
。
ま
た
「
従
軍
部
隊
に
一
人
の
知
名
俳
人
が
な
い
の
を
誰
も
怪
し
ま
な
い
」
世
間
の
認
識
に
も
、
危
機
感
を
抱
き
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焦
燥
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。

　

富
安
は
、
俳
句
が
戦
争
を
詠
う
こ
と
に
お
い
て
他
の
詩
歌
に
比
し
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
、
日
本
文
学
報
国
会
俳
句
部
会
の
幹
事
長

と
し
て
昭
和
十
七
年
度
の
事
業
報
告
の
中
で
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
が）11
（

、
同
様
の
こ
と
を
彼
は
、
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
た
。
日

米
開
戦
の
大
詔
を
拝
し
た
感
激
は
、
詩
や
歌
に
詠
い
上
げ
ら
れ
、
国
民
の
前
に
陸
続
発
表
さ
れ
た
。
朝
の
ラ
ジ
オ
の
声
に
乗
る
詩
や

歌
を
聞
く
国
民
の
胸
に
熱
血
が
燃
え
た
つ
に
相
違
な
い
。「
俳
句
だ
け
が
決
し
て
ぼ
や
ぼ
や
し
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
い
、
同
じ
や
う

な
立
派
な
俳
句
が
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。（
尤
も
朗
読
さ
れ
て
電
波
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
結
晶
詩
の
性
質
上
、
俳
句
に
は
至
難
で
あ

る
。）
た
だ
か
う
い
ふ
ど
よ
め
き
に
和
す
る
叫
び
と
し
て
は
、
派
手
な
詩
や
歌
に
比
較
し
て
、
地
味
な
俳
句
は
た
し
か
に
損
な
立
場

に
あ
る
。
堂
々
と
現
は
れ
て
潮
を
吹
き
上
げ
な
い
か
ら
人
の
眼
に
立
た
な
い
で
、
分
が
わ
る
い
と
い
ふ
こ
と
は
爭
は
れ
な
い）11
（

。（
括

弧
筆
者
）」
と
、
そ
の
表
現
様
式
か
ら
「
俳
句
」
が
「
詩
」
や
「
歌
」
の
後
塵
を
拝
し
、
と
り
わ
け
ラ
ジ
オ
放
送
に
は
向
か
ず
、
放

送
に
乗
ら
な
い
こ
と
に
焦
慮
し
嘆
息
し
て
い
た）11
（

。

　

確
か
に
、
日
米
開
戦
後
、
朝
の
ラ
ジ
オ
で
放
送
に
登
場
す
る
の
は
「
愛
国
詩
」
の
朗
読
と
謳
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
圧
倒
的
に
詩
人

で
あ
り
、
こ
れ
に
若
干
の
歌
人
も
加
え
ら
れ
て
い
た
が
、
俳
人
の
出
番
は
殆
ど
な
か
っ
た）11
（

。
富
安
は
、
高
村
光
太
郎
が
大
戦
争
を
詠

ん
だ
詩
は
、
詩
の
素
人
で
も
感
奮
興
起
す
る
が
、
そ
れ
を
俳
句
で
行
う
の
は
難
し
い
と
次
の
よ
う
に
も
説
く
。
師
と
仰
ぐ
高
濱
虚
子

が
戦
時
を
詠
ん
だ
俳
句
、「
國
民
は
驕
ら
ず
」
と
題
す
る
「
年
は
た
ゞ
黙
々
と
し
て
行
く
の
み
ぞ
」
と
、「
至
高
至
純
」
と
題
す
る

「
若
草
に
老
の
涙
は
穢
ら
は
し
」
の
二
句
を
例
示
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
詠
ん
で
俳
句
の
素
人
が
感
動
し
て
く
れ
る
か
甚
だ
疑
わ
し

い
と
す
る
。「
俳
句
は
詩
歌
よ
り
も
、
た
し
か
に
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
い
た）11
（

。
し
た

が
っ
て
、「
戰
場
に
寄
す
」
を
主
題
と
す
る
企
画
が
あ
っ
た
際
も
、
そ
れ
は
俳
句
に
と
っ
て
は
難
題
で
「
銃
後
國
民
の
す
べ
て
の
人

の
一
つ
の
心
を
、
十
七
字
に
つ
づ
め
て
手
紙
に
か
へ
て
訴
へ
る
、
と
い
ふ
こ
と
に
は
か
な
り
の
手
腕
が
要
る
の
で
あ
る
。
現
に
今
度

用
意
さ
れ
た
諸
大
家
の
寄
稿
を
見
て
も
、
正
直
の
と
こ
ろ
、
何
か
の
点
で
み
な
も
の
足
り
な
い
」
と）11
（

、
独
白
す
る
。
季
題
の
制
約
に
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加
え
十
七
音
と
い
う
短
い
文
字
の
中
に
、
戦
争
俳
句
を
創
作
す
る
こ
と
の
困
難
と
限
界
を
吐
露
し
て
い
た
。

　

俳
人
山
口
誓
子
も
同
様
の
認
識
を
抱
く
よ
う
に
な
る
が
、
昭
和
一
二
年
の
日
中
戦
争
勃
発
直
後
、
皆
が
戦
時
関
連
の
作
品
を
書
き

出
し
た
頃
、
彼
は
戦
争
俳
句
の
可
能
性
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
例
え
ば
、
誓
子
は
「
戰
爭
を
詠
う
の
に
短
歌
と
俳
句
と
は
い
づ
れ

が
効
果
的
か
」
と
自
ら
設
問
し
、「
短
歌
は
三
十
一
音
、
俳
句
は
僅
か
に
十
七
音
を
以
て
、
感
情
を
發
露
す
る
點
が
ち
が
ひ
ま
す
。

是
が
爲
に
、
俳
句
の
方
が
短
歌
に
比
較
し
て
、
よ
り
簡
潔

0

0

0

0

で
、
よ
り
含
蓄

0

0

0

0

が
あ
り
は
し
な
い
か
、
又
そ
の
結
果
讀
者
に
迫
る
力
が
よ

り
鋭
く
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
す
。（
傍
点
筆
者
）」
と）11
（

、
短
い
音
で
尖
鋭
的
な
表
現
を
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
俳
句
の
優

位
を
説
い
て
い
た
。
誓
子
は
、
齋
藤
茂
吉
が
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
見
て
創
作
す
る
こ
と
の
困
難
を
「
二
重
の
間
接
」
と
論
じ
て
い
た）11
（

こ

と
に
も
反
論
し
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
映
画
的
な
る
も
の
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
気
づ
か
な
か
っ
た

題
材
を
取
り
俳
句
に
組
み
立
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
俳
句
作
家
は
「
カ
メ
ラ
マ
ン
の
気
づ
か
な
か
っ
た
詩
を

窃
み
取
る
べ
き
だ
と
思
ひ
ま
す）11
（

」
と
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
見
て
の
作
句
の
可
能
性
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
中
戦
争
勃

発
一
年
余
を
経
た
時
点
で
、
誓
子
は
「
詩
は
慴
伏
し
て
ゐ
る
か
ら
問
題
に
し
な
い
と
し
て
、
短
歌
と
俳
句
と
は
、
い
づ
れ
が
戰
爭
を

詠
ひ
得
た
か
。
私
は
こ
の
二
つ
の
姉
妹
芸
術
は
、
短
歌
が
弾
力
的
な
象
徴
性
を
発
揮
す
る
の
に
対
し
て
、
俳
句
は
尖
鋭
的
な
象
徴
性

を
發
揮
す
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
。
戰
爭
短
歌
は
既
に
、
幾
多
の
佳
作
を
得
て
ゐ
る
。
戰
爭
俳
句
の
業
績
が
、
今
日
の
と
こ
ろ
僅
か

に
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
さ
び
し
い
こ
と
で
あ
る）1（
（

。」
と
書
き
、
焦
燥
感
を
滲
ま
せ
て
い
た
。
既
述
の
よ
う
に

日
米
開
戦
後
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
「
詩
」
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
、
戦
争
を
詠
う
こ
と
に
お
い
て
「
詩
」
は
競
争
の
視

野
の
外
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、「
俳
句
」
は
「
短
歌
」
に
比
し
優
位
な
は
ず
な
の
に
、「
短
歌
」
ほ
ど
佳
作
を
生

み
出
せ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
息
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
、
時
代
が
下
り
日
米
開
戦
の
過
程
で
さ
ら
に
深
ま
り

「
俳
句
は
、
武
人
が
感
懐
を
托
す
る
詩
と
し
て
は
、
充
分
な
詩
で
は
な
い
、
短
歌
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
点
は
、
程
度
の
差
に
過
ぎ

な
い
や
う
に
見
え
な
が
ら
、
程
度
の
差
以
上
に
質
の
差
に
な
っ
て
ゐ
る
。
感
懐
を
托
す
る
に
は
律
動
の
起
伏
が
要
る
、
言
葉
の
廣
袤
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が
要
る
。
残
念
な
が
ら
俳
句
に
は
そ
れ
が
な
い
の
で
あ
る）11
（

。」
と
、
誓
子
は
書
く
。
戦
時
を
詠
む
競
争
に
お
い
て
、「
俳
句
」
は
「
短

歌
」
に
敗
北
し
、
そ
の
逆
転
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
事
実
上
認
め
る
一
文
で
あ
る
。
期
待
を
抱
き
実
際
に
創
作
し
て
み
た
も
の
の
、

戦
時
関
連
の
題
材
を
俳
句
に
乗
せ
傑
作
の
句
を
創
作
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
、
内
心
忸
怩
た
る
思
い
が
滲
み
出
た

心
情
の
表
白
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
争
を
詠
う
に
際
し
「
俳
句
」
に
比
し
優
位
に
あ
っ
た
「
短
歌
」
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
筆
者
が
注
目
す
る
運
動
の

標
語
と
な
っ
た
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
文
言
自
体
、
神
武
天
皇
の
御
製
を
出
典
と
し
て
い
た）11
（

。
二
・
二
六
事
件
に
連
座
し
た
廉
で

禁
固
刑
を
受
け
た
前
出
の
齋
藤
瀏
は
、
出
獄
後
「
歌
人
の
将
軍
」
と
の
異
名
を
得
て
、
日
米
開
戦
前
後
を
通
じ
、
新
聞
雑
誌
上
に
露

出
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
ま
で
に
な
る
が）11
（

、「
歌
」
へ
の
、
と
り
わ
け
「
事
變
歌
」
へ
の
期
待
と
需
要
が
彼
を

時
代
の
寵
児
に
し
た
と
も
言
え
る
。
前
出
の
日
本
文
芸
中
央
会
結
成
の
動
き
の
中
、
大
日
本
歌
人
協
会
の
理
事
と
し
て
、
新
体
制
へ

の
即
応
と
、
思
想
的
誤
謬
の
是
正
を
目
指
し
た
解
散
勧
告
状
を
提
出
し
た
経
歴
を
持
つ
齋
藤
は）11
（

、
同
時
代
の
中
で
の
短
歌
の
役
割
に

つ
い
て
「
従
来
世
界
情
勢
に
疎
く
、
自
己
陶
酔
に
陥
つ
て
ゐ
た
歌
人
も
今
や
明
確
に
認
識
し
た
と
思
ふ
」、「
短
歌
を
戰
勝
の
為
め
の

興
奮
剤
の
如
く
、
即
効
的
に
役
立
た
す
こ
と
の
み
を
考
へ
て
は
な
る
ま
い
。
然
し
亦
、
此
の
國
家
存
亡
の
際
何
処
を
風
が
吹
く
か
と

言
つ
た
無
主
義
、
無
方
針
の
我
不
関
焉
的
の
ん
気
な
も
の
で
は
國
家
に
対
し
相
済
む
ま
い）11
（

」
と
説
く
。
齋
藤
は
国
家
観
や
世
界
観
な

き
歌
、
個
人
主
義
や
自
由
主
義
的
生
活
に
立
っ
た
歌
へ
の
妄
信
は
国
家
に
有
害
な
の
で
断
乎
排
斥
す
べ
し
、「
高
度
國
防
體
制
は
國

民
の
一
人
も
離
脱
を
許
さ
ぬ
。
萬
民
各
々
そ
の
職
分
に
奉
公
す
べ
き
要
求
を
持
つ
。（
中
略
）
俺
は
歌
人
だ
と
濟
し
て
奉
公
圏
か
ら

離
脱
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
の
だ
。
こ
の
際
有
つ
て
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
短
歌
や
、
有
つ
て
何
の
役
に
立
た
ぬ
歌
人
な
ら
、
無
き
方

が
國
家
の
た
め
に
な
る
。
況
ん
や
、
有
つ
て
害
に
な
る
短
歌
や
、
歌
人
な
ら
速
や
か
に
除
か
ね
ば
な
ら
ぬ）11
（

。」
と
ま
で
書
い
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
国
家
や
社
会
か
ら
超
然
と
し
た
歌
人
の
存
在
は
許
容
さ
れ
な
い
と
断
じ
つ
つ
、
短
歌
を
「
即
効
性
の
あ
る
戰
勝
興
奮

剤
」
と
し
て
安
易
に
利
用
す
る
こ
と
は
戒
め
な
が
ら
も
、
世
界
情
勢
に
関
連
し
た
戦
争
の
「
歌
」
を
国
家
が
求
め
て
い
る
こ
と
、
歌
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人
は
そ
の
期
待
に
応
え
る
覚
悟
が
必
要
な
こ
と
を
力
説
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
運
動
に
伴
い
、
詩

歌
の
動
員
も
加
速
さ
れ
て
い
く
。

第
三
章　

ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
た
愛
国
詩
の
朗
読

　

日
米
開
戦
後
、「
短
歌
」
や
「
俳
句
」
の
後
塵
を
拝
し
て
い
た
「
詩
」
が
、
立
場
を
逆
転
さ
せ
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
既
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
詩
」
が
時
代
の
寵
児
に
な
る
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
「
ラ
ジ
オ
」
で

あ
っ
た）11
（

。
周
知
の
通
り
、
一
般
に
普
及
し
た
ラ
ジ
オ
は）11
（

、
国
民
の
戦
意
昂
揚
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
新
聞
は
、
日

米
開
戦
直
後
、
朝
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
放
送
の
興
奮
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。

　

い
つ
も
の
朗
ら
か
な
朝
の
ラ
ジ
オ
體
操
の
メ
ロ
デ
ィ
に
代
わ
つ
て
八
日
朝
の
ラ
ジ
オ
は
歴
史
的
重
大
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
取
者
達
に
送
つ
た
、

午
前
七
時
、
同
十
八
分
、
同
四
十
一
分
、
八
時
卅
分
…
…
、
ひ
つ
き
り
な
し
に
「
大
本
營
陸
海
軍
部
發
表
」
と
緊
張
し
た
放
送
員
の
聲
が
朝

の
食
膳
に
送
ら
れ
、
ま
た
出
勤
途
次
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
耳
に
打
つ
た
。「
い
よ
～
始
ま
つ
た
！
」
決
意
は
決
ま
つ
て
ゐ
て
も
國
民
の
感
慨

は
ま
た
新
し
い
も
の
が
あ
る
、「
ス
イ
ッ
チ
は
切
ら
な
い
で
そ
の
ま
ゝ
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
―
―
緊
張
の
連
續
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
と

ニ
ュ
ー
ス
を
つ
な
ぐ
音
盤
放
送
も
「
軍
艦
マ
ー
チ
」
と
「
愛
國
行
進
曲
」
な
ど
、
勇
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ば
か
り
、
一
億
國
民
の
士
氣
は
い
や
が

上
に
も
鼓
舞
さ
れ
た）
11
（

。

　

日
米
開
戦
を
伝
え
る
一
二
月
八
日
及
び
、
そ
れ
以
降
は
、
ニ
ュ
ー
ス
放
送
が
次
の
よ
う
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

十
二
月
八
日
、
開
戰
第
一
報
が
午
前
七
時
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
つ
て
報
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
深
夜
十
二
時
迄
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
は
實
に
十
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二
回
、
之
に
午
前
六
時
二
十
分
か
ら
同
夜
十
時
迄
の
定
時
ニ
ュ
ー
ス
六
回
を
加
へ
、
八
日
の
ニ
ュ
ー
ス
回
数
は
十
八
回
、
四
時
間
四
十
分
と

い
ふ
新
記
録
を
作
つ
た
。
か
く
て
放
送
番
組
面
に
於
て
、
ニ
ュ
ー
ス
の
優
先
が
確
保
さ
れ
、
翌
九
日
か
ら
は
定
時
ニ
ュ
ー
ス
を
午
前
六
時
、

八
時
、
十
時
、
正
午
、
午
後
三
時
、
五
時
、
七
時
、
九
時
、
十
時
、
十
一
時
と
、
聴
取
に
最
も
便
宜
な
時
間
の
切
れ
目
毎
に
一
定
し
、
更
に

十
二
日
か
ら
は
午
前
七
時
に
も
放
送
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
之
に
よ
り
、
従
来
は
午
前
二
回
、
午
後
五
回
の
、
計
七
回
で
あ
つ
た
定
時

ニ
ュ
ー
ス
が
、
一
躍
十
一
回
に
増
加
し
た）
1（
（

（
句
点
は
適
宜
追
加
し
た
―
筆
者
注
）。

　

右
は
、
日
本
放
送
協
会
が
編
纂
し
た
『
ラ
ジ
オ
年
鑑　

昭
和
十
八
年
版
』
に
見
え
る
記
録
で
あ
る
が
、
同
年
鑑
に
は
、
日
米
開
戦

以
降
、
戦
局
を
伝
え
る
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
放
送
が
、
国
民
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
と
、
そ
の
成
果
を
次
の
よ
う
に
も
記
し
て
い
た）11
（

。

　
（
前
略
）
皇
軍
一
度
起
つ
や
、
陸
に
海
に
空
に
忽
ち
あ
が
る
赫
々
た
る
大
戰
果
は
、
こ
れ
ま
た
ラ
ジ
オ
・
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
つ
て
八
繼
早
に

報
道
さ
れ
、
こ
れ
ら
捷
報
を
全
國
民
は
い
づ
れ
も
血
湧
き
肉
躍
る
思
ひ
で
傾
聴
し
、
皇
軍
に
對
し
て
無
限
の
感
謝
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
放
送
が
か
く
も
國
民
の
絶
大
の
關
心
を
あ
つ
め
た
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ス
放
送
史
上
ま
こ
と
に
特
筆
す
べ
き
で
あ
ら
う
。（
中
略
）

放
送
形
態
で
は
大
本
営
か
ら
戰
況
の
進
展
や
大
戰
果
の
發
表
が
あ
る
毎
に
「
敵
は
幾
萬
」
或
は
「
軍
艦
マ
ー
チ
」
の
勇
壮
な
音
樂
を
そ
の
前

後
に
つ
け
加
へ
て
放
送
し
又
大
本
營
で
録
音
し
た
陸
海
軍
當
局
の
力
強
い
發
表
の
聲
を
ニ
ュ
ー
ス
中
に
傳
へ
て
非
常
な
効
果
を
収
め
た
。

　

送
り
手
で
あ
る
日
本
放
送
協
会
の
現
場
も
、
開
戦
の
興
奮
の
中
、
戦
意
昂
揚
に
向
け
た
ラ
ジ
オ
放
送
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
が
、
そ
の
舞
台
裏
を
新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
た
。

　

電
波
陣
を
が
つ
ち
り
引
き
受
け
る
聲
の
殿
堂
日
本
放
送
協
會
Ａ
Ｋ
で
は
階
上
、
戰
時
放
送
本
部
を
特
設
、
傳
令
は
、
放
送
ス
タ
ヂ
オ
と
本

部
と
の
間
を
飛
ぶ
や
う
に
走
る
、
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
は
刻
々
に
放
送
さ
れ
る
の
だ
、「
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
」
の
名
調
子
で
謳
は
れ
た

「
兵
に
告
ぐ
」
の
中
村
元
放
送
員
（
現
告
知
課
長）
11
（

）
も
け
ふ
は
一
放
送
員
に
返
つ
て
詔
書
捧
讀
放
送
に
活
躍
、
勇
壮
な
る
行
進
曲
の
レ
コ
ー
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ド
は
、
レ
コ
ー
ド
室
か
ら
全
部
動
員
さ
れ
、
放
送
の
合
間
〳
〵
に
か
け
ら
れ
る）
11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
日
米
開
戦
を
機
に
ラ
ジ
オ
の
番
組
も
戦
時
編
成
に
組
み
替
え
ら
れ
て
い
く
が
、
そ
こ
に
は
統
治
者
側
の
内
面
指
導
が

あ
っ
た
。
従
前
の
番
組
編
成
は
、
放
送
審
議
会
と
番
組
編
成
会
の
組
織
に
よ
り
朝
野
権
威
の
協
力
を
仰
い
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭

和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
七
月
に
時
局
放
送
企
画
協
議
会
が
新
設
さ
れ
、
各
部
局
の
提
案
に
基
き
監
督
官
庁
で
あ
る
内
閣
情
報
部
と

共
に
毎
月
番
組
編
成
の
大
綱
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
一
五
年
一
二
月
、
内
閣
情
報
部
が
情
報
局
に
発
展
改
組
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
放
送
事
業
は
、
技
術
面
は
逓
信
省
、
放
送
番
組
の
指
導
監
督
は
情
報
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
放
送
協
会
の
重
要

事
項
は
両
者
の
共
同
管
理
と
な
る）11
（

。

　

こ
う
し
た
情
報
局
の
指
導
の
下
、
日
米
開
戦
後
の
戦
時
版
と
し
て
番
組
編
成
の
改
変
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が）11
（

、
そ
の
一
環
と

し
て
開
戦
後
四
日
目
の
一
二
月
一
二
日
よ
り
、
朝
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
中
に
「
愛
国
詩
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
詩
の
朗
読
が
開
始

さ
れ
る）11
（

。
日
米
開
戦
前
の
朝
六
時
二
〇
分
の
放
送
開
始
が
二
〇
分
繰
り
上
げ
ら
れ
六
時
か
ら
と
な
り）11
（

、
従
前
設
け
ら
れ
て
い
た
、
青

壮
年
に
向
け
て
建
国
精
神
滋
養
に
資
す
話
を
し
て
も
ら
う
「
朝
の
言
葉
」
と
題
す
る
番
組
が）11
（

、
一
二
月
九
日
か
ら
戦
時
版
と
し
て

「
國
民
の
誓
ひ
」
と
題
名
が
変
更
さ
れ
、
朝
の
七
時
三
〇
分
か
ら
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
二
日
以
降
、
こ
の
「
國
民
の
誓
ひ
」

の
番
組
の
中
で
愛
国
詩
の
朗
読
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）11
（

。「
愛
国
詩
」
朗
読
初
日
で
あ
る
一
二
日
の
『
讀
賣
新
聞
』
の
ラ
ジ
オ

番
組
欄
に
よ
れ
ば
、
七
時
三
〇
分
よ
り
「
國
民
の
誓
ひ
」
で
野
村
重
臣
が
登
場
し
話
を
し
た
後
、
七
時
五
〇
分
か
ら
の
「
愛
國
詩
朗

読
」
コ
ー
ナ
ー
で
、
丸
山
定
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
高
村
光
太
郎
の
「
危
急
の
日
に
」、
野
口
米
次
郎
の
「
宣
戦
布
告
」、
長
田
恒
雄

の
「
感
激
の
賦
」
を
朗
読
す
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
て
い
る）1（
（

。
因
み
に
、
こ
の
三
名
の
詩
は
、
日
米
開
戦
直
後
、
い
ず
れ
も
『
讀
賣
新

聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る）11
（

。
前
出
の
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
・
昭
和
十
八
年
版
』
は
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
後
の
放
送
番
組
と
し

て
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
も
の
に
愛
国
詩
朗
読
が
あ
る
と
し
た
上
で
、「
毎
朝
、
詩
歌
朗
誦
と
と
も
に
、
こ
の
愛
國
詩
朗
読
は
ど
ん
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な
に
銃
後
國
民
の
士
気
を
昂
揚
し
た
か
知
れ
な
か
つ
た
。
作
者
と
し
て
、
高
村
光
太
郎
、
野
口
米
次
郎
、
三
好
達
治
と
い
ふ
人
々
の

名
前
は
記
憶
さ
れ
て
よ
く
、
丸
山
定
夫
、
中
村
伸
郎
、
東
山
千
榮
子
、
山
本
安
秀
等
の
熱
の
こ
も
つ
た
朗
讀
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ら
の

詩
は
よ
く
生
か
さ
れ
た
。」
と
記
し
て
い
る）11
（

。
ま
た
、
同
年
鑑
の
「
放
送
番
組
改
善
に
關
す
る
調
査
」
の
「
演
藝
」
の
欄
の
中
で
も
、

「
十
二
月
十
二
日
以
来
番
組
に
取
扱
は
れ
た
愛
國
詩
朗
讀
は
、
近
来
の
出
来
ば
え
と
賞
賛
さ
れ
、
國
民
文
化
の
上
に
も
大
い
に
効
果

を
齎
し
た
。」
と
、
自
讃
と
も
言
え
る
評
価
を
し
て
い
た）11
（

。

　

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
九
月
に
日
本
放
送
出
版
協
会
が
発
刊
し
た
冊
子
『
愛
國
詩
集
』
は
、
右
の
ラ
ジ
オ
の
「
愛
国
詩
」

コ
ー
ナ
ー
で
放
送
さ
れ
た
代
表
的
な
作
品
を
所
収
し
て
い
た
。
こ
の
冊
子
は
、
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
第
一
部
に
は
、
日
本
放

送
協
会
が
直
接
委
嘱
し
創
作
さ
れ
放
送
さ
れ
た
作
品
三
六
篇
を
、
第
二
部
に
は
、
新
聞
雑
誌
に
一
旦
発
表
さ
れ
た
作
品
か
ら
放
送
さ

れ
た
三
八
篇
を
所
載
し
て
い
た）11
（

。
既
述
の
長
田
の
「
感
激
の
賦
」
も
所
収
さ
れ
る
が
、
一
旦
『
讀
賣
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の

放
送
で
あ
っ
た
た
め
第
二
部
に
配
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
愛
國
詩
集
』
に
は
、
複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
詩
人
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
そ
れ
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

五
篇
掲
載
さ
れ
て
い
る
野
口
米
次
郎
が
最
多
で
一
人
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
五
篇
は
い
ず
れ
も
第
一
部
に
、
つ
ま
り
日
本
放
送
協

会
か
ら
直
接
の
委
嘱
を
受
け
創
作
し
放
送
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
四
篇
掲
載
し
て
い
る
の
は
、
第
一

部
に
二
篇
、
第
二
部
に
二
篇
の
計
四
篇
掲
載
し
て
い
る
高
村
光
太
郎
と
尾
崎
喜
八
で
あ
り
、
第
二
部
だ
け
で
四
篇
掲
載
さ
れ
て
い
た

の
は
蔵
原
伸
一
郎
で
あ
っ
た
。
三
篇
掲
載
し
て
い
た
の
は
西
條
八
十
で
、
第
一
部
に
二
篇
、
第
二
部
に
一
篇
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二

篇
掲
載
は
多
く
、
第
一
部
に
二
篇
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
河
井
醉
茗
で
あ
っ
た
。
第
一
部
と
第
二
部
に
各
一
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
は
、
佐
藤
一
英
、
佐
藤
惣
之
助
、
三
好
達
治
、
井
上
康
文
、
前
田
鐵
之
助
、
坂
本
越
郎
、
長
田
恒
雄
、
西
村
皎
三
と
八
名
い
て
、

第
二
部
に
二
篇
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
室
生
犀
星
、
近
藤
東
、
岩
佐
東
一
郎
の
三
名
で
あ
っ
た
。
日
米
開
戦
後
、
詩
は
脚
光
を
浴

び
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
詩
集
に
多
く
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
時
代
の
寵
児
に
な
っ
た
詩
人
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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特
に
、
第
一
部
に
多
く
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
野
口
、
高
村
、
尾
崎
の
三
名
に
加
え
、
前
出
の
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
・
昭
和
十
八
年
版
』
に

言
及
さ
れ
て
い
る
三
好
達
治
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
の
「
愛
國
詩
」
朗
読
に
向
い
た
作
品
を
創
作
し
、
戦
時
の
潮
流
に
乗
っ
て
活
躍

し
た
詩
人
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
詩
」
は
、「
短
歌
」
や
「
俳
句
」
に
比
し
使
え
る
字
数
が
多
い
の
で
、
作
品
の
中
で
敵
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な

る
こ
と
は
冊
子
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
の
検
証
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
検
証
を
参
考
に
し
、
右
の
『
愛

國
詩
集
』
所
収
の
作
品
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
も
、「
敵
の
描
か
れ
方
」
に
注
目
し
、
①
敵
が
登
場
し
な
い

作
品
、
②
戦
う
相
手
と
し
て
の
敵
は
登
場
す
る
も
の
の
否
定
的
形
容
が
付
随
し
な
い
作
品
、
③
割
か
れ
る
字
数
は
少
な
い
も
の
の
、

敵
に
言
及
す
る
中
で
否
定
的
に
形
容
す
る
言
葉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
作
品
、
④
敵
、
あ
る
い
は
米
英
へ
の
敵
愾
心
を
掻
き
立
て

る
煽
情
度
の
高
い
作
品
の
、
四
つ
に
大
別
し
て
み
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
字
数
を
割
い
て
敵
（
米
英
）
打
倒
を
高
唱
す
る
作

品
、
よ
び
か
け
や
繰
り
返
し
、「
！
」
の
強
調
記
号
な
ど
を
駆
使
し
な
が
ら
煽
情
的
に
米
英
へ
の
敵
愾
心
を
昂
揚
さ
せ
る
作
品
、
さ

ら
に
字
数
自
体
は
少
な
い
も
の
の
人
種
偏
見
を
帯
び
た
侮
蔑
的
で
尖
鋭
的
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
敵
へ
の
憎
悪
を
掻
き
立
て
る

作
品
で
あ
る
。
こ
の
分
類
に
従
う
と
、
第
一
部
の
三
六
篇
は
、
①
九
篇
、
②
九
篇
、
③
五
篇
、
④
一
三
篇
、
第
二
部
の
三
八
篇
は
、

①
二
二
篇
、
②
七
篇
、
③
五
篇
、
④
四
篇
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
第
一
に
、『
軍
神
に
つ
づ
け
』
の
検
証
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
詩
は
短
歌
や
俳
句
に
比
し
多

く
の
字
数
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
合
計
七
四
篇
の
内
、
敵
が
登
場
す
る
作
品
、
②
③
④
の
総
計
は
四
三
篇
に
な
り
、
半
数
以

上
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
第
二
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、「
愛
国
詩
」
と
し
て
ラ
ジ
オ
で
朗
読
さ
れ
た
七
四
篇
の
詩
で
あ
る
が
、

①
に
属
す
る
三
一
篇
、
す
な
わ
ち
半
数
弱
の
作
品
に
敵
（
米
英
）
が
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
敵
が
登
場
し
な
い

①
に
属
し
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ
で
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
た
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
に
注
視
し
た
い
。
む
し
ろ
、
ラ
ジ
オ
で
繰
り
返
し
流
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さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
作
品
は
、
①
に
属
す
る
傾
向
が
強
い
と
さ
え
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い）11
（

。
例
え
ば
、
第
一
部

で
は
、
河
井
醉
茗
「
眞
住
吉
の
神）11
（

」
や
長
田
恒
雄
「
聲）11
（

」、
第
二
部
で
は
、
高
村
光
太
郎
「
最
低
に
し
て
最
高
の
道）11
（

」、
山
本
和
夫

「
そ
の
母）11
（

」、
尾
崎
喜
八
「
此
の
糧）1（
（

」、
蔵
原
伸
二
郎
「
み
軍
に
従
ひ
奉
ら
ん）11
（

」
で
あ
る
。
以
下
、
敵
が
登
場
し
な
い
①
に
属
し
な
が

ら
繰
り
返
し
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　

第
一
部
の
河
井
の
「
眞
住
吉
の
神
」
は
、
海
上
の
安
全
を
護
る
住
吉
の
神
を
謳
い
、「
神
は
住
之
江
の
浦
に
鎭
り
た
ま
ふ
／
昔
な

が
ら
の
松
風
に
／
聲
あ
る
の
み
」
で
結
ん
で
い
る
。
戦
時
の
熱
狂
や
絶
叫
と
は
一
線
を
画
す
落
ち
着
い
た
詩
調
の
作
品
で
あ
る
。
高

村
光
太
郎
の
「
最
低
に
し
て
最
高
の
道
」
は
、
小
さ
な
「
利
欲
」「
不
平
」「
ぐ
ち
」「
怒
り
」「
薄
汚
い
企
み
」「
世
の
抜
け
駆
け
」

を
止
そ
う
と
訴
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
見
え
も
掛
値
も
な
い
裸
の
こ
こ
ろ
で
、
ら
く
ら
く
と
、
の
び
の
び
と
、
空
を
仰
い
で
大
き

く
生
き
よ
う
と
詠
い
、「
泣
く
も
笑
ふ
も
み
ん
な
と
一
緒
に
／
最
低
に
し
て
最
高
の
道
を
ゆ
か
う
。」
と
結
ん
で
い
た
。
日
常
の
戒
め

と
と
も
に
、
前
向
き
に
、
お
お
ら
か
に
過
ご
す
生
き
方
が
説
か
れ
て
い
る
。
戦
時
下
の
国
民
へ
の
戒
め
、
閉
塞
感
漂
う
暗
い
時
代
ゆ

え
に
、
前
向
き
に
明
る
く
生
き
る
こ
と
を
推
奨
し
た
内
容
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
高
村
が
多
く
創
作
し
た
「
愛
国
詩
」
と
は

異
な
り
、
戦
時
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
平
時
に
も
通
用
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。
以
上
二
篇
は
、
戦
時
と
の
関
連
を
明
確
に
は
見
出

せ
な
い
作
品
で
あ
っ
た
。

　

長
田
恒
雄
の
「
聲
」
は
、
声
に
は
、
大
小
、
高
低
、
明
暗
、
澄
濁
、
種
々
あ
る
と
し
な
が
ら
、
祖
先
か
ら
の
声
、
す
な
わ
ち
「
血

（
血
統
）
の
聲
」
に
注
目
し
、
そ
の
声
に
は
二
面
性
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
国
の
安
ら
か
な
時
、「
撩
亂
た
る
花
苑
の
や
う
に

／
美
し
く
流
れ
あ
ふ
れ
」、「
し
づ
か
な
汀
の
囁
き
の
や
う
に
／
月
の
光
の
な
か
に
融
け
い
り
／
悲
し
み
を
い
や
し
／
く
る
し
み
を
さ

さ
へ
」
る
声
で
あ
る
。
他
方
、
国
の
険
し
い
時
は
、「
刄
の
如
く
鋭
く
／
つ
ん
ざ
き
閃
い
た
聲
だ
」、「
荒
れ
狂
ふ
怒
濤
と
な
つ
て
／

邪
惡
を
滅
ぼ
し
／
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
聲
だ
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
聲
に
は
、
平
時
と
戦
時
に
発
せ
ら
れ
る
二
種
が
あ
る
と
解
説

し
て
い
る
。
戦
時
に
発
せ
ら
れ
る
声
の
意
義
だ
け
強
調
し
て
も
良
い
時
代
に
、
敢
え
て
平
時
の
声
の
意
義
も
説
い
て
い
る
こ
と
に
、
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さ
ら
に
は
敵
を
登
場
さ
せ
ず
、
そ
う
し
た
意
義
を
説
く
作
品
が
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
尾
崎

喜
八
「
此
の
糧
」
は
、
軍
国
の
糧
と
な
っ
て
い
る
薩
摩
芋
を
擬
人
化
し
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
き
、
海
の
か
な
た
で
命
を
さ
さ
げ
て

戦
う
兵
士
を
想
起
し
な
が
ら
、
銃
後
の
安
全
な
場
に
あ
っ
て
、
す
こ
や
か
な
味
、
豊
か
な
畑
も
の
に
、
舌
鼓
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る

有
難
さ
を
詠
っ
て
い
た
。
食
糧
難
か
ら
米
の
代
用
食
と
し
て
の
芋
へ
の
不
満
を
封
じ
る
作
品
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
敵

は
不
在
で
、
敵
愾
心
を
昂
揚
さ
せ
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
山
本
和
夫
の
「
そ
の
母
」
は
、
前
半
で
出
征
し
た
息
子
二
人
を
案
じ
て

武
運
長
久
を
祈
る
母
親
の
心
情
が
、
後
半
で
は
「
秋
の
椎
の
實
が
涙
の
や
う
に
そ
の
母
の
頭
上
に
こ
ぼ
れ
た
」
と
書
く
こ
と
に
よ
り

二
人
が
戦
死
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
母
の
懐
に
は
、
戦
地
か
ら
の
写
真
が
増
え
、
鉛
筆
で
走
り
書
き
の
消
息
に
は
「
み
ん
な

お
ど
け
て
ゐ
て
阿
保
な
こ
と
ば
か
り
書
い
て
あ
つ
た
。」
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
息
子
二
人
を
喪
っ
た
母
の
悲
し
み
が
読
者
の
涙
を

誘
う
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
三
篇
は
、「
聲
」、「
食
糧
」、「
息
子
の
出
征
と
戦
死
」
を
通
じ
、「
戦
時
」
に
関
連
し
た
こ
と
を

描
い
て
い
る
が
、
銃
後
の
日
常
生
活
が
詠
わ
れ
、
敵
と
「
戦
う
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
と
異
な
り
、
蔵
原
伸
二
郎
の
「
み
軍
に
従
ひ
奉
ら
ん
」
は
、
既
述
の
よ
う
に
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
文
言
が
見

え
る
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
民
に
「
戦
う
」
決
意
を
鼓
吹
し
な
が
ら
攻
撃
精
神
を
昂
揚
さ
せ
る
内
容
で

あ
っ
た
。
昭
和
一
六
年
一
二
月
八
日
の
日
米
開
戦
の
詔
勅
を
拝
し
（
大
詔
奉
戴
）「
わ
が
大だ
い
に
っ
ぽ
ん

日
本
國こ
く

は
／
再
び
自
お
の
ず
から
照
り
明
り
た
り
、

／
雄
た
け
び
の
こ
ゑ
／
津
々
裏
々
に
鳴
り
と
よ
み
／
山
々
を
う
ご
か
し
、
谷
々
に
木
霊
し
、
草
木
魚
鳥
ら
み
な
出
で
ゝ
躍
り
ぬ
／
一

天
四
海
に
／
神
の
み
こ
ゑ
あ
り
／
八
紘
に
ま
つ
ろ
は
ぬ
も
の
み
な
／
う
ち
滅
せ
と
／
あ
ゝ
う
ち
て
し
止
ま
ぬ
／
う
ち
て
し
や
ま
ぬ
よ

と
／
み
こ
と
か
し
こ
み
勇
ま
し
く
／
わ
が
丈ま
す
ら
お夫
は
出
で
ゆ
き
ぬ
／
萬
里
の
大
波
を
こ
え
／
は
げ
し
き
海
流
を
潜
り
／
乾
け
る
熱
帯
を

わ
た
り
／
わ
が
身
わ
が
血
わ
が
魂
を
／
い
ま
ぞ
捧
げ
ま
つ
ら
む
と
／
（
中
略
）
／
日
の
く
に
の
翁
よ
媼
よ
丈
夫
よ
少
女
ら
よ
／
い
ざ

や
か
へ
り
み
ず
し
て
／
こ
の
み
い
く
さ
に
従
ひ
奉
ら
ん
」
と
詠
っ
て
い
た
。

　

こ
の
蔵
原
の
「
み
軍
に
従
ひ
奉
ら
ん
」
は
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
五
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
「
大
東
亜
戰
争
一
周
年
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記
念
戰
場
精
神
昂
揚
大
音
楽
会
」
で
も
、
照
井
瓔
三
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
り
朗
読
さ
れ
、
清
瀬
保
二
が
曲
を
つ
け
日
本
交
響
楽
団
に

よ
り
演
奏
さ
れ
た
。
同
音
楽
会
は
、
午
後
一
時
か
ら
の
番
組
と
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た
が）11
（

、
皇
国
日
本
の
偉
大
さ
を
讃
え
な
が
ら

「
ま
す
ら
を
」
に
い
か
な
る
困
難
を
も
乗
り
越
え
戦
う
こ
と
を
、
銃
後
の
老
人
か
ら
少
女
ま
で
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い

た
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
み
軍
に
従
ひ
奉
ら
ん
」
は
戦
意
昂
揚
を
図
る
作
品
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
こ
こ
で
も
敵
米
英

は
登
場
し
て
い
な
い
。
他
は
、
戦
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
敵
自
体
、
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
日
米
開
戦
後
に
繰
り
返
し
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
朗
読
さ
れ
た
戦
意
昂
揚
を
図
る
た
め
の
「
愛
国
詩
」
は
、
敵
愾
心
を

煽
る
た
め
敵
米
英
へ
の
憎
悪
を
掻
き
立
て
る
煽
情
的
な
作
品
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

　

第
三
に
、
第
二
部
の
新
聞
や
雑
誌
の
依
頼
で
創
作
さ
れ
た
作
品
よ
り
、
第
一
部
の
日
本
放
送
協
会
か
ら
直
接
委
嘱
を
受
け
た
、
す

な
わ
ち
最
初
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
創
作
さ
れ
た
作
品
の
方
が
、
煽
情
的
に
描
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
。
第
一
部
が
、
③
五
篇
、
④
一
三
篇
な
の
に
比
し
、
第
二
部
は
、
③
五
篇
、
④
四
篇
と
、
特
に
④
に
大
き
な
差
が
出
て
い
る
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
米
開
戦
後
、
詩
歌
が
ラ
ジ
オ
放
送
に
の
る
よ
う
に
な
っ
て
、
詩
が
俄
か
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
新
聞
雑
誌
の
よ
う
に
「
活
字
」
で
は
な
く
、「
音
」
を
通
じ
て
視
聴
者
に
伝
え
る
ラ
ジ
オ
は
、
よ
り
煽
情
的
作
品
、
三

好
の
言
う
「
高
潮
詩
」
を
求
め
、
作
者
も
そ
れ
に
応
え
る
創
作
を
し
た
結
果
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
右
の
③
④
に
類
別
さ
れ
た
作
品
に
注
目
し
、
敵
（
米
英
）
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
か
検
証
す
る
と
と

も
に
、
戦
意
昂
揚
を
図
る
た
め
、
敵
愾
心
を
掻
き
立
て
る
た
め
、
い
か
な
る
文
言
が
綴
ら
れ
た
か
確
認
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、

総
体
と
し
て
煽
情
度
の
低
い
傾
向
に
あ
っ
た
第
二
部
の
作
品
の
検
証
を
行
い
、
そ
の
後
で
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
第
一
部
の
そ
れ
へ
と

考
察
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
ず
、
第
二
部
の
③
に
分
類
し
た
土
井
晩
翠
の
作
品
は
「
英
米
あ
ら
び
て
寄
す
る
を
見
ず
や
、
ア
ジ
ア
の
同
胞ほ
う

十
億
餘
萬
、
か
れ
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ら
の
飽
く
な
き
非
望
に
惱
む
（
中
略
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
合
圍
は
何
か
、
一
億
一
心
わ
れ
ら
の
努
力
、
鐵
壁
微
塵
に
砕
か
で
や
ま
じ
」
と）11
（

、

日
本
が
一
億
一
心
戦
う
の
は
、
乱
暴
で
あ
く
な
き
「
非
望
」
を
有
す
る
米
英
で
あ
り
、
我
が
国
に
は
十
億
余
の
ア
ジ
ア
同
胞
を
救
う

使
命
が
あ
る
と
詠
っ
て
い
た
。
村
野
四
郎
は
「
逆
巻
く
太
平
洋
の
怒
濤
の
た
だ
中
に
／
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
墜
ち
る
／
悪
徳
の
牙
城
／

立
て
よ
、
神
の
裔
／
今
こ
そ
妖
魔
撃
滅
の
時
」
と）11
（

、
丸
山
薫
は
「
欺
瞞
の
文
明
、
搾
取
の
繁
栄
／
米
英
資
本
の
影
映
せ
る
蜃
気
楼
は

／
わ
が
旭
日
の
意
慾
の
前
に
消
え
失
せ
た
り
／
わ
が
旭
日
の
理
想
の
前
に
消
え
失
せ
た
り）11
（

」
と
、
相
馬
御
風
は）11
（

「
醜
の
醜
草
薙
ぎ
つ

く
し
／
魔
の
こ
と
ご
と
く
打
ち
ひ
し
ぎ
／
拂
ひ
浄
め
て
大
東
亞
／
安
く
清
し
く
治
ま
ら
ん
」
と
、
各
々
詠
ん
で
い
た
。
米
英
の
ア
ジ

ア
支
配
は
、「
悪
徳
の
牙
城
」「
妖
魔
」、「
欺
瞞
の
文
明
」「
搾
取
の
繁
栄
」、「
醜
の
醜
草
」「
魔
」
と
形
容
さ
れ
、
そ
の
打
倒
が
誓
わ

れ
て
い
る
。
西
條
八
十
の
作
品
に
見
え
る
「
逞
し
き
ア
メ
リ
カ
の
息
の
根
は
塞と

め
ら
れ
た
り
！
」
の
一
節
は）11
（

、
敵
の
米
国
へ
の
表
現

に
特
段
の
形
容
を
見
な
い
も
の
の
、「
ア
メ
リ
カ
の
息
の
根
は
塞
め
ら
れ
た
り
！
」
と
の
絶
叫
表
現
に
煽
情
度
の
高
さ
を
見
出
し
③

に
分
類
し
た
。

　

第
二
部
の
④
は
、
三
好
達
治
の
「
メ
リ
ケ
ン
の
こ
け
の
提
督
／
や
う
や
く
に
眼
ざ
め
し
頃
は
／
戰
は
は
や
決
し
た
り
／
（
中
略
）

寄
せ
が
た
き
あ
た
の
い
り
海）11
（

」
と
、
中
西
悟
堂
の
「
ラ
ジ
オ
は
い
ま
し
が
た
／
マ
レ
ー
の
、
香
港
の
、
ル
ソ
ン
の
、
ビ
ル
マ
の
／
皇

軍
疾は
や
て風
の
戰
況
を
つ
た
へ
て
ゐ
る
た
が
／
早
く
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
鎖
が
寸
斷
さ
れ
た
／
（
中
略
）
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
暴
慢
と
吸
血

は
一
週
間
ま
へ
ま
で
の
昔
語
り）（11
（

。」
の
一
節
に
各
々
見
え
る
、「
メ
リ
ケ
ン
の
こ
け
の
提
督
」
と
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
暴
慢
と
吸

血
」
に
、
敵
米
英
へ
の
侮
蔑
表
現
と
し
て
は
煽
情
度
の
高
さ
を
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

長
田
恒
雄
は
「
驕け
う

慢ま
ん

な
劫
掠
者
の
手
か
ら
／
紺こ
ん
ぺ
き碧
の
太
平
洋
を
解
き
放は
な

ち
／
な
が
い　

な
が
い
忍に
ん
く苦
の
日
か
ら
／
ア
ジ
ヤ
の
民
十

億
を
救
ふ
た
め
に
／
つ
ひ
に
／
峻
烈
な
る
火
蓋
は
切
ら
れ
た
／
（
中
略
）
火
炎
の
柱
の
な
か
に　

偽
善
の
假
面
は
彈は
じ

け
と
ん
だ
」
と

詠
う）（1（
（

。
こ
の
作
品
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
日
米
開
戦
直
後
に
『
讀
賣
新
聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
、
愛
国
詩
の
朗
読
コ
ー
ナ
ー
初
回
の

一
二
月
一
二
日
に
放
送
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
敵
米
英
を
名
指
し
し
て
い
な
い
も
の
の
「
驕
慢
な
劫
掠
者
」
と
形
容
し
、
真
珠
湾
攻
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撃
に
よ
り
「
偽
善
の
假
面
は
彈
け
と
ん
だ
」
と
煽
情
的
に
描
い
て
い
た
。
岩
佐
東
一
郎
の
作
品
は
、
敵
米
英
へ
の
攻
撃
を
よ
り
侮
蔑

的
表
現
を
用
い
て
描
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
君
は
心
お
ご
れ
る
米
英
ど
も
へ
／
薔
薇
の
は
な
び
ら
を
散
ら
す
が
如
く
／
機
銃
掃
射

の
快
腕
を
示
し
／
巨
大
な
る
種
子
の
如
く
爆
弾
の
贈
り
物
を
撒
き
つ
づ
け
／
敵
地
到
る
と
こ
ろ
に
／
爆
煙
の
美
し
き
花
畑
を
創
つ
た

の
だ
／
か
の
英
吉
利
の
貴
族
ど
も
は
／
狐
狩
り
の
傳
統
を
娯
ん
だ
が
／
い
ま
海
洋
を
逃
げ
惑
ふ
汝
ら
の
艦
船
は
／
痩
せ
た
狐
よ
り
惨

め
な
姿
で
あ
る
／
（
中
略
）
／
世
界
の
汚
濁
を
浄
め
て
止
ま
ぬ
／
こ
れ
ら
の
新
し
き
天
使
た
ち
は
／
汝
ら
の
バ
イ
ブ
ル
に
は
存
在
し

な
い
／
」
と
詠
っ
て
い
た）（10
（

。
敵
米
英
を
「
心
お
ご
れ
る
米
英
ど
も
」「
か
の
英
吉
利
の
貴
族
ど
も
」
と
粗
野
な
接
尾
語
を
使
い
表
現

し
見
下
し
て
い
る
。
敵
へ
の
攻
撃
を
「
機
銃
掃
射
の
快
腕
」
と
擬
人
化
す
る
だ
け
で
な
く
、「
巨
大
な
る
種
子
の
如
く
爆
弾
の
贈
り

物
を
撒
」
き
、
敵
地
に
「
爆
煙
の
美
し
き
花
畑
を
創
つ
た
」
と
、
爆
弾
投
下
を
「
種
蒔
き
」
と
表
現
し
な
が
ら
、
そ
の
結
果
を
爆
煙

の
「
美
し
き
花
畑
」
と
比
喩
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
英
国
が
ア
ジ
ア
民
族
を
獣
視
し
、
虐
待
し
た
と
の
歴
史
を
、
同

国
貴
族
の
「
狐
狩
り
」
に
準
え
な
が
ら
、
し
か
し
、
日
本
軍
の
進
撃
を
受
け
、
今
で
は
立
場
を
か
え
海
洋
を
逃
げ
惑
う
英
国
艦
船
を

し
て
「
痩
せ
た
狐
よ
り
も
惨
め
な
姿
」
と
蔑
み
、「
新
し
き
天
使
」
の
日
本
は
「
世
界
の
汚
濁
を
浄
め
て
止
ま
ぬ
。」
と
強
調
し
て
い

た
。

　

以
上
、
第
二
部
の
③
④
に
類
別
さ
れ
る
作
品
に
は
、
憎
悪
や
侮
蔑
を
纏
う
文
言
に
よ
り
敵
米
英
を
形
容
し
な
が
ら
、
そ
の
打
倒
を

高
唱
す
る
作
品
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
続
い
て
、
第
一
部
の
③
④
は
、
第
二
部
の
③
④
よ
り
、
作
品
の
総
数
と
と
も
に
、
割
か

れ
る
字
数
や
、
そ
の
内
容
か
ら
も
煽
情
度
の
高
い
作
品
が
多
く
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た

い
。

　

ま
ず
、
第
一
部
の
③
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
省
吾
が
「
米
英
の
不
正
不
義
を
憎
み）（10
（

」、
堀
口
大
學
が
「
彼
等
英
米
蘭
人
の　

利
己
と
非
道
の
搾
取
を
ば　

わ
れ
等
の
土
地
か
ら
追
ひ
拂
ひ　

わ
れ
等
も
ろ
共
に
榮
え
て
行
か
う）（10
（

。」、
勝
承
夫
が
「
地
上
の
一
切
の

邪
惡
を
う
ち
懲
し
」
と
詠
っ
て
い
る）（10
（

。
野
口
米
次
郎
は
、
敵
を
倒
す
「
彈
丸
」
を
「
彼
」
と
擬
人
化
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
戦
意
昂
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揚
を
図
る
作
品
を
書
い
て
い
た
。「
彈
丸
は
、
命
中
を
誓
つ
て
唸
る
…
…
、
／
（
中
略
）
／
敵
は
慄
き
恐
れ
、
周
章
狼
狽
、
ぱ
つ
と

倒
れ
、
血
に
滲
む
、
／
（
中
略
）
／
彈
丸
人
を
斃
す
に
自
分
を
亡
ぼ
し
て
か
ゝ
る
。
／
（
中
略
）
／
彼
（
彈
丸
）
は
叫
ぶ
『
私
慾
を

ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
天
を
恐
れ
ざ
る
も
の
、
一
擧
殲
滅
あ
る
の
み
だ
、』」
と
結
び
、
自
ら
を
「
彈
丸
」
に
準
え
な
が
ら
敵
撃
滅
へ
の

堅
い
決
意
を
誓
っ
て
い
た）（10
（

。
西
村
皎
三
は
「
見
せ
か
け
の
人
道
／
嘘
つ
八
の
正
義
／
そ
ん
な
も
の
は
と
う
の
昔
か
ら
知
つ
て
ゐ
た
／

知
つ
て
は
ゐ
た
が
／
決
し
て
こ
け
お
ど
し
の
力
な
ん
ぞ
に
屈
し
た
わ
け
で
は
な
い
！
」
と
、
敵
の
偽
善
に
抗
す
る
文
言
を
綴
っ
て
い

た
）
（10
（

。

　

第
一
部
の
③
以
上
に
煽
情
的
作
品
と
し
て
分
類
し
た
④
に
は
、
一
三
篇
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
、

以
下
、
戦
局
の
推
移
を
中
心
に
追
い
な
が
ら
紹
介
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
同
冊
子
に
所
収
さ
れ
た
少
な
か
ら
ぬ
作
品
は
、
日
米
開
戦

直
後
に
放
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
日
米
開
戦
の
火
蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
こ
と
を
詠
う
内
容
が
多
い
。

敵
米
英
、
あ
る
い
は
そ
の
指
導
者
を
名
指
し
で
取
り
上
げ
な
が
ら
敵
愾
心
を
煽
る
内
容
を
書
い
た
の
は
、
前
田
鐵
之
助
、
三
好
達
治
、

深
尾
須
磨
子
で
あ
っ
た
。

　

前
田
は
「
十
二
月
八
日
」
と
題
す
る
作
品
を
寄
せ
、「
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
！
／
敵
は
ア
メ
リ
カ
。
／
イ
ギ
リ
ス
。
人
類
の

敵
、
ま
こ
と
、
我
等
が
臥
薪
嘗
胆
の
敵
。
／
世
界
戰
爭
の
挑
撥
者
、
搾
取
の
王
。（
中
略
）
あ
は
れ
、
は
つ
し
と
打
ち
し
暁
の
大
奇

襲
戰
／
ハ
ワ
イ
灣
頭
、
ア
メ
リ
カ
の
醜
の
主
力
艦
隊
／
撃
ち
沈
め
ら
れ
、
撃
ち
沈
め
ら
れ
て
、
ま
た
殘
る
な
し
。（
中
略
）
敵あ
だ

な
す

敵
は
ち
り
ぢ
り
に
打
ち
拉ひ
し

が
れ
ぬ
。（
中
略
）
敵
は
ア
メ
リ
カ
。
／
イ
ギ
リ
ス
。
人
類
の
敵
、
ま
こ
と
、
我
等
が
臥
薪
嘗
胆
の
敵
。

／
世
界
戰
爭
の
挑
撥
者
、
搾
取
の
王
。
／
飽
く
こ
と
知
ら
ぬ
貪
欲
の
民
、
我
等
が
敵
。」
と
指
弾
し
て
い
た）（10
（

。
敵
米
英
を
名
指
し
し

て
「
我
等
が
臥
薪
嘗
胆
の
敵
」「
人
類
の
敵
」「
世
界
戰
爭
の
挑
発
者
」「
搾
取
の
王
」「
飽
く
こ
と
を
知
ら
ぬ
貪
欲
の
民
」
と
種
々
の

文
言
を
繰
り
出
し
な
が
ら
敵
愾
心
を
煽
る
と
と
も
に
、
真
珠
湾
攻
撃
を
称
え
る
作
品
を
書
い
て
い
る
。

　

真
珠
湾
攻
撃
に
関
し
て
、
三
好
達
治
は
、「
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
全
滅
せ
り
」
と
題
す
る
作
品
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
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い
た）（10
（

。

　
「
あ
あ
そ
の
恫ど
う
か
つ喝
／
あ
あ
そ
の
示じ

ゐ威
／
あ
あ
そ
の
経
済
封
鎖
／
あ
あ
そ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
線
／
笑
ふ
べ
し
／
脂
肪
過
多
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

大
統
領
が
／
飴
よ
り
も
な
ほ
甘
か
り
け
ん
／
昨
夜
の
魂
胆
の
こ
と
ご
と
く
は
／
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
全
滅
せ
り
！
（
中
略
）
あ

あ
そ
の
凡
庸
提
督
キ
ン
メ
ル
麾
下
の
艨も
う
ど
う艟

は
／
一
夜
熟
睡
の
後
／
か
し
こ
波
し
づ
か
な
眞
珠
灣
内
ふ
か
く
／
舳と
く

艫ろ

含
み
て
沈
没
せ
り

（
中
略
）
日
東
眞
男
児
帝
國
／
一
た
び
雷ら
い
て
い霆

の
軍い
く
さを

放
つ
や
／
彼
ら
の
潜
水
艦
は
と
こ
し
へ
に
潜
水
し
／
彼
ら
の
航
空
母
艦
は
鞠き
く
き
う躬

如じ
ょ

と
し
て
遁
走
せ
り
／
而
し
て
そ
の
空
軍
の
百
千
の
燕え
ん

雀じ
ゃ
くも
ま
た
／
空
し
く
地
上
に
格
納
庫
中
に
炎
上
せ
り
／
笑
ふ
べ
し
／
脂
肪
過

多
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
大
統
領
が
／
飴
よ
り
も
な
ほ
甘
か
り
け
ん
／
昨
夜
の
魂
胆
の
こ
と
ご
と
く
は
／
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
全
滅
せ

り
／
然
り
／
無
用
の
兵
を
耀か
が
やか

す
も
の
／
必
ず
滅
ぶ
！
／
速
か
に
彼
ら
は
そ
の
價あ
た
ひを

も
て
一
の
金
言
を
あ
が
な
ひ
て
／
而
し
て
／
咄

／
我
ら
の
海
洋
の
外
に
立
去
る
べ
し
！
」
と
詠
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
線
で
経
済
封
鎖
の
恫
喝
を
か
け
て
き
た
米
国
で
あ
る
が
、
見
通
し
の
甘
い
間
抜
け
な
指
導
者
に
率
い
ら
れ
て
い
る

の
で
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
全
滅
し
航
空
母
艦
は
遁
走
し
た
、
と
日
本
軍
の
戦
勝
を
煽
情
的
詩
調
に
乗
せ
高
唱
し
て
い
た
。
表

題
の
「
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
全
滅
せ
り
！
」
を
、
作
品
の
中
で
二
度
繰
り
返
し
、
日
本
軍
の
攻
撃
の
前
に
、
全
滅
、
あ
る
い
は

退
散
す
る
米
軍
の
弱
さ
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
米
国
を
笑
い
、
徹
底
的
に
見
下
す
視
線
は
、「
凡
庸
提
督
キ
ン
メ
ル
」
や
米
国

大
統
領
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
を
「
脂
肪
過
多
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
大
統
領
」
と
揶
揄
す
る
表
現
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
作
品
の
中

で
三
好
は
「
脂
肪
過
多
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
大
統
領
」
の
文
言
を
二
度
使
っ
て
い
る
が
、「
脂
肪
過
多
」
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
リ
ー
ダ
ー

の
節
制
や
緊
張
感
の
欠
如
が
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
は
、
戦
時
に
弱
い
ア
メ
リ
カ
の
思
想
や
制
度
が
含
意
さ
れ
て
い
た
。

　

深
尾
須
磨
子
は
、
敵
米
英
を
名
指
し
し
な
が
ら
、
彼
等
が
日
本
を
見
下
し
て
い
る
こ
と
に
反
発
す
る
文
言
を
綴
る
こ
と
に
よ
り
敵

愾
心
を
煽
っ
て
い
た
。
深
尾
は
、
米
英
が
日
本
を
侮
蔑
す
る
最
大
の
理
由
は
、
日
本
を
持
た
ざ
る
国
と
見
做
し
て
い
る
か
ら
、
と
考

え
次
の
よ
う
に
書
く
。
す
な
わ
ち
「
敵
は
持
て
る
も
の
／
持
ち
て
傲
れ
る
も
の
／
心
よ
こ
し
ま
な
る
も
の
／
弱
き
を
虐
ぐ
る
も
の
／
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弱
き
を
虐
ぐ
る
も
の
／
我
ら
持
た
ざ
る
も
の
／
持
た
ず
し
て
心
直
な
る
も
の
／
弱
き
を
助
け
強
き
を
砕
く
も
の
／
俯
仰
天
地
に
愧
ぢ

ざ
る
も
の
（
中
略
）
こ
こ
に
米
英
の
膺
懲
に
起
つ
／
洵
に
已
む
を
得
ざ
る
な
り
（
中
略
）
敵
は
物
慾
に
溺
れ
し
も
の
／
快
樂
に
痺
れ

し
も
の
／
古
き
に
據
り
て
新
し
き
を
拒
む
も
の
／
大
に
擁
し
て
小
を
蔑
む
も
の
（
中
略
）」
と
す
る
。

　

持
て
る
敵
は
奢
り
、
物
欲
に
溺
れ
、
快
楽
に
痺
れ
、
新
し
き
も
の
を
拒
む
。
よ
こ
し
ま
な
心
を
持
ち
、
弱
き
を
虐
げ
る
、
大
に
し

て
小
を
蔑
む
。
し
た
が
っ
て
「
か
つ
て
米
英
の
謂
ひ
け
ら
く
／
『
東
邦
日
本
は
國
家
な
り
や
い
な
や
／
國
是
と
な
す
べ
き
鐵
も
な
く

石
炭
も
な
く
／
苛
性
曹
達
も
石
油
も
ま
た
有
色
金
屬
も
な
く
／
國
家
と
稱
す
る
は
を
こ
が
ま
し
／
こ
れ
ぞ
正
し
く
一
塊
の
土
な
り
』

と
／
さ
な
り
／
そ
は
持
た
ざ
る
國
な
り
（
中
略
）
ま
こ
と
傲
れ
る
も
の
の
眼
に
は
／
一
塊
の
土
に
も
似
た
ら
ん
か
／
さ
も
あ
ら
ば
あ

れ
／
實
に
も
い
み
じ
き
か
な
／
一
塊
の
土
！
／
（
中
略
）
／
か
つ
て
夷
敵
に
瀆
さ
れ
ざ
り
し
も
の
／
祖
國　

わ
れ
ら
の
日
本
！
／

（
中
略
）
／
わ
れ
ら
今
／
虐
げ
ら
れ
し
同
族
の
民
十
億
を
抱
き
て
起
つ
／
（
中
略
）
／
あ
は
れ
髀
肉
の
歎
き
幾
年
／
撃
滅
の
意
氣
澎
湃

と
し
て
漲
る
と
こ
ろ
／
一
億
の
心
熱
鐵
と
な
り
て
合
す
る
と
こ
ろ
／
邪
よ
／
退
れ
！）（（1
（

」、
と
叫
び
結
ん
で
い
た
。
資
源
が
あ
り
傲
慢

な
米
英
は
、
資
源
の
な
い
、
持
た
ざ
る
国
で
あ
る
日
本
を
国
家
と
は
見
做
さ
ず
、「
一
塊
の
土
」
に
過
ぎ
な
い
と
蔑
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
日
本
は
、
一
度
も
潰
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
日
本
が
米
英
と
い
う
「
邪
」
を
追
い
払
う
た
め
、
ア
ジ
ア
十
億
の
同

族
の
民
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
、
と
詠
ん
で
い
た
。

　

以
上
、
三
詩
人
は
、
多
く
の
字
数
を
割
き
、
敵
国
と
し
て
の
米
英
、
あ
る
い
は
そ
の
指
導
者
を
名
指
し
し
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ
放
送

で
朗
読
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
戦
意
と
敵
愾
心
昂
揚
を
促
す
目
的
の
作
品
を
創
作
し
て
い
た）（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
冊
子
『
愛
國
詩
集
』
の
第
一
部
と
第
二
部）（（0
（

の
冒
頭
を
飾
る
詩
人
は
、
日
本
文
学
報
国
会
の
詩
部
会
長
高
村
光
太
郎
で

あ
っ
た
。
室
生
犀
星
か
ら
は
「
既
成
詩
人
の
た
だ
ひ
と
り
の
生
き
残
り
の
猛
者
」
と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど）（（0
（

、
戦
争
詩
、
愛
国
詩
を
書
い

て
い
た
高
村
は
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
『
愛
國
詩
集
』
に
は
、
四
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
部
の
冒
頭
、
文
字
通
り
冊
子
『
愛
國
詩
集
』
の
冒
頭
を
飾
る
高
村
の
「
彼
等
を
撃
つ
」
と
題
す
る
作
品
の
中
で
は
、
真
珠
湾
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攻
撃
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
「
大
敵
の
所
在
つ
ひ
に
發
か
れ
／
わ
が
向
ふ
と
こ
ろ
今
や
決
然
と
し
て
定
ま
る
。
／
間
髪
を
容
れ
ず
／

一
撃
す
で
に
敵
の
心
肝
を
盡
く
せ
り
。」
と
詠
う）（（0
（

。
敵
の
打
倒
を
説
く
際
、
米
英
を
名
指
し
し
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
の

高
村
の
作
品
も
名
指
し
が
避
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
大
敵
」「
敵
」、
さ
ら
に
題
名
に
も
登
場
す
る
「
彼
等
」
が
、
米
英
で
あ
る

こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。「
八
十
梟
帥
の
と
も
遠
大
の
野
望
に
燃
え
、
そ
の
鐵
の
牙
と
爪
と
を
東
亞
に
立
て
て
／
わ
れ
を
圍
む
こ
と

二
世
紀
に
及
ぶ
。
／
力
は
彼
等
の
自
ら
た
の
む
と
こ
ろ
に
し
て
／
利
は
彼
等
の
搾
取
し
て
飽
く
と
こ
ろ
な
き
も
の
／
理
不
盡
の
言
ひ

が
か
り
に
／
東
亞
の
國
々
ほ
と
ん
ど
皆
滅
さ
れ
／
宗
教
と
思
想
と
の
摩
訶
不
思
議
に
／
東
亞
の
民
概
ね
骨
を
抜
か
る
（
中
略
）
わ
が

力
い
ま
彼
等
の
力
を
撃
つ
／
（
中
略
）
彼
等
の
牙
と
爪
と
を
撃
破
し
て
／
大
東
亞
本
然
の
生
命
を
示
現
す
る
こ
と
、
こ
れ
わ
れ
ら
の

誓
な
り
」
と
高
唱
す
る
。
二
世
紀
に
及
ぶ
米
英
の
ア
ジ
ア
支
配
は
、
理
不
尽
な
い
い
が
か
り
を
つ
け
な
が
ら
の
鉄
の
牙
と
爪
に
よ
る

あ
く
な
き
利
の
搾
取
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
東
亜
の
国
は
壊
滅
さ
せ
ら
れ
、
思
想
と
宗
教
で
骨
を
抜
か
れ
た
と
訴
え
る
。
米
英
の
牙

と
爪
を
撃
破
す
る
こ
と
が
誓
わ
れ
て
い
た
。

　

敵
米
英
を
登
場
さ
せ
る
前
田
、
三
好
、
深
尾
の
作
品
と
異
な
り
、
こ
の
高
村
の
愛
国
詩
の
よ
う
に
敵
と
し
て
の
米
英
を
名
指
し
せ

ず
に
敵
愾
心
を
掻
き
立
て
る
作
品
は
多
く
創
作
さ
れ
た
。
角
田
の
「
正
義
の
前
に
の
た
う
つ
も
の
は
敵
だ
！
我
の
正
し
い
眼
に
彼
の

貪
婪
な
煙
幕
は
／
も
は
や
無
駄
だ
！
（
中
略
）
敵
機
の
忽
ち
も
ん
ど
り
打
つ
の
を
！
／
海
を
見
よ
！
／
敵
艦
の
矢
庭
に
藻
屑
と
な
る

も
の
を
！）（（0
（

」
と
絶
叫
す
る
作
品
も
、
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
敵
は
「
貪
婪
な
煙
幕
」
を
張
る
が
、
日
本
軍
の
攻
撃
の
前
に
、「
の
た

う
ち
」、「
も
ん
ど
り
う
っ
て
」、
海
の
藻
屑
に
消
え
る
と
煽
情
的
に
描
写
す
る
が
、
米
英
へ
の
名
指
し
は
回
避
さ
れ
て
い
る
。
尾
崎

は
「
譎き
っ
き詐

謀
を
め
ぐ
ら
し
て
狂
奔
す
る
の
は
誰
か
。
暴
慢
力
を
憑た
の

ん
で
恫ど
う
か
つ喝

を
弄
す
る
は
誰
か
。
深
海
底
の
地
殻
の
憤
激
、
山さ
ん
て
ん巓

の

雪
に
う
づ
も
れ
た
沸
々
の
烈
火
、
洋う
み

は
太
平
で
も
大
日
本
は
火
の
國
だ
。」
と
書
い
て
い
る）（（0
（

。「
譎
詐
謀
を
め
ぐ
ら
し
て
狂
奔
す
る
の

は
」「
暴
慢
力
を
憑
ん
で
恫
喝
を
弄
す
る
の
は
」、「
誰
か
」
と
問
い
か
け
る
作
品
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
中
で
米
英
で
あ
る
こ
と
は

自
明
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
真
珠
湾
攻
撃
を
契
機
に
開
始
さ
れ
た
日
米
戦
争
の
目
的
は
、
西
欧
列
強
に
よ
る
苛
烈
な
ア
ジ
ア
支
配
を
打
破
し
、
そ

の
支
配
か
ら
ア
ジ
ア
を
解
放
し
救
済
す
る
こ
と
に
あ
り
、
日
本
は
そ
の
使
命
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
主

張
は
詩
作
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
打
倒
す
べ
き
ア
ジ
ア
支
配
者
で
あ
っ
た
西
欧
列
強
に
批
判
の
鉾
先
を
向
け
、
そ
の
非
道

ぶ
り
は
種
々
の
文
言
で
繰
り
返
し
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
も
米
英
へ
の
名
指
し
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
敵
米

英
に
直
接
言
及
せ
ず
、
亜
細
亜
の
歴
史
を
繙
き
な
が
ら
そ
の
非
道
を
印
象
づ
け
る
典
型
的
作
品
を
創
作
し
た
の
は
、
神
保
光
太
郎
で

あ
っ
た）（（0
（

。「
亞
細
亞
！
／
愛
す
る
亞
細
亞
！
／
亞
細
亞
は
今
起
つ
！
」
を
繰
り
返
す
中
に
、
異
な
る
三
行
を
挟
み
込
む
。
そ
れ
が
八

連
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
作
品
の
中
で
「
亞
細
亞
！
／
愛
す
る
亞
細
亞
！
／
亞
細
亞
は
今
起

つ
！
」
は
、
一
六
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
挟
ま
れ
る
三
行
に
は
、「
し
い
た
げ
ら
れ　

鞭
う
た
れ
／
し
ぼ
り
と
ら
れ
／
傷
だ
ら
け

に
な
つ
た
亞
細
亞
」、「
亞
細
亞
の
宿
命
と
は
何
か
！
／
は
ぎ
と
ら
れ　

は
づ
か
し
め
ら
れ
／
な
ほ
岩
の
如
く
動
か
ざ
り
し
亞
細

亞
！
」、「
亞
細
亞
を
裏
切
る
も
の
は
誰
ぞ
！
／
亞
細
亞
に
歯
向
ふ
も
の
は
誰
ぞ
！
／
討
つ
べ
し
！
彼
ら
！
亞
細
亞
の
敵
！
」、「
亞
細

亞
は
未
だ
滅
び
ず
／
聖
な
る
亞
細
亞
を
猿ま
し
らの

跳
梁
よ
り
救
ふ
も
の
／
あ
ゝ
亞
細
亞
の
日
本
」
と
、
煽
情
的
な
文
言
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

亞
細
亞
を
救
う
の
は
日
本
で
あ
る
こ
と
が
最
後
に
強
調
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
に
は
虐
待
さ
れ
て
き
た
亞
細
亞
の
歴
史
が
繰
り
返
し
語

ら
れ
て
い
た
。
虐
待
の
主
に
つ
い
て
の
言
及
は
一
切
な
い
が
、
同
時
代
の
中
で
読
め
ば
、
西
欧
列
強
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、

「
猿ま
し
らの

跳
梁
」
と
の
文
言
も
使
い
、
結
果
と
し
て
米
英
へ
の
憎
悪
が
掻
き
立
て
ら
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

　

以
上
は
、
日
米
開
戦
の
緒
戦
、
真
珠
湾
攻
撃
の
成
功
に
歓
喜
す
る
中
で
創
作
さ
れ
た
作
品
が
多
い
が
、
そ
の
後
の
日
本
軍
の
快
進

撃
に
従
い
、
創
作
さ
れ
た
詩
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
日
本
軍
が
陥
落
、
占
領
し
た
具
体
的
な
戦
局
に
連
関
し
た
詩
の
た
め
か
、
以
下
、

紹
介
す
る
よ
う
に
敵
で
あ
る
米
英
を
名
指
し
し
な
が
ら
敵
愾
心
の
昂
揚
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

真
珠
湾
攻
撃
を
成
功
さ
せ
た
日
本
軍
は
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
末
に
は
香
港
の
英
国
を
降
伏
さ
せ
占
領
す
る
。
こ
の
香
港
占
領
を

受
け
、
西
條
八
十
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る）（（0
（

。
冒
頭
「
ビ
ク
ト
リ
ア
・
ピ
ー
ク
に
攀の
ぼ

り
て
、
／
早
春
、
す
み
れ
を
摘
み
し
こ
と
あ
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り
き
、
／
そ
の
花
、
う
つ
く
し
き
紫
な
り
し
か
ど
、
／
根
よ
り
、
茎
よ
り
、
悲
憤
の
赤
き
血
は
流
れ
ぬ
。」
と
、
香
港
の
地
に
悲
憤

の
情
を
垣
間
見
た
過
去
の
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
、
続
け
て
「
英
人
ら
の
山
荘
へ
と
、
重
き
轎か
ご

に
な
ふ
／
苦ク
ー
リ
ー力
の
裸あ
ら
はな
る
背せ
な

に
は
、
白

日
の
も
と
、
三み
ぢ
す條
四よ
す
ぢ條
、
な
ま
な
ま
し
き
鞭
の
痕あ
と

あ
り
き
。
百
年
の
悪
夢
、
い
ま
覚
め
て
／
あ
ゝ
、
香
港
全
島
を
埋
む
る
日
章

旗
！
」
と
紡
ぐ
。
香
港
で
、
苦
力
の
背
中
に
英
国
人
に
鞭
打
た
れ
た
跡
を
見
た
こ
と
を
前
提
に
書
か
れ
た
西
條
の
作
品
で
あ
る
。
日

本
軍
の
香
港
占
領
に
よ
り
全
島
に
日
章
旗
が
翻
り
、
彼
等
苦
力
も
百
年
の
悪
夢
か
ら
覚
め
る
こ
と
な
る
、
と
喝
采
し
て
い
た
。

　

翌
一
七
年
一
月
、
日
本
軍
は
、
新
年
早
々
に
マ
ニ
ラ
を
占
領
す
る
が
、
野
口
米
次
郎
は
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。「
陰
謀
の
牙

城
崩
る
、
マ
ニ
ラ
陥
つ
、
／
長
き
脅
威
の
日
終
れ
り
、
／
鐘
を
打
ち
、
永
へ
に
侮
辱
と
圧
迫
を
葬
ら
し
め
よ
。
／
八
十
年
の
隠
忍
自

重
、
我
等
誇
る
に
あ
ら
ず
、
／
蹶
起
一
番
、
彼
等
の
野
望
を
絶
ち
、
／
敵
性
行
為
遂
に
封
じ
ら
れ
た
り
…
…
／
見
よ
、
三
番
目
の
血

祭
り
、
マ
ニ
ラ
落
つ
！
／
我
等
高
ら
か
に
天
業
を
構
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
／
國
挙
る
総
進
撃
、
南
へ
南
へ
と
開
始
せ
ら
れ
た
り
、
／

今
や
天
下
の
公
道
よ
り　

傲
慢
無
礼
を
駆
逐
す
る
時
來
れ
り
。
／
（
中
略
）
／
汝
死
せ
る
マ
ニ
ラ
、
阿
諛
と
恫
喝
に
弄
ば
れ
た
り
！

／
米
國
の
玩
具
！
／
汝
憐
れ
む
べ
き
生
贄
／
富
と
策
謀
に
身
を
亡
ぼ
せ
り）（（0
（

。」
と
叫
ん
で
い
た
。
マ
ニ
ラ
占
領
は
、「
真
珠
湾
」「
香

港
」
に
続
く
、
三
番
目
の
「
血
祭
り
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
「
血
祭
り
」
の
文
言
に
は
、
野
蛮
に
流
れ
る
精
神
を
読
み
解
く
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
米
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
支
配
を
「
陰
謀
の
牙
城
」「
長
き
脅
威
」「
侮
辱
と
圧
迫
」「
彼
等
の
野
望
」

「
敵
性
行
為
」「
傲
慢
無
礼
」
と
形
容
す
る
。
さ
ら
に
、
マ
ニ
ラ
を
玩
具
の
よ
う
に
弄
ん
で
き
た
と
米
国
を
名
指
し
し
な
が
ら
、
富
と

策
謀
に
溺
れ
た
マ
ニ
ラ
は
、
米
国
の
阿
諛
と
恫
喝
に
弄
ば
れ
、
憐
れ
む
べ
き
生
贄
と
な
り
身
を
亡
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
後

段
に
お
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
、
解
放
を
叫
び
隣
人
で
あ
る
日
本
に
力
を
乞
う
な
ら
独
立
の
夢
は
叶
う
と
も
詠
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
日
本
の
優
越
的
地
位
を
漂
わ
せ
な
が
ら
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
使
命
の
喧
伝
で
あ
っ
た
。

　

真
珠
湾
攻
撃
と
並
行
し
て
マ
レ
ー
半
島
に
進
撃
し
た
日
本
軍
は
、
昭
和
一
七
年
二
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
陥
落
さ
せ
る
。
大
英
帝

国
が
誇
る
ア
ジ
ア
要
衝
の
地
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
つ
い
て
は
、
真
珠
湾
攻
撃
同
様
、
国
内
に
歓
喜
を
生
む
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
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ル
陥
落
に
つ
い
て
は
、
高
村
光
太
郎
、
野
口
米
次
郎
、
佐
藤
春
夫
の
作
品
が
、
い
ず
れ
も
第
一
部
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
日
本
放
送

協
会
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
を
め
ぐ
り
、
第
一
次
戦
捷
祝
賀
日
（
二
月
十
八
日
）
と
し
て
、
全
番
組
を
挙
げ
て
祝
賀
記
念
番
組
を

特
輯
し
て
い
た）（01
（

。
同
協
会
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
を
め
ぐ
る
作
品
を
「
愛
国
詩
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
朗
読
す
る
た
め
、
三
詩
人
に
委

嘱
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、
撃
滅
さ
れ
る
べ
き
英
国
に
つ
い
て
の
形
容
を
確
認
し
て
み
た
い
が
、
高
村
は
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
落
ち
た
／
残
虐
の
世
界

制
覇
者
を
つ
ひ
に
破
つ
た
。
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
落
ち
た
。
／
傲
慢
な
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
を
つ
ひ
に
駆
逐
し
た）（0（
（

。」
と
書
く
。

英
国
は
、「
残
虐
の
世
界
制
覇
者
」、「
傲
慢
な
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
」
と
形
容
さ
れ
、
同
国
へ
の
憎
悪
が
掻
き
立
て
ら
れ
る
。

　

野
口
は
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
要
塞
四
平
方
哩
を
蔽
ふ
、
／
セ
メ
ン
ト
百
萬
噸
の
大
集
積
、
／
汝
亞
細
亞
の
億
兆
資
財
を
虚
栄
と
威
嚇

に
濫
用
せ
り
、
／
汝
狡
智
を
総
動
員
し
て
西
太
平
洋
に
嘯
い
た
り
。
／
平
和
と
正
義
を
無
視
す
る
も
の
、
我
等
の
亞
細
亞
を
奴
隷
視

す
る
も
の
、
／
今
日
本
の
天
誅
、
よ
く
汝
偽
善
者
の
假
面
を
剝
ぐ
、
／
我
等
共
存
共
栄
の
時
、
今
日
を
期
し
て
始
ま
る
。
／
汝
英
米

の
掠
奪
者
、
不
倫
の
凡
て
を
捨
て
、
／
百
年
の
罪
科
を
謝
し
て
身
を
清
め
る
時
だ）（00
（

。」
と
、
詠
じ
て
い
た
。
敵
米
英
を
「
汝
」
と
表

現
し
な
が
ら
、「
偽
善
者
」、「
掠
奪
者
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
亞
細
亞
の
資
財
を
虚
栄
と
威
嚇
に
濫
用
し
、
狡
智
を
駆
使
し
西
太

平
洋
で
嘯
き
、
平
和
と
正
義
を
無
視
し
ア
ジ
ア
を
奴
隷
視
し
て
き
た
。
そ
の
英
国
に
日
本
は
天
誅
を
下
し
そ
の
仮
面
を
は
ぐ
。
英
国

は
、
不
倫
の
凡
て
を
捨
て
、
ア
ジ
ア
支
配
百
年
の
罪
科
を
謝
罪
し
身
を
清
め
る
べ
き
と
説
い
て
い
た
。

　

佐
藤
春
夫
の
作
品
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
先
立
ち
、
同
地
へ
向
け
進
撃
す
る
日
本
軍
を
詠
っ
て
い
る
。
英
国
を
名
指
し
こ
そ

し
な
い
も
の
の
、
煽
情
的
な
文
言
を
多
用
し
て
敵
愾
心
を
煽
る
作
品
で
あ
り）（00
（

、
そ
の
一
節
を
紹
介
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。「（
前

略
）
南
へ
南
へ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
／
目
標
を
目
ざ
し
て
刻
々
に
迫
り
行
く
。
／
海
賊
の
子
孫
ど
も
の
商あ
き
う
ど人
が
／
こ
こ
に
植
ゑ
付
け
た

不
正
の
密
林
地
帯
を
／
今
、
ま
ご
こ
ろ
の
大
鎌
で
拓ひ
ら

く
の
だ
。
／
理い
は
れ由

も
な
く
つ
な
が
れ
た
足あ
し
か
せ枷

や
手て
か
せ枷

の
重
い
鎖
は
／
み
な
づ
た

づ
た
に
切
り
ほ
ぐ
し
解
き
放
つ
／
奴
等
の
建
て
た
街
も
文
化
も
組
織
も
制
度
も
／
み
ん
な
偽
善
だ
、
白
く
塗
ら
れ
た
墓は
か

原は
ら

だ
。
／
潔
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癖
な
我
等
は
巧
み
な
偽
と
／
見
か
け
倒
し
の
ご
ま
か
し
と
を
ま
つ
と
う
に
悪に
く

み
／
我
等
の
軍い
く
さ
ぐ
つ靴
に
蹴
ち
ら
か
し
、
ふ
み
に
じ
り
、

ふ
み
し
だ
く
／
ゴ
ム
園
の
草
木
も
伏
し
な
び
け
／
奴
等
の
手
に
な
つ
た
舗
装
道
路
も
橋
梁
も
砕
け
よ
／
逃
げ
る
序つ
い
での
手
つ
だ
ひ
仕
事

に
み
な
ぶ
ち
こ
ろ
し
て
行
く
が
よ
い
。
／
う
そ
つ
き
の
か
ら
威
張
の
卑
怯
も
の
ど
も
よ
。
／
紳
士
面
の
け
ち
な
無ご
ろ
つ
き

頼
漢
ど
も
よ
。
／

正
義
の
は
や
て
だ
。
ま
ご
こ
ろ
の
い
く
さ
だ
。
／
我
等
は
奴
等
の
す
べ
て
を
許
さ
ぬ
／
し
か
し
な
が
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
鰐わ
に

よ
／　

毒ど
く
へ
び蛇

よ
怪け
て
う鳥

よ
猩
々
よ
、
心
静
か
に
聞
け
／
我
等
は
汝
等
も
怖
れ
な
い
、
ま
た
憚
ら
な
い
。
／
故
に
汝
等
を
徒
ら
に
傷
け
ぬ
。
／
お

れ
た
ち
鐵
牛
は
魔
物
で
は
な
い
／
正
義
の
戰
だ
、
光
の
嵐
だ
。
ま
ご
こ
ろ
の
大
鎌
だ
。
／
無
用
な
残
虐
は
見
よ
、
我
々
の
み
旗
が
許

さ
な
い
。
／
草
を
も
木
の
根
を
も
岩
か
ど
を
も
い
と
ほ
し
む
我
等
。
東
方
の
み
や
び
た
國
人
が
今
、
す
め
ら
あ
じ
あ
を
つ
く
る
の
だ
。

（
中
略
）
そ
の
建
設
の
地
な
ら
し
だ
／
迷
惑
だ
ら
う
が
ほ
ん
の
一
時
、
／
毒
の
あ
る
の
も
猛
々
し
い
の
も
／
一
ま
づ
逃
げ
て
居
つ
て

く
れ
、
／
今
は
急
ぐ
の
だ
進し
ん
げ
き撃

だ
疾し
つ
ぷ
う風

だ
／
南
へ
南
へ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
／
悪
の
密
林
の
そ
の
大
根
を
根
絶
や
し
に
／
進
撃
の
一
ケ

月
。
た
だ
ひ
た
押
し
に
／
半
島
を
た
ち
わ
つ
て
長
駆
五
百
キ
ロ
／
南
へ
南
へ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
。」
と
書
い
て
い
た
。

　

佐
藤
は
、
名
指
し
す
る
こ
と
は
避
け
な
が
ら
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
含
め
マ
レ
ー
を
支
配
し
た
英
国
人
を
、「
海
賊
の
子
孫
ど
も

の
商あ
き
う
ど人

」、「
奴
等
」、「
う
そ
つ
き
の
か
ら
威
張
の
卑
怯
も
の
ど
も
」、「
紳
士
面
の
け
ち
な
無ご
ろ
つ
き

頼
漢
ど
も
」
と
、
表
現
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け
進
軍
す
る
中
で
目
撃
す
る
英
国
領
マ
レ
ー
は
、「
不
正
の
密
林
地
帯
」「
惡
の
密
林
」、「
足
枷
や
手
枷

の
重
い
鎖
」、「
街
も
文
化
も
組
織
も
制
度
も
み
ん
な
偽
善
」、「
白
く
塗
ら
れ
た
墓
原
」、「
見
か
け
倒
し
の
ご
ま
か
し
」
と
、
邪
悪
と

偽
善
が
支
配
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
敵
と
な
っ
た
英
国
及
び
英
国
人
と
、
彼
等
の
ア
ジ
ア
支
配
を
、
煽
情
的
文
言
に
よ
り
畳
み
か
け
糾
弾
し
て
い
た
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
詩
を
、
日
米
戦
争
の
緒
戦
の
段
階
、
す
な
わ
ち
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
に
先
立
つ
一
年
近
く
前
か
ら

書
く
佐
藤
は
、
同
時
代
の
中
で
も
先
鋭
的
な
異
色
の
詩
人
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
煽

情
的
な
作
品
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
と
い
う
開
か
れ
た
公
共
空
間
に
流
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
あ
る
い
は
放
送
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
書
か
れ
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て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
日
米
開
戦
以
降
、
戦
意
昂
揚
を
図
る
「
愛
国
詩
」
と
し
て
放
送
に
乗
っ
た
作
品
の
中
、
敵
愾
心
を
掻
き
立
て
る
煽
情
度
の

高
い
と
見
な
さ
れ
る
作
品
を
紹
介
し
た
。
日
米
開
戦
は
、
戦
う
敵
が
米
英
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
詩
の
動
員
を
通
じ
た
戦
意

昂
揚
が
図
ら
れ
、
詩
人
も
そ
れ
に
応
え
る
作
品
を
創
作
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　

日
米
開
戦
後
、
ラ
ジ
オ
の
「
愛
国
詩
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
朗
読
さ
れ
た
詩
に
は
右
に
紹
介
し
た
よ
う
な
煽
情
的
作
品
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
た
が
、
他
方
、
そ
う
し
た
作
品
が
全
て
を
占
め
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
、
同
時
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
敵
愾
心
を
助
長
す
る
作
品
で
も
、
敢
え
て
敵
米
英
を
名
指
し
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
傾
向
が
垣
間
見
え
た
。
さ
ら
に
、

野
口
や
佐
藤
の
作
品
に
見
え
る
よ
う
な
、
敵
米
英
へ
の
憎
悪
を
掻
き
立
て
る
た
め
、
多
く
の
字
数
を
使
い
、
戦
う
相
手
を
殊
更
貶
め

る
た
め
の
文
言
を
多
用
す
る
作
品
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
「
鬼
畜
米
英
」
の
よ
う
に
、
米
英
を
人
種
偏
見
に
満
ち

た
「
鬼
畜
」
と
形
容
し
な
が
ら
、
そ
の
打
倒
を
煽
情
的
に
訴
え
る
作
品
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日
米
開
戦
後
、
大
敵
米

英
を
相
手
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
一
方
で
戦
意
昂
揚
が
目
指
さ
れ
煽
情
度
の
高
い
詩
が
創
作
さ
れ
た
も
の
の
、
他
方
に
お
い

て
、
一
定
の
抑
制
は
か
け
ら
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
。
あ
る
い
は
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
の
中
で
は
、
敵
を
明
確
化
し
な
が
ら
戦
闘

を
主
題
に
据
え
、
敵
へ
の
憎
悪
を
殊
更
掻
き
立
て
る
作
品
を
生
み
出
す
精
神
的
土
壌
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
米
開
戦
後
、
内
務
省
の
湯
浅
倉
平
次
官
は
次
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
敵
国
内
で
日
本
人
が
不

当
な
扱
い
受
け
て
い
る
と
の
報
道
に
接
し
て
も
、
国
内
の
敵
国
人
に
対
し
報
復
的
な
行
動
は
し
な
い
国
民
的
矜
持
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
訴
え
て
い
た
。
ま
た
、
た
と
え
敵
性
国
の
国
民
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
善
良
で
平
和
的
な
人
な
ら
懇
切
と
礼
譲
を
も
っ
て
接
し
、

日
常
の
生
活
の
中
で
は
、
隣
保
友
好
で
あ
る
べ
き
と
も
談
じ
て
い
た）（00
（

。
こ
う
し
た
統
治
者
の
方
針
も
あ
り
、
日
米
開
戦
後
、
戦
意
昂

揚
が
一
方
に
お
い
て
図
ら
れ
な
が
ら
も
、
他
方
に
お
い
て
、
敵
愾
心
を
掻
き
立
て
る
た
め
、
敵
国
及
び
敵
国
人
を
過
度
に
蔑
み
、
人

種
偏
見
を
助
長
す
る
よ
う
な
文
言
を
詩
歌
に
乗
せ
て
創
作
す
る
こ
と
は
自
制
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
次
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章
で
紹
介
す
る
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
は
、
こ
う
し
た
侮
蔑
と
人
種
偏
見
に
満
ち
た
文
言
を
詩
歌
に
活
用
す
る
、
あ
る
い
は

多
用
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
を
解
除
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
詩
歌
に
限
ら
ず
、
そ
れ
を
推
奨
す
る
精
神
的
空
間
が
日
本
国
内
に
開
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う）（00
（

。

第
四
章　
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
始
動
と
朝
日
新
聞

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
は
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
三
月
一
〇
日
陸
軍
記
念
日
を
期
し
て

企
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
記
念
日
の
当
日
の
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
は
、「
決
戰
下
の
陸
軍
記
念
日
を
迎
ふ
」
と
の
見
出
し
の
下
、
歌
人

の
植
松
寿
樹
と
俳
人
の
長
谷
川
素
逝
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
。
以
下
、
二
作
者
の
来
歴
と
と
も
に
作
品
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
植

松
は
、
日
本
文
学
報
国
会
の
短
歌
部
会
の
参
事
（
二
六
名
）
の
一
人
で
あ
り）（00
（

、
昭
和
一
四
年
に
歌
集
『
枯
山
水
』
を）（00
（

、
翌
一
五
年
に

は
、
随
筆
を
所
収
し
た
『
稗
畑）（00
（

』
を
公
刊
し
て
い
る
。『
稗
畑
』
は
、
非
政
治
的
な
日
常
や
自
然
を
主
に
論
じ）（00
（

、『
枯
山
水
』
も
、
後

述
す
る
よ
う
に
時
局
に
関
連
し
た
作
品
は
掲
載
さ
れ
る
も
の
の
、
総
じ
て
非
戦
時
を
題
材
に
し
た
作
品
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

長
谷
川
は
、
日
本
文
学
報
国
会
の
俳
句
部
会
の
会
員
で
は
あ
っ
た
が
、
役
職
に
は
就
い
て
い
な
か
っ
た）（01
（

。
既
述
の
よ
う
に
日
中
戦

争
勃
発
直
後
、
戦
争
句
の
傑
作
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
山
口
誓
子
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
俳
句
が
実
際
に
創
作
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
そ
の
殆
ど
が
駄
作
で
あ
る
と
嘆
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
長
谷
川
だ
け
は
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
と
評
し
、

嘱
目
す
る
作
家
と
し
て
紹
介
し
て
い
る）（0（
（

。
誓
子
は
「
支
那
事
変
三
千
句
」
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
際
、「
戦
闘
俳
句
」
と
「
そ
れ
以
外

の
戦
時
俳
句
」
に
大
別
し
て
い
た
が
、
各
々
代
表
す
る
俳
句
を
紹
介
す
る
際
、
ど
ち
ら
の
冒
頭
に
も
長
谷
川
の
作
品
を
置
い
て
い
た）（00
（

。

誓
子
の
長
谷
川
へ
の
評
価
は
、
そ
の
後
も
変
わ
ら
ず
、
戦
争
と
俳
句
と
の
関
係
を
論
じ
た
際
に
も
「
今
次
支
那
事
變
に
出
征
し
た
作

家
長
谷
川
素
逝
氏
の
句
集
『
砲
車
』
か
ら
」
と
し）（00
（

、
彼
が
戦
地
で
詠
ん
だ
七
句
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
万
葉
集
の
歌
に
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拠
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
解
説
し
な
が
ら
「
素
逝
氏
も
ま
た
大
君
の
醜
の
御
盾
と
し
て
、
皓
々
た
る
月
下
に
、
し
か
も
直ひ
た
つ
ち土

の
上

に
横
た
は
つ
た
の
で
あ
つ
た
」、「
上
代
防
人
の
精
神
を
そ
の
精
神
と
し
、
戰
場
に
露
営
の
夢
を
結
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。」
と
好
意
的

に
紹
介
し
て
い
た）（00
（

。
同
じ
く
誓
子
が
満
州
で
小
学
校
教
員
を
対
象
と
す
る
講
習
会
の
依
頼
を
受
け
た
際
、
先
方
が
希
望
す
る
講
演
内

容
の
中
で
、
事
変
俳
句
に
つ
い
て
の
感
想
を
聴
か
せ
て
欲
し
い
、「
長
谷
川
素
逝
氏
の
作
品
は
感
銘
深
く
読
ん
で
を
り
ま
す
が
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
も
い
た）（00
（

。

　

富
安
風
生
も
、
前
線
が
生
ん
だ
数
限
り
な
い
文
学
の
中
で
、
長
谷
川
の
『
砲
車
』
ほ
ど
優
れ
た
も
の
は
な
く
、
戦
争
文
学
中
上
乗

の
一
つ
で
あ
る
が
、
散
文
文
学
の
『
麥
と
兵
隊
』
ほ
ど
に
世
間
に
謳
わ
れ
な
い
の
は
、
俳
句
と
い
う
文
学
が
一
般
向
き
で
な
い
た
め
、

俳
句
集
で
あ
る
た
め
損
を
し
て
い
る
と
、
嘆
じ
て
い
た
。
長
谷
川
の
句
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
調
子
は
高
朗
で
、
雄
渾
の
氣
魄
迫
に

み
ち
み
ち
た
、
幾
多
の
名
吟
と
な
つ
て
現
れ
た
。『
砲
車
』
を
今
日
、
衆
目
膽
仰
す
る
前
線
俳
句
の
最
高
峰
と
す
る
こ
と
に
、
何
人

も
異
存
が
な
い）（00
（

。」
と
絶
賛
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
言
及
か
ら
も
同
時
代
の
中
で
、
長
谷
川
は
秀
逸
な
事
変
句
を
詠
み
、
俳
壇
の
中
の
先
陣
と
一
般
に
も
認
知
さ
れ
評
価
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
陸
軍
記
念
日
」
当
日
の
朝
刊
に
『
朝
日
』
が
掲
載
し
た
、
植
松
寿
樹
の
「
捷
ち
し
力
漲
ら
ふ
」、
長
谷
川
素
逝
の
「
三
月
十
日
」

と
題
す
る
作
品
は
左
の
通
り
で
あ
る）（00
（

。

植
松
寿
樹
「
捷
ち
し
力
漲
ら
ふ
」

　
「
今
日
は
こ
れ
三
月
十
日
常
ゆ
け
に
代
々
木
の
空
を
拝
し
た
て
ま
つ
る
／
奉
天
に
捷
ち
し
力
満
ち
に
満
ち
今
日
に
及
び
て
い
や
漲
ら
ふ
／

奉
天
に
捷
ち
し
其
の
日
た
ゆ
み
な
く
今
日
の
戰
ひ
に
備
へ
し
皇カ

軍
／
米
英
を
屠ほ
ふ

り
果
て
ず
ば
と
こ
し
へ
に
天
日
凍
て
て
循
り
や
む
べ
し
／
米

や
英
や
鬼
畜
の
や
か
ら
跡
絶
え
し
／
さ
や
け
き
世
界
を
裔
の
子
等
よ
見
よ
」



（（

日米開戦後における詩歌の動員と競合

長
谷
川
素
逝
「
三
月
十
日
」

　
「
み
い
く
さ
は
海
こ
え
海
こ
え
地
は
草
萌
え
／
照
れ
る
日
の
を
の
こ
業
す
と
冴
え
か
へ
る
／
身
に
余
寒
か
た
き
の
い
の
ち
あ
ま
す
な
し
／

春
光
微
塵
わ
れ
ら
も
身
も
て
創
る
歴
史
／
國
は
い
ま
四
万
の
木
の
芽
の
き
ざ
す
中
」

　

右
の
二
篇
と
も
皇
軍
の
勇
姿
と
皇
国
悠
久
の
歴
史
を
詠
ん
で
い
る
。
長
谷
川
の
句
は
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
の
中
、
敵

愾
心
昂
揚
の
た
め
常
用
さ
れ
た
文
言
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
身
を
引
き
締
め
、
死
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
戦
に
向
か
う
覚
悟
を
迫

る
効
果
は
あ
っ
て
も
、
該
運
動
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
敵
愾
心
昂
揚
を
図
る
効
果
が
ど
こ
ま
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う）（00
（

。

　

植
松
の
作
品
は
長
谷
川
の
そ
れ
と
異
な
り
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
を
体
現
し
て
い
た
。
冒
頭
、
半
年
後
に
学
徒
出
陣
の

壮
行
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
も
有
名
に
な
る
陸
軍
練
兵
場
の
あ
っ
た
「
代
々
木
」
の
空
を
想
起
さ
せ
、
続
い
て
「
奉
天
」
の
地
名

で
陸
軍
記
念
日
が
設
定
さ
れ
た
日
露
戦
争
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
日
露
戦
争
と
大
東
亜
戦
争
を
連
関
さ
せ
、
前
者
の
延
長
線
上
に
後
者

を
位
置
付
け
て
い
る
。
因
み
に
、
前
出
の
植
松
の
歌
集
『
枯
山
水
』
は
、
後
半
に
な
る
に
従
い
、
灯
火
管
制
、
応
召
、
出
征
と
そ
の

見
送
り
、
戦
地
の
兵
士
、
慰
問
袋
、
帰
還
兵
、
負
傷
兵
、
大
陸
や
ノ
モ
ン
ハ
ン
哈は

る

は
爾
哈
で
の
戦
い
、
さ
ら
に
は
天
津
租
界
封
鎖
事
件

を
め
ぐ
り
高
揚
し
た
反
英
気
運
を
扱
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
日
英
紛
争
な
ど）（00
（

、
政
治
や
戦
時
関
連
の
作
品
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、「
銃
剣
を
敵
の
背
中
ま
で
貫
き
て
引
き
抜
き
が
た
く
な
り
に
け
り
と
か）（01
（

」
と
、
伝
聞
な
が
ら
も
戦
地
の
壮
絶
な
戦
闘
を
書
き
、

駅
頭
に
見
送
っ
た
教
え
子
が
戦
病
死
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
一
人
は
一
人
を
屠
る
べ
き
な
り
戦
い
な
り
惜
し
や
伊
東
病
に
斃
る）（0（
（

」
と

「
屠
る
」
の
文
言
を
使
い
無
念
の
想
い
を
表
出
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
例
外
的
で
あ
り
他
の
作
品
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
時

代
が
下
る
に
従
い
「
戦
時
歌
」
を
詠
む
よ
う
に
は
な
る
が
、
そ
の
先
陣
を
切
る
歌
人
で
は
な
く
、「
鬼
畜
」
や
「
屠
る
」
を
常
用
す

る
歌
人
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
植
松
は
、
右
作
品
の
後
段
に
お
い
て
、
敵
米
英
を
打
倒
す
る
こ
と
を
「
米
英
を
屠ほ
ふ
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り
」「
米
や
英
や
鬼
畜
の
や
か
ら
跡
絶
え
し
」
と
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
運
動

渦
中
に
常
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
屠
り
」「
鬼
畜
」「
や
か
ら
」
と
書
き
、
粗

野
で
人
種
偏
見
を
帯
び
た
文
言
を
活
用
し
、
時
局
の
要
請
に
応
え
る
作
品
を
創

作
し
寄
稿
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
屠
り
」
と
い
う
文
言
は
、「
屠
殺
」
の
熟
語
が
あ
る
よ
う
に
、

敵
を
人
間
以
下
の
動
物
と
見
做
す
語
感
を
持
ち
人
種
偏
見
を
帯
び
た
文
言
と
解

す
る
こ
と
も
で
き
た
が）（00
（

、
日
米
開
戦
直
後
に
喧
伝
さ
れ
た
「
屠
れ
0

0

！
米
・
英
、

我
等
の
敵
だ
！
（
傍
点
筆
者
）」
の
標
語
の
中
に
も
象
徴
的
に
登
場
す
る
。
例

え
ば
、
該
標
語
は
、
開
戦
直
後
の
大
政
翼
賛
会
の
機
関
誌
の
一
面
下
段
を
貫
き

横
書
き
で
大
書
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
（
図
1
）。
同
じ
号
の
二
面
の
右
方
に
は
縦

書
き
で
「
進
め
！
一
億　

火
の
玉
だ
！
」（
図
2
）、
三
面
左
方
に
は
「
こ
の
一

戰　

何
が
な
ん
で
も
や
り
抜
く
ぞ
」（
図
3
）
が
紙
面
を
貫
き
、
四
面
は
上
段

横
書
き
で
「
見
た
か
戰
果　

知
つ
た
か
底
力
」（
図
4
）
と
、
各
標
語
が
同
じ

よ
う
に
大
書
さ
れ
読
者
を
「
戦
い
」
へ
と
煽
動
し
て
い
た）（00
（

。
も
っ
と
も
、
標
語

の
効
果
に
つ
い
て
は
疑
念
も
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
標
語
は
、
紙

も
印
刷
工
も
不
足
の
中
、
悪
筆
で
書
か
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
印
刷
さ
れ
ビ
ラ

に
な
っ
て
電
車
内
、
そ
の
他
に
貼
り
出
さ
れ
た
た
め
、
心
あ
る
人
の
眉
を
ひ
そ

め
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
た
。
こ
こ
に
示
す
大
政
翼
賛
会
機
関
誌
に
掲

載
さ
れ
た
標
語
の
字
体
も
ぞ
ん
ざ
い

0

0

0

0

と
も
言
え
る
手
書
き
で
、
か
か
る
感
想
を

図 5
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彷
彿
と
さ
せ
る
。
さ
ら
に
標
語
「
屠
れ
米
英
、
我
等
の
敵
だ
」
の
文
言
も
低
調
拙
劣
と
難
じ
、
戦
線
に
立
た
ぬ
国
民
が
米
英
を
屠
る

に
は
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
英
米
崇
拝
の
遺
物
た
る
英
語
を
駆
逐
し
た
り
、
米
英
的
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
駆
逐
し
た
り
す
る
方
が
早
道
か

も
知
れ
ぬ
。
従
っ
て
、
も
っ
と
具
体
的
に
「
愛
せ
よ
國
語
、
使
ふ
な
英
語
」
と
で
も
や
れ
ば
ピ
ン
ト
来
る
だ
ろ
う
と
主
張
す
る
者
さ

え
い
た（（11
（

。

　
こ
の
よ
う
に
一
部
に
お
い
て
標
語
の
宣
伝
効
果
に
は
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
も
の
の
、
敵
打
倒
を
表
現
す
る
文
言
と
し
て
従
前

よ
り
用
い
ら
れ
て
き
た
、「
屠
れ
」「
屠
る
」
は
乱
用
さ
れ
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
前
後
、
敵
撃
滅
を
表
現
す
る
際
に
も
好
ん
で
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
室
生
は
、
戦
局
を
伝
え
る
当
時
の
新
聞
報
道
を
「
毎
朝
新
聞
の
大
き
な
活
字
が
ふ
え
る
、
躍
り
上
る
く
ら
ゐ

大
き
な
活
字
だ
、
活
字
は
燃
え
て
火
に
な
る
」
と（（14
（

形
容
し
て
い
た
が
、
読
者
を
煽
る
大
き
な
見
出
し
の
中
で
、
頻
繁
に
登
場
す
る
こ 

と
に
な
る
。
図
5
に
示
す
「
ソ
ロ
モ
ン
、
ラ
ビ
（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
で
海
鷲
廿
九
機
を
屠
る
」
は
そ
の
典
型
で
あ
る
が（（14
（

、
そ
れ
以 

外
に
も
「
在
支
敵
空
軍
の
蠢
動
を
完
封
　
八
十
四
機
を
屠
る
　
昨
年
九
月
以
降
　
我
航
空
部
隊
の
戰
果（（14
（

」、「
艦
船
百
八
十
一
隻
を
屠

る
　
飛
行
機
千
三
百
十
一
撃
破
　
総
合
戰
果（（14
（

」、「
レ
ン
ネ
ル
島
沖
・
雷
撃
機
の
奮
戰
　
忽
ち
屠
る
戰
巡
艦
　
敵
護
衛
機
、
徒
ら
に
狼

狽
（
（14
（

」、「
爪じ
ゃ
わ哇

上
陸
作
戰
武
勲
　
敵
艦
廿
二
隻
を
屠
る（（45
（

」
と
、
同
時
期
の
見
出
し
の
中
で
は
敵
打
倒
を
「
屠
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
が

常
用
化
さ
れ
て
い
た
。
陸
軍
記
念
日
当
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
朝
刊
に
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
を
飾
る
「
歌
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
た
作
品
の
中
に
、
人
種
偏
見
を
帯
び
た
「
鬼
畜
」
と
と
も
に
「
屠
る
」
の
文
言
が
登
場
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
端
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
況
報
道
だ
け
で
な
く
詩
歌
の
作
品
の
中
に
ま
で
、「
鬼
畜
」「
屠
る
」
の
文
言
が
活
用
さ
れ
、
目
立
つ
よ
う
に

な
る
の
は
、
該
運
動
の
特
徴
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
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結　

語

　

日
米
開
戦
後
一
周
年
を
期
し
大
政
翼
賛
会
文
化
部
が
発
起
し
た
「
軍
神
に
つ
づ
け
」
の
企
画
は
、
日
本
文
学
報
国
会
の
、
短
歌
、

俳
句
、
詩
の
各
部
会
に
加
え
て
、『
朝
日
』、『
讀
賣
』、『
毎
日
』
の
三
大
主
要
新
聞
の
協
賛
を
得
て
実
現
し
て
い
た
。
競
合
関
係
に

あ
る
主
要
三
大
紙
が
、
題
名
に
同
じ
標
語
「
軍
神
に
つ
づ
け
」
を
掲
げ
た
連
載
を
、「
短
歌
（
朝
日
）」、「
俳
句
（
讀
賣
）」、「
詩
（
毎

日
）」
と
各
々
分
担
し
、
同
日
に
開
始
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
新
聞
を
始
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
、
さ
ら
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、

詩
の
各
分
野
が
、
短
時
に
連
携
即
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
統
治
者
、
文
壇
、
メ
デ
ィ
ア
が
協
調
す
る
態
勢
は
、
後
に

続
く
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
に
も
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
詩
歌
の
戦
時
動
員
は
、
日
米
開
戦
ま
で
は
「
詩
」
で
は
な
く
、
歴
史
や
伝
統
を
有
す
る
「
短
歌
」
や
「
俳
句
」
が
先
陣

を
切
り
、「
短
歌
」
と
「
俳
句
」
と
の
間
で
は
、
字
数
（
十
七
音
）
や
季
語
の
制
限
か
ら
戦
時
を
詠
う
こ
と
に
お
い
て
「
短
歌
」
が

「
俳
句
」
よ
り
優
勢
で
あ
っ
た
。「
詩
」
は
、
後
塵
を
拝
す
る
位
置
に
い
た
が
、
日
米
開
戦
後
は
、「
短
歌
」
と
立
場
を
逆
転
さ
せ
一

躍
脚
光
を
浴
び
、
時
代
の
寵
児
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
時
局
に
即
応
す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
三
者
の
競
争
意
識
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
詩
を
時
代
の
寵
児
に
し
た
背
景
に
は
ラ
ジ
オ
放
送
が
あ
っ
た
。
戦
意
昂
揚
を
図
る
作
品
を
創
作
す
る
た
め

に
は
、
字
数
を
多
く
割
く
こ
と
が
で
き
る
詩
が
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
の
朗
読
が
追
い
風
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
日
米
開
戦
後
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
「
愛
国
詩
」
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
詩
人
が
時
局
の
求
め
る
詩
を
創
作
し
、
そ
の
作

品
が
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
流
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
証
左
で
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
放
送
に
短
歌
が
登
場
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
俳
句
の
出

番
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
新
聞
や
雑
誌
の
よ
う
に
「
活
字
」
で
は
な
く
、「
音
」
を
通
じ
て
の
伝
達
で
あ
る

た
め
、
朗
読
す
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
口
調
に
乗
せ
る
関
係
か
ら
、
情
緒
に
走
る
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
た
。
同
じ
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た

作
品
の
中
で
も
、
放
送
局
よ
り
直
接
委
嘱
を
受
け
創
作
さ
れ
た
詩
が
、
新
聞
や
雑
誌
の
依
頼
を
受
け
一
旦
は
活
字
化
さ
れ
た
詩
よ
り
、
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煽
情
度
の
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
情
緒
過
多
の
詩
が
好
ま
れ
た
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
、
放
送
さ
れ
た
作
品
が
敵
愾
心
を
殊
更
煽
る

作
品
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
同
時
に
確
認
で
き
た
。
そ
も
そ
も
本
稿
が
考
察
対
象
と
し
た
『
愛
國
詩
集
』
所
収
の
、
ラ
ジ
オ

放
送
で
朗
読
さ
れ
た
作
品
の
半
数
弱
に
は
、
敵
が
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
米
英
へ
の
名
指
し
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ

り
、
敵
を
殊
更
侮
蔑
し
、
あ
る
い
は
人
種
偏
見
を
帯
び
た
文
言
を
活
用
し
、
敵
愾
心
を
煽
る
作
品
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
軍
神
に
つ
づ
け
」
の
企
画
で
寄
せ
ら
れ
た
作
品
も
同
様
で
あ
っ
た
。「
鬼
畜
」
や
「
屠
る
」
の
文
言
は
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
人
種
偏
見
を
帯
び
た
文
言
が
常
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
運
動
を
契
機
と
し
て
い
た

こ
と
は
、
昭
和
一
八
年
三
月
一
〇
日
の
陸
軍
記
念
日
当
日
の
『
朝
日
』
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
短
歌
に
よ
り
象
徴
的
に
裏
付
け
る
こ
と

が
で
き
た
。「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
を
契
機
に
、
戦
況
報
道
だ
け
で
な
く
詩
歌
の
作
品
上
に
ま
で
、「
鬼
畜
」
や
「
屠
る
」
の

文
言
が
抵
抗
な
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
運
動
が
始
動
す
る
際
に
、『
朝
日
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
に
注
目
し
考
察
を
加
え
た
。「
軍
神

に
つ
づ
け
」
の
連
載
企
画
を
主
要
三
大
紙
が
短
時
に
採
用
し
て
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
詩
歌
の
世
界
同
様
、
新
聞
メ

デ
ィ
ア
の
中
で
も
時
局
に
即
応
す
る
こ
と
に
お
け
る
競
争
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。『
讀
賣
』
は
、
詩
歌
で
は

な
い
が
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
題
目
を
掲
げ
た
連
載
を
組
ん
で
い
た）（0（
（

。
そ
の
一
方
で
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
標
題
を
掲
げ
、
詩

歌
を
動
員
す
る
大
型
の
連
載
を
組
ん
だ
の
は
『
毎
日
』
で
あ
っ
た
。
既
述
の
通
り
「
軍
神
に
つ
づ
け
」
の
企
画
の
中
で
同
紙
は
、

「
詩
」
の
連
載
を
担
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
先
立
ち
大
東
亜
戦
争
一
周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
『
愛
國
百
人
一
首
』
編

纂
も
協
賛
し
て
い
た
。『
毎
日
』
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
詩
歌
の
動
員
に
積
極
的
に
参
与
し
た
新
聞
で
あ
り
、
主
要
三
大
新
聞
の
中

で
も
文
壇
と
の
距
離
は
最
も
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う）（00
（

。
そ
う
し
た
歴
史
を
有
す
る
同
紙
は
、「
撃
ち
て
し

止
ま
む
」
の
運
動
が
始
動
す
る
際
も
、
他
紙
に
比
し
大
型
の
連
載
を
組
む
こ
と
に
な
る
。
昭
和
一
八
年
二
月
二
四
日
よ
り
陸
軍
記
念
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日
の
三
日
後
の
三
月
一
三
日
ま
で
、
二
十
五
名
の
詩
歌
人
を
登
場
さ
せ
る
十
五
回
の
連
載
を
企
画
し
実
現
さ
せ
て
い
た
の
は
、
そ
の

証
左
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
二
十
五
名
の
文
人
を
掲
載
順
に
列
挙
す
る
と
、
佐
藤
春
夫
、
富
安
風
生
、
山
口
誓
子
、
水
原
秋
櫻
子
、

土
屋
文
明
、
齋
藤
瀏
、
川
路
柳
虹
、
北
川
象
一
、
室
生
犀
星
、
川
上
三
太
郎
、
前
田
雀
郎
、
田
邊
幻
樹
、
釋
迢
空
、
松
村
英
一
、
三

好
達
治
、
伊
東
静
雄
、
安
西
冬
衛
、
火
野
葦
平
、
高
濱
虚
子
、
高
村
光
太
郎
、
齋
藤
茂
吉
、
山
口
青
邨
、
青
木
月
斗
、
井
上
康
文
、

野
口
米
次
郎
、
の
名
前
が
並
ぶ
。
日
本
文
学
報
国
会
の
「
詩
」、「
短
歌
」、「
俳
句
」
を
始
め
と
す
る
部
会
の
役
員
を
中
心
に
、
各
分

野
の
著
名
な
文
人
が
起
用
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
連
載
に
寄
稿
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
の
考
察
、
各
作
者
の
戦
時
へ
の
向
き
合
い
方
、

対
処
の
仕
方
に
つ
い
て
の
比
較
検
証
は
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
1
）　

玉
井
清
「
日
米
戦
争
下
の
敵
愾
心
昂
揚
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
と
の
関
連
で
―
」（『
法
学
研
究
』、
第
九
二

巻
第
一
号
、
平
成
三
一
年
一
月
）。

（
2
）　

玉
井
清
「『
撃
ち
て
し
止
ま
む
』
の
始
動
」（『
法
学
研
究
』
第
九
二
巻
第
一
二
号
、
令
和
元
年
一
二
月
）。

（
（
）　

諸
橋
英
一
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
総
力
戦
政
策
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
）。

（
（
）　

日
本
文
学
報
国
会
は
、
日
米
開
戦
後
に
鳴
り
物
入
り
で
誕
生
し
、
種
々
の
企
画
を
主
催
、
協
賛
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
同
時
代
の

文
壇
の
戦
時
動
員
を
牽
引
す
る
強
力
な
組
織
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
発
足
当
初
の
迷
走
ぶ
り
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
文
壇
を
強
固

に
統
制
す
る
組
織
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
（
玉
井
清
「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
昭
和
戦
時

文
壇
の
統
合
を
め
ぐ
る
迷
走
に
つ
い
て
―
」、『
法
学
研
究
』
第
九
四
巻
第
九
号
、
令
和
三
年
九
月
）。

（
（
）　

筆
者
は
既
に
、
日
中
戦
争
勃
発
後
、
文
壇
の
統
合
と
動
員
が
図
ら
れ
る
中
、
か
か
る
時
局
の
風
圧
を
受
け
即
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

文
人
の
苦
悩
と
葛
藤
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
（
玉
井
清
「
昭
和
戦
時
文
壇
の
苦
悩
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
《
政
治
と
文
学
》
室
生

犀
星
の
観
察
と
葛
藤
を
手
掛
か
り
に
し
て
」『
法
学
研
究
』
第
九
三
巻
第
一
一
号
、
令
和
二
年
一
一
月
）。
本
稿
は
、
そ
の
続
編
と
し
て
日

米
開
戦
後
の
時
期
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
。

（
（
）　

同
右
。
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（
（
）　

日
米
開
戦
後
、
真
珠
湾
攻
撃
の
一
二
月
八
日
に
開
戦
の
詔
勅
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
月
八
日
は
、
大
詔
奉
戴
日
と
な
る
。

（
（
）　

大
政
翼
賛
会
文
化
部
編
『
軍
神
に
つ
づ
け
』（
編
輯　

大
政
翼
賛
会
文
化
部
、
発
行　

大
政
翼
賛
会
宣
伝
部
、
発
売　

翼
賛
図
書
刊

行
会
、
配
給　

日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
、
昭
和
十
八
年
二
月
十
日
、
定
価
金
二
〇
銭
、
五
萬
部
）。

（
（
）　

高
橋
「
は
し
が
き
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
一
―
二
頁
）。

（
10
）　

連
載
の
ス
タ
ー
ト
は
三
紙
と
も
一
一
月
二
七
日
と
統
一
さ
れ
て
い
た
が
、
回
数
と
「
終
」
の
期
日
は
、『
朝
日
』
が
七
回
で
一
二
月

一
一
日
、『
讀
賣
報
知
』
が
一
七
回
で
一
二
月
二
五
日
、『
毎
日
』
が
一
四
回
で
一
二
月
一
六
日
と
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
点
は

各
社
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
11
）　

い
ず
れ
の
部
門
も
、
冊
子
掲
載
に
際
し
て
は
、
紙
面
掲
載
日
で
は
な
く
、
あ
い
う
え
お
順
で
掲
載
し
て
い
る
。

（
12
）　

短
歌
を
分
担
し
た
『
朝
日
』
は
、「
軍
神
に
つ
づ
け
、
大
政
翼
賛
會
文
化
部
推
薦
」
と
題
し
、
昭
和
一
七
年
一
一
月
二
七
日
の
佐
佐

木
信
綱
、
同
二
八
日
の
土
屋
文
明
、
一
二
月
一
日
の
斎
藤
茂
吉
、
同
二
日
の
吉
植
庄
亮
と
齋
藤
瀏
、
同
四
日
の
川
田
順
と
窪
田
空
穂
、
同

一
〇
日
の
太
田
水
穂
と
逗
子
八
郎
、
同
一
一
日
の
松
村
英
一
と
半
田
良
平
、
と
朝
刊
に
七
回
に
わ
た
り
連
載
し
た
。
一
～
三
回
ま
で
佐
佐

木
、
土
屋
、
齋
藤
が
単
独
で
、
四
～
七
回
は
二
名
連
名
で
掲
載
し
て
い
る
。
短
歌
部
門
で
の
力
関
係
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
、

窪
田
の
作
品
に
は
、
初
出
の
新
聞
掲
載
に
際
し
て
は
無
題
で
あ
っ
た
が
、
冊
子
所
収
に
際
し
て
は
、
他
と
揃
え
る
た
め
連
載
の
表
題
「
軍

神
に
つ
づ
け
」
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
因
み
に
、
一
〇
日
の
逗
子
八
郎
は
、
情
報
局
第
五
部
第
三
課
で
、
文
壇
を
内
面
指
導
す
べ
く
奔
走

し
た
井
上
司
朗
の
号
で
あ
る
。
井
上
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
玉
井
「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
の
中
で
も
論
及
し
て

い
る
。

（
1（
）　

俳
句
を
分
担
し
た
『
讀
賣
』
も
、「
軍
神
に
つ
づ
け
、
大
政
翼
賛
會
文
化
部
推
薦
」
と
題
し
、
一
一
月
二
七
日
に
高
濱
虚
子
を
登
場

さ
せ
連
載
を
開
始
す
る
が
、
連
載
の
趣
旨
に
つ
い
て
冊
子
の
「
は
し
が
き
」
同
様
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。「
翼
賛
會
文
化
部
で

は
大
東
亞
戰
争
一
周
年
を
迎
へ
る
に
当
つ
て
一
段
と
國
民
の
士
気
昂
揚
を
図
る
た
め
日
本
文
學
報
國
會
に
委
嘱
し
て
『
軍
神
に
つ
ゞ
け
』

の
標
語
を
得
た
が
、
更
に
目
下
全
國
的
に
展
開
中
の
勤
皇
烈
士
護
國
先
覚
者
顕
彰
運
動
に
呼
応
し
て
俳
人
、
歌
人
、
詩
人
の
協
力
を
求
め

前
記
標
語
の
精
神
を
盛
つ
た
俳
句
、
短
歌
、
詩
を
得
た
の
で
本
紙
も
こ
れ
に
協
賛
、
そ
の
う
ち
俳
句
を
連
載
す
る
」
と
し
て
い
た
。
高
濱

に
続
き
、
一
一
月
二
八
日
の
荻
原
井
泉
水
、
一
二
月
一
日
の
水
原
秋
櫻
子
、
同
二
日
の
山
口
青
邨
、
同
三
日
の
富
安
風
生
、
同
四
日
の
長

谷
川
か
な
女
、
同
七
日
の
佐
藤
肋
骨
、
同
九
日
の
飯
田
蛇
笏
、
同
一
一
日
の
青
木
月
斗
、
同
一
二
日
の
伊
藤
松
宇
、
同
一
四
日
の
伊
東
月
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草
、
小
野
蕪
子
、
同
一
五
日
の
山
口
誓
子
、
同
一
六
日
の
中
塚
一
碧
樓
、
同
一
七
日
の
臼
田
亞
浪
、
同
一
八
日
の
渡
邉
水
邑
、
同
一
九
日

の
室
積
徂
春
、
同
二
五
日
の
大
谷
句
佛
、
松
根
東
洋
城
と
、
一
七
回
に
わ
た
り
連
載
し
た
。
短
歌
同
様
、
無
題
か
複
数
の
句
を
貫
く
詞
書

が
な
い
場
合
（
佐
藤
肋
骨
は
「
真
珠
湾
攻
撃
」
と
の
共
通
題
で
あ
っ
た
が
「
軍
神
に
つ
づ
け
」
と
の
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）
は
、「
軍

神
に
つ
づ
け
」
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

（
1（
）　

詩
を
分
担
し
た
『
毎
日
』
は
、「
軍
神
に
つ
づ
け
、
大
政
翼
賛
會
文
化
部
推
薦
」
と
題
し
、
一
一
月
二
七
日
に
高
村
光
太
郎
を
登
場

さ
せ
連
載
を
開
始
す
る
が
、
冒
頭
で
連
載
の
趣
旨
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。「
大
東
亞
戰
争
一
周
年
に
当
た
り
、
本
社
は
全
國

に
展
開
さ
れ
る
國
民
士
気
昂
揚
運
動
に
協
力
し
て
、
わ
が
國
一
流
詩
人
を
動
員
、
こ
ゝ
に
『
軍
神
に
つ
ゞ
け
』
の
題
下
に
翼
賛
會
文
化
部

推
薦
に
か
ゝ
る
愛
國
熱
情
詩
十
数
篇
を
連
載
し
以
て
米
英
撃
滅
の
目
標
に
邁
進
す
る
こ
と
と
な
つ
た
」
と
す
る
。
高
村
に
続
き
、
一
一
月

二
八
日
に
野
口
米
次
郎
、
同
二
九
日
に
室
生
犀
星
、
一
二
月
一
日
に
蔵
原
伸
二
郎
、
同
二
日
に
井
上
康
文
、
同
三
日
に
與
田
準
一
、
同
四

日
に
川
路
柳
虹
、
同
六
日
に
西
條
八
十
、
同
九
日
に
前
田
鐡
之
助
、
同
一
〇
日
に
尾
崎
喜
八
、
同
一
一
日
に
丸
山
薫
、
同
一
二
日
に
笹
澤

美
明
、
同
一
五
日
に
佐
藤
一
英
、
同
一
六
日
に
三
好
達
治
と
一
四
回
の
連
載
を
行
な
っ
て
い
る
。
連
載
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
一

二
月
八
日
の
紙
面
に
、
南
方
戦
線
よ
り
帰
り
来
て
大
詔
渙
発
一
周
年
記
念
日
に
と
の
注
釈
が
付
さ
れ
掲
載
さ
れ
た
大
木
惇
夫
の
詩
、
そ
れ

以
外
に
も
締
め
切
り
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
か
連
載
未
掲
載
の
安
西
冬
衛
、
伊
東
静
雄
、
小
野
十
三
郎
、
竹
中
都
の
詩
も
同
冊
子
に

は
所
収
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞
掲
載
は
一
四
詩
人
一
四
篇
で
あ
っ
た
が
、
冊
子
所
収
は
、
一
九
詩
人
の
一
九
篇
が
所
収
さ
れ

た
。
連
載
の
冒
頭
、
掲
載
予
定
十
数
篇
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
掲
載
者
に
関
し
て
は
当
初
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
企

画
の
立
ち
上
げ
か
ら
連
載
開
始
ま
で
に
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
編
集
に
は
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

（
1（
）　
「
愛
国
百
人
一
首
」
の
編
纂
企
画
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
玉
井
「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
参
照
の
こ
と
。

（
1（
）　
「
九
軍
神
」
は
、
大
が
か
り
な
日
比
谷
公
園
で
の
葬
儀
が
行
わ
れ
、
新
聞
各
紙
が
一
面
ト
ッ
プ
で
大
き
な
見
出
し
を
打
ち
、
多
く
の

紙
面
を
割
い
て
煽
情
的
に
報
道
し
た
。
日
本
文
学
報
国
会
は
、
戦
時
下
強
く
美
し
く
生
き
抜
く
「
日
本
の
母
」
の
顕
彰
運
動
を
推
進
し
た

が
（
前
掲
・
玉
井
「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
つ
い
て
の
一
考
察
」）、
明
治
の
軍
神
の
広
瀬
や
乃
木
が
壮
年
で
父
性
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
の

に
比
し
、
未
婚
の
若
い
兵
士
が
軍
神
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
彼
等
「
軍
神
」
を
育
て
た
「
母
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
山

室
健
徳
『
軍
神
』〈
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
、
二
六
一
―
三
〇
〇
頁
〉）。

（
1（
）　

前
掲
・
玉
井
「『
撃
ち
て
し
止
ま
む
』
の
始
動
」。
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（
1（
）　

佐
佐
木
信
綱
「
嚴
し
世
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
四
頁
）。

（
1（
）　

大
木
惇
夫
「
孤
忠
の
賦
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
三
五
頁
）。

（
20
）　

齋
藤
瀏
「
あ
と
が
き
」（
齋
藤
『
わ
が
悲
懐
』、
那
珂
書
店
、
昭
和
一
七
年
二
月
、
三
二
八
頁
）。
な
お
、
齋
藤
に
つ
い
て
は
、
前

掲
・
玉
井
「『
撃
ち
て
し
止
ま
む
』
の
始
動
」、
同
「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
関
す
る
一
考
察
」
の
中
で
も
言
及
し
て
い
る
。

（
21
）　

斎
藤
茂
吉
「
短
歌
拾
遺
」（『
斎
藤
茂
吉
全
集
・
第
四
巻
』、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
年
、
一
〇
六
、
一
四
二
頁
）。

（
22
）　

歌
手
・
藤
井
典
明
、
四
家
文
子
、
作
詩
・
梅
木
三
郎
、
作
曲
・
高
木
東
六
、
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
（
Ａ
四
三
一
一
Ａ
）
よ
り
発
売

（『
昭
和
流
行
歌
総
覧
―
戦
前
・
戦
中
編
』〈
柘
植
書
房
新
社
、
二
〇
〇
七
年
〉）、
映
画
化
（
渡
邊
義
美
監
督
、
昭
和
一
七
年
九
月
公
開
）

も
さ
れ
、
主
題
歌
と
な
り
ヒ
ッ
ト
す
る
。

（
2（
）　
「
み
軍
に
従
い
た
て
ま
つ
ら
ん
」
は
、
日
米
開
戦
後
か
ら
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
運
動
が
始
動
す
る
ま
で
の
間
の
、
昭
和
一
七
年
七

月
三
、
六
日
、
八
月
一
八
日
、
九
月
一
、
一
四
、
二
九
日
、
一
〇
月
五
、
一
六
、
二
五
日
、
一
一
月
六
、
一
二
、
二
九
日
、
一
二
月
五
日
、

一
八
年
一
月
一
一
日
と
、
半
月
に
一
回
の
割
合
で
少
な
く
と
も
一
四
回
に
わ
た
り
繰
り
返
し
ラ
ジ
オ
放
送
の
中
で
朗
読
さ
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
（
坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
―
日
本
近
代
詩
と
戦
争
』〈
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
〉
所
収
の
「
付
録
・
朗
読
詩
放
送

の
記
録
」
を
参
照
。
本
稿
で
、
愛
国
詩
の
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た
日
付
に
つ
い
て
は
、
同
記
録
を
参
照
す
る
）。
な
お
、
昭
和
一
七
年
末
以

降
に
な
る
と
、「
断
じ
て
許
す
べ
か
ら
ず
」
が
蔵
原
の
代
表
作
品
と
し
て
登
場
し
、「
み
軍
に
従
い
た
て
ま
つ
ら
ん
」
に
代
わ
っ
て
、
繰
り

返
し
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
昭
和
一
七
年
一
二
月
二
八
日
、
一
八
年
三
月
二
日
、
一
一
日
、
四
月
一
日
、
六
月
一
七
日
、
七
月
六

日
）。

　

ラ
ジ
オ
で
朗
読
さ
れ
た
愛
国
詩
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
改
め
て
論
及
す
る
が
、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
文
言
は
、
蔵
原
の
「
み
軍
に

従
い
た
て
ま
つ
ら
ん
」
だ
け
で
な
く
、
蔵
原
「
神
の
軍
勢
」（
後
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
九
三
―
一
九
五
頁
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
三
日

放
送
）
に
も
、
あ
る
い
は
佐
藤
一
英
「
雪
降
れ
り
」（
後
掲
『
愛
國
詩
集
』
二
三
―
二
七
頁
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
六
日
放
送
）
に
も

登
場
す
る
。

（
2（
）　

前
掲
・
佐
佐
木
信
綱
「
嚴
し
世
」。

（
2（
）　

逗
子
八
郎
「
戰
果
の
蔭
に
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
四
頁
）。

（
2（
）　

松
村
英
一
「
祖
先
の
血
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
六
頁
）。



（（

法学研究 94 巻 10 号（2021：10）

（
2（
）　

安
西
冬
衛
「
軍
神
に
つ
づ
け
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
二
〇
―
二
二
頁
）。

（
2（
）　

井
上
康
文
「
部
署
を
護
る
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
二
六
―
二
八
頁
）。

（
2（
）　

尾
崎
喜
八
「
軍
神
に
つ
づ
け
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
二
九
―
三
一
頁
）。

（
（0
）　

前
掲
・
大
木
惇
夫
「
孤
忠
の
賦
」。

（
（1
）　

注（
1（
）参
照
。

（
（2
）　

野
口
米
次
郎
「
空
の
牧
野
中
佐
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
五
六
―
五
八
頁
）。

（
（（
）　

西
條
八
十
「
爆
撃
機
を
我
が
家
と
せ
ん
」（
前
掲
『
軍
神
に
つ
づ
け
』
四
四
頁
）。

（
（（
）　

前
掲
・
玉
井
「
昭
和
戦
時
文
壇
の
苦
悩
に
つ
い
て
の
一
考
察
」。

（
（（
）　

室
生
「
文
學
は
文
學
の
戰
場
に
」（『
新
潮
』
昭
和
一
三
年
七
月
、
室
生
『
一
日
も
此
君
な
か
る
べ
か
ら
ず
』〈
人
文
書
院
、
昭
和
一

五
年
九
月
、
一
七
一
―
一
七
五
頁
〉
に
所
収
）。
そ
う
し
た
中
、
榊
山
潤
の
一
、
二
の
作
品
に
は
、「
ほ
と
ば
し
り
」
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
一
定
の
評
価
を
し
て
い
た
（
同
上
）。

（
（（
）　

三
好
達
治
「
言
葉
、
言
葉
、
言
葉
」（
三
好
『
風
蕭
々
』、
昭
和
一
六
年
四
月
、
河
出
書
房
、
三
五
頁
）。

（
（（
）　

同
右
。

（
（（
）　

三
好
達
治
「
事
変
に
關
す
る
詩
歌
」（
前
掲
・
三
好
『
風
蕭
々
』
三
〇
〇
―
三
〇
一
頁
）。

（
（（
）　

三
好
は
、
こ
の
詩
を
四
月
一
〇
日
夕
刊
の
『
大
阪
朝
日
』
で
読
ん
だ
（
三
好
達
治
「
ニ
ュ
ー
ス
の
詩
的
感
興
」〈『
文
學
界
』
昭
和
一

二
年
六
月
号
〉）
と
記
し
て
い
る
が
、
版
の
関
係
で
あ
ろ
う
デ
ジ
タ
ル
版
だ
と
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
四
月
一
〇
日
朝
刊
の
『
東
京
朝

日
』
七
面
に
、「
熱
血
詩
人
白
秋
、
感
激
の
巨
篇
、
深
更
使
本
社
に
派
す
」
の
見
出
し
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
日
の
『
東
京
朝
日
』

の
朝
刊
は
二
〇
面
の
特
別
体
制
で
、「
神
風
の
覇
業
遂
に
成
る
」
と
の
大
き
な
見
出
し
を
打
ち
、
広
告
を
含
め
殆
ど
の
紙
面
に
お
い
て
偉

業
達
成
を
祝
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
。『
大
阪
朝
日
』
は
、『
東
京
朝
日
』
よ
り
早
い
九
日
夕
刊
（
一
〇
日
付
夕
刊
）
で
大
き
く
取
り

上
げ
号
外
も
発
行
、
朝
刊
も
「〝
神
風
〟
に
輝
く
新
記
録
」
と
の
大
き
な
見
出
し
を
打
ち
関
連
の
報
道
に
紙
面
を
割
い
て
い
る
が
、
前
日

の
夕
刊
で
多
く
報
道
済
み
の
た
め
か
、
一
〇
日
朝
刊
だ
け
を
比
較
す
る
と
、『
東
京
朝
日
』
の
方
が
紙
面
を
多
く
割
い
て
い
た
。

（
（0
）　

前
掲
・
三
好
「
ニ
ュ
ー
ス
の
詩
的
感
興
」。
こ
の
よ
う
に
北
原
白
秋
の
詩
を
論
難
し
た
三
好
で
あ
る
が
、
白
秋
の
書
く
詩
の
全
て
を

批
判
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
出
色
の
白
秋
の
詩
が
、
歌
曲
を
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
駄
作
に
貶
め
ら
れ
た
こ
と
を
次
の



（（

日米開戦後における詩歌の動員と競合

よ
う
に
嘆
じ
て
も
い
た
。「
國
民
歌
謡
『
落
葉
松
』、
白
秋
の
詩
出
色
だ
け
ど
歌
謡
に
な
り
、
魅
力
な
く
な
り
愚
に
も
つ
か
な
い
も
の
に

な
っ
た
。
西
洋
音
樂
的
手
法
流
儀
の
歌
曲
化
、
發
聲
方
、
原
詩
の
詩
趣
勘
ど
こ
ろ
を
殆
ど
無
視
、
勝
手
放
題
、
内
容
を
伴
は
な
い
空
虚
な

表
情
ば
か
り
が
耳
に
つ
い
て
困
る
、
西
洋
臭
い
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
そ
れ
ら
に
ほ
と
ん
ど
無
頓
着
、
木
に
竹
を
繼
い
で
『
國
民
歌
謡
』

も
ち
と
お
か
し
な
話
」（
三
好
達
治
「
木
に
竹
を
繼
ぐ
」、
前
掲
・
三
好
『
風
蕭
々
』
三
〇
六
―
三
〇
七
頁
）
と
、
国
民
歌
謡
を
謳
い
な
が

ら
西
洋
音
楽
手
法
を
採
用
し
て
い
る
矛
盾
を
衝
く
と
と
も
に
、
傑
作
の
詩
も
付
さ
れ
る
曲
次
第
で
原
作
の
価
値
を
貶
め
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
た
。
こ
れ
は
、
三
好
の
軍
歌
に
対
す
る
視
座
に
も
共
通
し
、
東
京
日
日
応
募
の
「
進
軍
歌
」
で
、
一
席
を
と
っ
た
本
多
信
壽
の
作
品

を
評
価
し
な
が
ら
、
選
者
の
一
人
菊
池
寛
が
選
外
に
な
っ
た
「
露
営
歌
」
の
方
が
情
緒
あ
る
と
推
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
一
寸
見
当
は
ず

れ
意
見
と
一
蹴
し
て
い
た
（
三
好
達
治
「
軍
歌
雑
記
」、
前
掲
・
三
好
『
風
蕭
々
』
六
〇
―
六
一
頁
）。
周
知
の
通
り
、
レ
コ
ー
ド
が
発
売

さ
れ
る
と
、
一
席
の
Ａ
面
「
進
軍
の
歌
」
で
は
な
く
、
Ｂ
面
の
「
露
営
の
歌
」
の
方
が
大
衆
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
日
本
の
大

衆
の
琴
線
に
触
れ
る
評
価
に
つ
い
て
は
菊
池
の
方
が
妥
当
で
あ
っ
た
。
他
方
三
好
は
、
明
治
期
に
制
作
さ
れ
流
布
し
た
「
敵
は
幾
萬
あ
り

と
て
も
」
も
詩
と
し
て
は
特
別
ま
ず
い
方
の
作
品
だ
が
、
案
外
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
の
は
、
別
に
曲
に
魅
力
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
か
と

も
、
分
析
し
て
い
た
（
同
上
、
六
二
頁
）。
詩
が
活
字
で
は
な
く
、
曲
が
付
い
て
歌
わ
れ
た
り
、
朗
読
さ
れ
た
り
、
音
に
乗
せ
て
伝
え
ら

れ
る
場
合
に
は
、
異
な
る
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
作
者
が
、
そ
う
し
た
差
異
を
意
識
し
て
創
作
す
る
と
、
結
果
と
し

て
情
緒
過
多
の
作
品
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
断
で
き
る
。

（
（1
）　

前
掲
・
三
好
「
ニ
ュ
ー
ス
の
詩
的
感
興
」。
こ
の
表
題
自
体
、
時
局
が
詩
歌
に
求
め
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
た
。

（
（2
）　

室
生
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
玉
井
「
昭
和
戦
時
文
壇
の
苦
悩
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
も
参
照
の
こ
と
。

（
（（
）　

前
掲
・
室
生
「
文
学
は
文
学
の
戰
場
に
」。

（
（（
）　

室
生
犀
星
「
詩
歌
小
説
」（『
新
潮
』
昭
和
一
七
年
二
月
号
、
室
生
『
筑
紫
日
記
』〈
発
行　

小
学
館
、
配
給　

日
本
出
版
配
給
株
式

会
社
、
昭
和
一
七
年
六
月
、
三
〇
三
―
三
一
一
頁
〉
に
所
収
）。

（
（（
）　

三
好
達
治
「
事
變
に
關
す
る
詩
歌
」（
前
掲
・
三
好
『
風
蕭
々
』
三
〇
〇
―
三
〇
一
頁
）。

（
（（
）　

同
右
・
三
好
「
事
變
に
關
す
る
詩
歌
」。

（
（（
）　

富
安
「
新
文
化
と
俳
句
」（
富
安
『
草
木
愛
』、
龍
星
閣
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
、
四
一
―
四
二
頁
）。

（
（（
）　

同
右
。
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（
（（
）　

富
安
「
こ
の
頃
の
俳
句
に
つ
い
て
」（
富
安
『
霜
晴
』、
龍
星
閣
、
昭
和
一
九
年
三
月
）
一
二
三
頁
。

（
（0
）　

富
安
「
俳
人
も
戰
線
へ
」（
前
掲
・
富
安
『
草
木
愛
』
一
五
〇
―
一
五
一
頁
）。

（
（1
）　

同
右
。

（
（2
）　

前
掲
・
玉
井
「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
関
す
る
一
考
察
」。

（
（（
）　

前
掲
・
富
安
「
こ
の
頃
の
俳
句
に
つ
い
て
」
一
二
二
頁
。

（
（（
）　

時
局
に
即
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
俳
壇
の
か
か
る
焦
燥
は
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』（
佐
藤
漾
人
、
昭
和
一
七
年
三
月
号
）
や
『
層

雲
』（
筒
井
勁
吉
、
昭
和
一
七
年
八
月
号
）
誌
上
に
お
い
て
も
語
ら
れ
て
い
た
（
櫻
本
富
雄
『
日
本
文
学
報
国
会
』、
青
木
書
店
、
一
九
九

五
年
、
三
五
二
―
三
五
三
頁
）。

（
（（
）　

前
掲
「
付
録
・
朗
読
詩
放
送
の
記
録
」
の
中
で
、
歌
人
の
名
前
を
確
認
で
き
る
の
は
、「
愛
國
和
歌
」
の
佐
佐
木
信
綱
（
昭
和
一
六

年
一
二
月
二
五
日
）、「
伴
の
隼
雄
」
の
釋
迢
空
（
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
八
日
）
な
ど
例
外
的
で
あ
っ
た
。
日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ジ
オ

年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
一
八
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
日
米
開
戦
後
、
こ
の
感
銘
を
将
来
に
残
す
べ
く
、

新
作
和
歌
を
齋
藤
茂
吉
、
佐
佐
木
信
綱
、
北
原
白
秋
、
吉
植
庄
亮
、
土
屋
文
明
、
釋
迢
空
、
尾
上
柴
舟
に
又
漢
詩
を
徳
富
蘇
峰
、
鹽
谷
井

柳
堂
等
の
諸
氏
に
夫
々
依
嘱
し
、
當
代
一
流
の
吟
詠
者
に
よ
っ
て
放
送
し
た
（
同
上
、
五
九
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
「
付
録
・
朗

読
詩
放
送
の
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
右
以
外
に
は
、
一
二
月
二
七
日
に
「
愛
国
和
歌
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
、
歌
人
名
な
し
で
記
録
さ
れ
て
い
る

の
で
、
恐
ら
く
放
送
協
会
依
嘱
の
新
作
和
歌
は
、
こ
う
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
朗
読
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
中
で
「
短

歌
」
自
体
、
登
場
の
機
会
は
多
く
は
な
く
、
俳
句
は
さ
ら
に
逆
境
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
（（
）　

前
掲
・
富
安
「
こ
の
頃
の
俳
句
に
つ
い
て
」。

（
（（
）　

富
安
「
戰
争
・
農
村
・
俳
句
」（
前
掲
・
富
安
『
霜
晴
』
五
七
―
五
九
頁
）。

（
（（
）　

山
口
誓
子
「
戰
争
と
俳
句
」（
山
口
『
俳
句
諸
論
』、
河
出
書
房
、
昭
和
一
三
年
一
一
月
、
二
四
五
頁
）。
山
口
は
、
戦
争
俳
句
を
詠

む
際
の
季
語
様
式
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
を
詠
む
こ
と
に
お
い
て
自
然
諷
詠
を
主
対
象

に
季
語
を
大
切
に
す
る
伝
統
的
俳
句
は
困
難
を
伴
う
の
に
比
し
、
新
興
有
季
俳
句
は
、
外
界
の
季
節
に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
た
作
家
の
生
活

感
情
を
詠
う
の
で
優
位
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
他
方
、
新
興
無
季
俳
句
は
、「
季
感
と
か
季
題
趣
味
と
か
の
縛き
ず
なが

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

十
七
音
を
存
分
に
駆
使
し
、
天
馬
空
を
征
く
が
如
く
颯
爽
た
る
も
の
」
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
国
民
感
情
と
詩
感
と
の
平
衡
を
と
る
こ
と
が
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問
題
に
な
り
（
山
口
誓
子
「
戰
争
と
俳
句
」〈
前
掲
・
山
口
『
俳
句
諸
論
』
二
三
五
―
二
四
六
頁
〉）、「
俳
句
の
か
た
ち
が
多
分
に
紊
れ
る

危
惧
が
あ
り
、
よ
ほ
ど
慎
重
に
事
に
当
ら
な
い
と
、
徒
に
俳
壇
に
雑
草
を
は
び
こ
ら
せ
る
こ
と
に
終
つ
て
し
ま
ふ
と
思
ひ
ま
す
。」（
山
口

「
戰
争
詩
歌
を
語
る
、
昭
和
一
二
年
一
二
月
五
日
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
『
戰
争
詩
歌
を
語
る
』
対
談
放
送
」〈
前
掲
・
山
口
『
俳
句
諸
論
』
二
六
一
―

二
六
二
頁
〉）
と
戒
め
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
俳
壇
の
中
で
の
誓
子
自
身
の
立
ち
位
置
を
も
示
し
て
い
た
。

（
（（
）　

前
掲
・
玉
井
「
昭
和
戦
時
文
壇
の
苦
悩
に
つ
い
て
の
一
考
察
」。

（
（0
）　

山
口
誓
子
「
戰
争
俳
句
」（
前
掲
・
山
口
『
俳
句
諸
論
』
二
七
五
―
二
七
六
頁
）。
前
掲
・
樽
見
『
戰
争
俳
句
と
俳
人
た
ち
』
の
「
山

口
誓
子
」
の
項
（
二
二
―
二
三
頁
）。

（
（1
）　

山
口
誓
子
「
戰
争
俳
句
集
を
讀
む
」（
山
口
『
夜
月
集
』、
第
一
書
房
、
昭
和
一
四
年
三
月
、
三
一
一
頁
）。

（
（2
）　

山
口
誓
子
『
海
の
家
』（
発
兌　

第
一
書
房
、
配
給　

日
本
出
版
配
給
株
式
会
社
、
昭
和
一
七
年
四
月
、
二
一
三
頁
）。

（
（（
）　

前
掲
・
玉
井
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
の
始
動
」。

（
（（
）　

前
掲
・
玉
井
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
の
始
動
」。

（
（（
）　

前
掲
・
玉
井
「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
つ
い
て
の
一
考
察
」。

（
（（
）　

齋
藤
瀏
「
必
勝
力
発
揮
と
短
歌
」（『
日
本
学
芸
新
聞
』
昭
和
一
七
年
一
月
一
日
）。

（
（（
）　

齋
藤
「
眞
の
短
歌
人
」（
前
掲
・
齋
藤
『
わ
が
悲
懐
』
二
五
二
―
二
五
三
頁
）。

（
（（
）　

前
掲
・
玉
井
「
昭
和
戦
時
文
壇
の
苦
悩
に
つ
い
て
の
一
考
察
」。
室
生
も
、
日
米
開
戦
後
、
詩
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
と
ラ
ジ
オ
放
送
と
の
関
連
に
言
及
し
て
い
た
（
同
上
）。

（
（（
）　

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
放
送
を
開
始
し
た
ラ
ジ
オ
は
、
そ
の
聴
取
加
入
者
数
に
お
い
て
、
昭
和
七
年
二
月
に
一
〇
〇
万
人
を
、

昭
和
一
〇
年
四
月
に
二
〇
〇
万
人
を
、
昭
和
一
二
年
五
月
に
三
〇
〇
万
人
を
、
昭
和
一
四
年
一
月
に
四
〇
〇
万
人
を
、
昭
和
一
五
年
五
月

に
五
〇
〇
万
人
を
、
昭
和
一
六
年
八
月
に
六
〇
〇
万
人
を
、
各
々
突
破
し
、
昭
和
一
七
年
に
な
る
と
、
聴
取
者
は
七
〇
〇
万
人
近
く
に
達

し
て
い
た
（
前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
二
頁
）。
世
帯
別
で
み
る
と
（
昭
和
一
七
年
三
月
末
）、
東
京
は
約
八
割
余
、
地
方

は
三
割
か
ら
四
割
、
全
国
平
均
で
五
割
弱
の
世
帯
に
ラ
ジ
オ
が
普
及
し
て
い
た
（
前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
二
一
九
―
二

二
〇
、
二
二
六
―
二
二
八
頁
）。

（
（0
）　
「『
軍
艦
マ
ー
チ
』
を
高
ら
か
に　

朝
の
ラ
ジ
オ
・
士
気
を
鼓
舞
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
一
六
年
一
二
月
九
日
付
夕
刊
）。
開
戦
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当
初
の
番
組
編
成
で
は
、
国
民
の
士
気
を
急
速
に
昂
揚
鼓
舞
す
る
た
め
、
意
識
的
に
勇
壮
な
る
行
進
曲
、
軍
歌
、
合
唱
の
音
楽
が
放
送
さ

れ
て
い
た
（
前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
一
八
頁
）。

（
（1
）　

前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
二
三
頁
。

（
（2
）　

前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
二
二
―
二
四
頁
。
な
お
、
第
一
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
真
珠
湾
攻
撃
に
際
し
て
は
、
特

別
攻
撃
隊
に
参
加
し
殉
死
し
た
若
者
を
「
軍
神
」
と
し
て
祭
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
大
本
営
が
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
で
華
と
散
っ
た
彼
等

を
報
じ
た
の
は
、
三
月
六
日
の
午
後
五
時
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
伝
え
る
五
時
と
七
時
の
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
際
し
、「
海
ゆ
か
ば
」
を

奏
楽
、
黙
禱
を
捧
げ
て
敬
虔
な
放
送
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
も
新
し
い
放
送
形
態
と
い
え
よ
う
と
記
し
て
い
る
（
同
上
、
三
〇
頁
）。
戦
勝

報
道
に
際
し
て
は
、「
敵
は
幾
萬
」
か
「
軍
艦
マ
ー
チ
」、
散
華
や
玉
砕
に
関
す
る
報
道
に
際
し
て
は
、「
海
ゆ
か
ば
」
を
流
す
放
送
形
態

が
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
（（
）　

周
知
の
如
く
、「
兵
に
告
ぐ
」
は
、
二
・
二
六
事
件
に
際
し
て
、
蹶
起
し
た
部
隊
、
特
に
下
士
官
に
向
け
投
降
を
要
請
す
る
ラ
ジ
オ

放
送
で
あ
る
が
、
そ
の
放
送
を
し
た
有
名
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
再
登
板
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
（（
）　
「
Ａ
Ｋ
の
活
躍
」、『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
一
六
年
一
二
月
九
日
付
夕
刊
。

（
（（
）　

前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
三
頁
。

（
（（
）　

新
聞
の
ラ
ジ
オ
欄
で
は
、
日
米
開
戦
に
伴
い
、
都
市
番
組
を
廃
止
し
娯
楽
物
も
削
減
す
る
「
戦
時
番
組
」
へ
の
編
成
替
え
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
日
本
放
送
協
会
で
は
、
九
日
よ
り
放
送
番
組
も
戰
時
番
組
に
改
め
、
従
来
の

『
朝
の
言
葉
』
を
『
國
民
の
誓
ひ
』、
午
後
十
時
の
『
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
』
の
時
間
を
『
今
日
の
戰
況
と
ニ
ュ
ー
ス
』
と
名
稱
を
變
へ
『
軍

事
發
表
の
時
間
』
を
特
設
、
都
市
放
送
は
中
止
、
全
國
放
送
一
本
建
て
、
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
の
時
間
を
一
日
ほ
ぼ
十
七
回
に
増
加
、
娯
楽
物

は
零
時
五
分
か
ら
音
樂
、
夜
八
時
の
軍
事
發
表
に
引
續
く
『
演
藝
と
音
樂
』
の
二
つ
に
な
つ
た
。」（「
ラ
ジ
オ
・
九
日
、
戰
時
番
組
」『
大

阪
毎
日
新
聞
』
昭
和
一
六
年
一
二
月
九
日
）。

（
（（
）　

関
正
雄
（
日
本
放
送
協
会
業
務
局
長
）「
序
」（『
愛
國
詩
集
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
一
七
年
九
月
）。

（
（（
）　

夜
間
終
了
時
刻
は
、
夜
一
〇
時
前
後
を
一
一
時
半
頃
ま
で
繰
り
下
げ
る
こ
と
に
な
る
（
前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
一

五
頁
）。

（
（（
）　

前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
五
―
六
頁
。
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（
（0
）　
「
放
送
事
項
別
放
送
実
施
細
目
表
（
昭
和
一
七
年
六
月
一
日
現
在
）」
に
よ
れ
ば
、
五
時
半
放
送
開
始
で
、
六
時
半
か
ら
七
時
ま
で
、

「
話
」
の
時
間
が
設
定
さ
れ
、「
日
月
金
土
（
レ
コ
ー
ド
音
楽
）、
單
講
（
約
十
五
分
間
「
國
民
の
誓
い
」
其
の
他
）、
火
水
木
單
講
（
二
十

分
間
）、
残
余
時
間
は
愛
國
詩
朗
吟
等
（
大
體
録
音
）
と
し
必
要
の
場
合
は
全
中
脱
を
認
む
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
番
組
制
作
者
と
し
て

「
愛
国
詩
」
の
朗
読
は
、「
國
民
の
誓
い
」
の
残
余
の
時
間
を
使
っ
て
適
宜
入
れ
込
む
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
な
お
、
放
送
開
始
時
刻
は
、
夏
季
は
五
時
半
か
ら
、
一
〇
月
よ
り
六
時
、
一
一
月
よ
り
六
時
半
と
季
節
に
よ
り
変
更
さ
れ
て
い
た

（
前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
一
九
頁
）。

（
（1
）　
「
ラ
ジ
オ
・
今
日
の
放
送
」（『
讀
賣
新
聞
』
昭
和
一
六
年
一
二
月
一
二
日
）。
新
聞
の
ラ
ジ
オ
番
組
欄
で
は
、「
國
民
の
誓
ひ
」
の
講

演
者
は
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
愛
国
詩
の
欄
は
、
複
数
の
詩
人
が
登
場
す
る
た
め
か
コ
ー
ナ
ー
自
体
記
載
さ
れ
ぬ
こ
と
も
多
く
、

記
載
さ
れ
て
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
名
前
だ
け
を
紹
介
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。『
讀
賣
』
の
ラ
ジ
オ
番
組
欄
で
朗
読
さ
れ
る
詩
人
と
題
名

の
詳
細
ま
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
珍
し
い
が
、
初
回
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
本
文
に
て
指
摘
す
る
よ
う
に
自
紙
掲
載
の
作
品
の
た
め
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
坪
井
が
発
掘
し
た
資
料
「
番
組
確
定
表
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
・
デ
ー
タ
情
報
部
所
蔵
）
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
、
前
出

の
「
付
録
・
朗
読
詩
放
送
の
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
日
米
開
戦
後
の
愛
国
詩
朗
読
は
、
一
二
月
一
四
日
に
、「
詩
の
朗
読
、（
タ
イ
ト
ル
）
愛

国
詩
、（
作
品
作
者
）
不
明
、（
朗
読
者
）
中
村
伸
郎
他
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
愛
国
詩
の
朗
読
は
一
二
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
記
録
に
よ
れ
ば
、
資
料
の
一
四
日
の
記
載
に
は
鉛
筆
で
×
が
つ
い
て
い
る
の
で
実
際
に
放
送
さ
れ
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
同
日
の
新
聞
の
ラ
ジ
オ
番
組
欄
で
は
、
同
じ
内
容
が
告
知
さ
れ
て
い
る
（「
ラ
ジ

オ
・
今
日
の
放
送
」『
讀
賣
新
聞
』
昭
和
一
六
年
一
二
月
一
四
日
）。

（
（2
）　

高
村
の
詩
は
、
一
二
月
九
日
、
野
口
の
詩
は
一
二
月
一
〇
日
、
長
田
の
詩
は
一
二
月
一
一
日
の
『
讀
賣
新
聞
』
紙
上
に
各
々
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
野
口
の
作
品
は
、
新
聞
紙
上
で
は
「
語
を
同
胞
に
寄
す
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
同
詩
は
、
そ
の
題
目
の
ま
ま
、
野
口

米
次
郎
『
宣
戦
布
告
』（
道
統
社
、
昭
和
一
七
年
三
月
）
に
所
収
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
注
に
は
、
宣
戦
布
告
の
数
日
前
に
執
筆
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
一
六
―
一
八
頁
）。
ま
た
、
高
村
の
「
危
急
の
日
に
」
も
、
高
村
光
太
郎
『
詩
集　

大
い
な
る
日
に
』（
道
統

社
、
昭
和
一
七
年
四
月
）
に
所
収
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
注
に
は
、「
―
昭
和
十
六
年
十
二
月
四
日
―
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
開
戦
直
後
に
『
讀
賣
』
が
、
他
紙
に
先
ん
じ
て
開
戦
に
合
致
す
る
三
詩
人
の
作
品
を
手
早
く
掲
載
で
き
た
の
は
、
宣
戦
布
告
前
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に
依
頼
し
て
い
た
作
品
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
（（
）　

前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
五
三
頁
。

（
（（
）　

前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
、
昭
和
十
八
年
版
』
一
三
六
頁
。

（
（（
）　

前
掲
・
関
「
序
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』）。

（
（（
）　

日
本
放
送
協
会
の
「
番
組
確
定
表
」
か
ら
作
成
さ
れ
た
、
前
掲
「
付
録
・
朗
読
詩
放
送
の
記
録
」
に
依
る
。
但
し
、
本
表
は
、

「
…
…
他
」
と
の
記
載
が
あ
る
た
め
放
送
さ
れ
た
作
品
全
て
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
昭
和
一
七
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の

デ
ー
タ
は
欠
け
、
そ
れ
以
外
の
期
間
で
も
「
不
明
」
の
日
が
あ
る
た
め
情
報
の
欠
落
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
資
料
的
制
約
の

中
で
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
作
品
の
中
で
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
留
保
し
て
お
き
た
い
。
以
下
の
各
詩
の
放
送
日
に

つ
い
て
も
、
前
掲
「
付
録
・
朗
読
詩
放
送
の
記
録
」
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
（（
）　

河
井
醉
名
「
眞
住
吉
の
神
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
九
八
―
九
九
頁
）。
昭
和
一
七
年
七
月
三
、
二
七
日
、
九
月
一
二
、
二
七
日
、
一

〇
月
一
日
、
一
一
日
、
一
六
日
、
二
八
日
、
一
一
月
九
、
一
八
日
に
放
送
さ
れ
た
。
日
米
開
戦
直
後
に
は
、
河
井
「
大
東
亜
戦
争
」
が
昭

和
一
六
年
一
二
月
二
九
日
に
放
送
さ
れ
、
一
二
月
以
降
は
、「
眞
住
吉
の
神
」
に
代
わ
り
「
欅
」
が
朗
読
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
一
二
月

一
四
日
、
昭
和
一
八
年
一
月
六
日
、
二
月
二
日
、
二
月
二
七
日
、
六
月
二
七
日
）。「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
運
動
以
降
に
は
、
山
本
五
十

六
国
葬
に
関
連
し
て
「
航
路
」（
昭
和
一
八
年
五
月
二
七
日
）
が
朗
読
さ
れ
た
が
、
河
井
の
作
品
が
登
場
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
。

（
（（
）　

長
田
恒
雄
「
聲
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
二
八
―
一
三
三
頁
）。
昭
和
一
七
年
七
月
二
七
日
、
八
月
一
六
日
、
九
月
二
七
日
、
一
〇

月
一
一
日
、
一
九
日
、
二
八
日
、
一
一
月
五
日
、
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
〇
日
、
昭
和
一
九
年
二
月
二
四
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（（
）　

高
村
光
太
郎
の
「
最
低
に
し
て
最
高
の
道
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
二
一
〇
―
二
一
一
頁
）。
昭
和
一
七
年
四
月
一
九
日
、
七
月
六
日
、

一
五
日
、
八
月
一
三
日
、
九
月
二
一
日
、
二
九
日
、
一
〇
月
一
〇
日
、
一
一
月
六
日
、
一
二
日
、
二
九
日
、
昭
和
一
八
年
一
月
一
一
日
、

一
二
月
一
八
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（0
）　

山
本
和
夫
「
そ
の
母
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
二
一
二
―
二
一
四
頁
）。
日
米
開
戦
前
の
昭
和
一
六
年
八
月
四
日
に
、
開
戦
後
の
一
七

年
七
月
三
日
、
一
五
日
、
八
月
一
八
日
、
二
二
日
、
九
月
二
一
日
、
一
〇
月
一
〇
日
、
二
五
日
、
一
一
月
六
日
、
一
一
月
二
九
日
、
一
二

月
二
九
日
、
昭
和
一
八
年
一
月
一
一
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（1
）　

尾
崎
喜
八
「
此
の
糧
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
二
五
四
―
二
五
九
頁
）。
昭
和
一
七
年
三
月
二
八
日
、
九
月
二
七
日
、
一
〇
月
一
九
日
、
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二
二
日
、
三
〇
日
、
一
一
月
五
日
、
一
八
日
、
二
四
日
、
昭
和
一
八
年
七
月
一
一
日
、
一
二
月
一
八
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（2
）　

蔵
原
「
み
軍
に
従
ひ
奉
ら
ん
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
二
二
三
―
二
二
六
頁
）。
放
送
日
は
注（
2（
）参
照
の
こ
と
。

（
（（
）　

前
掲
・
玉
井
「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
つ
い
て
の
一
考
察
」。

（
（（
）　

土
井
晩
翠
「
正
義
の
鉾
先
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
六
六
―
一
六
八
頁
）、
昭
和
一
六
年
一
二
月
一
五
日
に
放
送
さ
れ
た
。
な
お
、

こ
の
作
品
は
、『
東
京
日
日
新
聞
』（
昭
和
一
六
年
一
二
月
一
二
日
）
紙
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

（
（（
）　

村
野
四
郎
「
擧
り
た
て
神
の
裔
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
七
二
―
一
七
四
頁
）、
昭
和
一
七
年
一
二
月
一
九
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（（
）　

丸
山
薫
「
南
洋
を
望
ん
で
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
二
二
七
―
二
二
九
頁
）、
昭
和
一
七
年
八
月
四
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（（
）　

相
馬
御
風
「
神
國
顕
現
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
九
六
―
一
九
八
頁
）、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
九
日
、
昭
和
一
九
年
四
月
二
六
日

に
放
送
さ
れ
た
。

（
（（
）　

西
條
八
十
「
眞
珠
灣
の
軍
神
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
八
七
―
一
八
九
頁
）。
昭
和
一
七
年
九
月
二
二
日
の
放
送
に
「
神
鷲
帰
ら

ず
」
と
題
す
る
西
條
の
詩
が
朗
読
さ
れ
た
。
題
名
は
異
な
る
も
の
の
同
じ
内
容
の
可
能
性
高
く
、
少
な
く
と
も
同
じ
題
材
を
扱
っ
た
作
品

と
い
え
る
。

（
（（
）　

三
好
達
治
「
九
つ
の
眞
珠
の
み
名
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
八
三カ

（
一
八
八
）
―
一
八
六
頁
）、
昭
和
一
七
年
三
月
九
日
に
放
送
さ

れ
た
。

（
（11
）　

中
西
悟
堂
「
初
雪
の
日
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
九
〇
―
一
九
二
頁
）、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
三
日
放
送
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（1（
）　

長
田
恒
雄
「
感
激
の
賦
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
六
九
―
一
七
一
頁
）。

（
（10
）　

岩
佐
東
一
郎
「
新
し
き
天
使
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
二
六
五
―
二
六
八
頁
）。

（
（10
）　

白
鳥
省
吾
「
大
詔
渙
發
の
日
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
六
―
二
〇
頁
）、
昭
和
一
七
年
一
二
月
五
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（10
）　

堀
口
大
學
「
呼
び
か
け
る
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
六
一
―
六
四
頁
）、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
七
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（10
）　

勝
承
夫
「
我
が
子
に
敎
ふ
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
六
五
―
六
八
頁
）、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
八
日
、
三
〇
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（10
）　

野
口
米
次
郎
「
彈
丸
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
七
八
―
八
〇
頁
）、
昭
和
一
七
年
二
月
一
三
日
、
三
月
五
日
、
昭
和
一
八
年
六
月
二
三

日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
（10
）　

西
村
皎
三
「
神
の
御
裔
の
國
の
歌
」（『
愛
國
詩
集
』
一
三
四
―
一
三
八
頁
）、
昭
和
一
七
年
二
月
二
二
日
、
一
〇
月
一
六
日
、
一
一
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月
一
六
日
、
一
二
月
一
九
日
、
昭
和
一
八
年
一
一
月
二
九
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
108
）　

前
田
鐵
之
助
「
十
二
月
八
日
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
八
五
―
八
九
頁
）。

（
109
）　

三
好
達
治
「
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
全
滅
せ
り
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
三
八
―
四
〇
頁
）、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
五
日
に
放
送

さ
れ
た
。「
付
録
・
朗
読
詩
放
送
の
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
同
一
二
月
二
三
日
の
欄
に
「
米
太
平
洋
艦
隊
全
滅
」
の
文
字
が
見
え
る
が
、
こ

の
詩
が
朗
読
さ
れ
た
と
推
断
さ
れ
る
。

（
110
）　

深
尾
須
磨
子
「
天
馬
を
驅
り
て
征
く
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
四
七
―
五
五
頁
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
六
日
、
三
〇
日
）。

（
111
）　

千
家
元
麿
も
「
あ
だ
に
誇
り
し
英
米
の
／
（
中
略
）
／
東
亞
を
み
だ
す
英
米
の
／
暴
慢
非
望
の
謀
略
も
／
今
は
空
し
く
仇
の
夢
」
と
、

米
英
を
名
指
し
で
批
判
す
る
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
（
千
家
「
戰
捷
に
感
激
し
て
」〈
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
五
六
―
五
七
頁
〉）。

（
112
）　

第
二
部
の
冒
頭
に
は
、
大
政
翼
賛
会
作
の
「
大
詔
奉
戴
」
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
詩
人
の
冒
頭
は
高
村
光
太
郎
で
あ
っ
た
。

（
113
）　

前
掲
・
玉
井
「
昭
和
戦
時
文
壇
の
苦
悩
に
つ
い
て
の
一
考
察
」。

（
114
）　

高
村
光
太
郎
「
彼
等
を
撃
つ
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
三
―
五
頁
）、
昭
和
一
六
年
一
二
月
一
八
日
、
二
〇
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
115
）　

角
田
竹
夫
「
空
を
―
そ
し
て
海
を
見
よ
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
三
〇
頁
）。

（
116
）　

尾
崎
喜
八
「
決
意
は
す
で
に
堅
い
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
三
一
―
三
三
頁
）。
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
〇
日
に
放
送
さ
れ
た
。「
付

録
・
朗
読
詩
放
送
の
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
同
一
二
月
二
三
日
の
欄
に
「
決
意
」
の
文
字
が
見
え
る
が
、
こ
の
詩
が
朗
読
さ
れ
た
と
推
断
さ

れ
る
。

（
117
）　

神
保
光
太
郎
「
亞
細
亞
に
捧
ぐ
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
九
〇
―
九
七
頁
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
一
六
日
に
放
送
さ
れ
た
）。

（
118
）　

西
條
八
十
「
香
港
の
日
章
旗
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
四
五
―
四
六
頁
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
二
六
日
放
送
さ
れ
た
）。

（
119
）　

野
口
「
マ
ニ
ラ
陥
落
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
〇
四
―
一
〇
六
頁
）。

（
120
）　

前
掲
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
・
昭
和
十
八
年
版
』
一
八
頁
。
ジ
ャ
バ
島
完
全
戡
定
竝
に
ラ
ン
グ
ー
ン
陥
落
に
因
る
と
し
て
第
二
次
戦
捷
祝
賀

日
（
三
月
十
二
日
）
が
設
け
ら
れ
た
（
同
上
）。

（
121
）　

高
村
光
太
郎
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
二
〇
―
一
二
三
頁
）。
昭
和
一
七
年
二
月
一
六
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
122
）　

野
口
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』
一
二
四
―
一
二
七
頁
）。
昭
和
一
七
年
二
月
一
六
日
に
放
送
さ
れ
た
。

（
123
）　

佐
藤
春
夫
「
光
の
嵐
（
大
東
亜
戦
史
の
う
ち
『
マ
レ
ー
戦
線
進
撃
譜
』）」（
前
掲
『
愛
國
詩
集
』、
一
一
二
―
一
一
六
頁
）。「
付
表
・
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朗
読
詩
放
送
の
記
録
」
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
進
撃
や
同
地
陥
落
を
め
ぐ
り
佐
藤
の
作
品
が
放
送
さ
れ
た
こ
と
の
記
述
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
他
方
、
陥
落
前
を
詠
っ
て
い
る
の
で
、
二
月
八
日
「
大
詔
奉
戴
（
大
政
翼
賛
会
撰
）
他
」、
一
二
日
「
朝
明
け　

他
」、
一

三
日
「『
彈
丸
（
野
口
米
次
郎
）』
他
三
」
と
あ
る
中
で
朗
読
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
（00
）　
「
善
良
な
敵
國
人
は
い
た
は
れ
！
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
昭
和
一
六
年
一
二
月
九
日
）。

（
（00
）　

前
掲
・
玉
井
「
日
米
戦
争
下
の
敵
愾
心
昂
揚
に
つ
い
て
の
一
考
察
」。

（
（00
）　
『
昭
和
十
八
年
の
名
簿
』（
社
團
法
人
日
本
文
學
報
國
会
『
会
員
名
簿　

昭
和
一
八
年
度
（
昭
和
十
八
年
三
月
十
日
現
在
）』、
以
下

『
昭
和
十
八
年
の
名
簿
』
と
略
す
）。

（
（00
）　
『
枯
山
水
』（
砂
子
屋
書
房
、
昭
和
一
四
年
一
〇
月
）
は
、
大
正
一
五
年
八
月
以
後
昭
和
一
四
年
七
月
ま
で
の
作
品
を
自
選
し
た
、
植

松
の
第
三
歌
集
で
あ
る
。

（
（00
）　
『
稗
畑
』（
砂
子
屋
書
房
、
昭
和
一
五
年
一
月
）
は
、
植
松
が
、
大
正
年
代
か
ら
昭
和
一
四
年
八
月
ま
で
に
書
い
た
随
筆
を
所
収
し
て

い
る
。

（
（00
）　

植
松
が
随
筆
集
の
題
名
を
「
稗
畑
」
と
し
た
の
は
、
米
不
足
で
稗
耕
作
の
推
奨
が
叫
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
揶
揄
す
る
意
図
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
昭
和
一
四
年
は
朝
鮮
半
島
の
大
旱
魃
の
影
響
で
国
内
の
米
不
足
が
社
会
問
題
化
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
が
（
小
田
義
幸

「
食
糧
増
産
せ
よ
、
供
出
せ
よ
」〈
前
掲
・
玉
井
『
写
真
週
報
と
そ
の
時
代
・
上
』〉
参
照
の
こ
と
）、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
「
近
年
、

荒
蕪
地
利
用
が
頻
り
に
叫
ば
れ
、
其
の
候
補
作
物
と
し
て
、
稗
が
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
肥
料
を
多
く
要

せ
ず
、
農
業
上
の
技
術
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
此
の
穀
物
は
、
素
人
の
耕
作
に
最
も
適
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
米
が
如

何
に
不
足
を
告
げ
て
も
、
稗
が
吾
々
の
常
食
に
泛
び
上
る
ま
で
に
は
、
順
位
の
高
い
食
料
品
が
多
々
控
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
庭
の
隅
ま
で

耕
地
に
直
し
て
稗
を
作
れ
と
い
ふ
の
は
、
人
間
の
用
は
兎
に
角
と
し
て
、
馬
の
嗜
好
に
合
つ
た
糧
食
な
る
が
故
ら
し
い
の
で
あ
る
。」
と

皮
肉
り
、
稗
を
推
奨
す
る
政
府
の
要
請
を
揶
揄
し
て
い
た
（「
後
記
」〈
前
掲
・
植
松
『
稗
畑
』
二
一
五
頁
〉）。

（
（01
）　

前
掲
『
昭
和
十
八
年
の
名
簿
』。

（
（0（
）　

山
口
誓
子
「
長
谷
川
素
逝
の
作
品
」（
前
掲
・
山
口
『
俳
句
諸
論
』
二
七
七
―
二
七
九
頁
）。

（
（00
）　

山
口
誓
子
「
戰
争
俳
句
集
を
讀
む
」（
前
掲
・
山
口
『
夜
月
集
』
三
〇
一
―
三
〇
二
頁
）。

（
（00
）　

長
谷
川
は
、
昭
和
一
二
年
八
月
に
砲
兵
将
校
と
し
て
応
召
す
る
が
、
一
三
年
一
二
月
に
戦
病
で
京
都
陸
軍
病
院
に
入
院
、
一
四
年
六
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月
退
院
、
以
来
自
宅
療
養
、
そ
の
間
、
旧
制
甲
南
高
等
学
校
教
授
に
な
る
（
樽
見
『
戰
争
俳
句
と
俳
人
た
ち
』
同
上
、
八
四
頁
）。
長
谷

川
と
『
砲
車
』
に
つ
い
て
は
、
大
野
林
火
「
解
説
・
七
草
田
男
・
波
郷
・
楸
邨
」（『
現
代
俳
句
体
系
・
第
三
巻
』〈
角
川
書
店
、
昭
和
四

七
年
八
月
、
三
五
四
―
三
五
六
頁
〉）
の
中
の
「
戦
争
と
俳
句
」
の
項
目
の
中
で
も
言
及
さ
れ
、
戦
後
『
定
本
素
逝
句
集
』
を
編
纂
す
る

際
、
長
谷
川
は
『
砲
車
』
の
中
か
ら
三
句
し
か
採
録
し
な
か
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
（00
）　

山
口
誓
子
「
月
の
あ
る
随
筆
」（
前
掲
・
山
口
『
海
の
庭
』
一
八
八
頁
）。

（
（00
）　

山
口
誓
子
「
宰
相
山
雑
記
（
五
）」（
前
掲
・
山
口
『
海
の
庭
』
二
二
七
―
二
三
二
頁
）。

（
（00
）　

富
安
風
生
「
前
線
俳
句
・
銃
後
俳
句
」（
前
掲
・
富
安
『
草
木
愛
』
一
三
八
―
一
三
九
頁
）。

（
（00
）　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
八
年
三
月
一
〇
日
。

（
（00
）　

樽
見
博
は
、
長
谷
川
の
戦
争
句
に
つ
い
て
、
彼
の
代
表
作
『
砲
車
』
を
戦
争
俳
句
の
中
で
最
も
有
名
な
句
集
と
位
置
付
け
な
が
ら
論

及
し
（
樽
見
『
戰
争
俳
句
と
俳
人
た
ち
』〈
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
一
四
年
、
七
六
―
八
四
頁
〉）、
さ
ら
に
昭
和
一
八
年
一
一
月
刊
の

長
谷
川
の
『
俳
句
誕
生
』
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
（
同
上
、
三
二
〇
―
三
二
二
頁
）。

（
（00
）　

玉
井
清
「
日
中
戦
争
下
の
反
英
論
―
天
津
租
界
封
鎖
問
題
と
新
聞
論
調
―
」（『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
一
号
、
平
成
一
二
年
一

月
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
（01
）　

前
掲
・
植
松
『
枯
山
水
』、
三
〇
七
頁
。

（
（0（
）　

前
掲
・
植
松
『
枯
山
水
』、
三
五
四
頁
。

（
（00
）　
「
屠
る
」
と
い
う
文
言
へ
の
注
目
は
、
玉
井
清
「
鬼
畜
米
英
へ
の
道
」（
前
掲
『
写
真
週
報
と
そ
の
時
代
・
下
』）
も
参
照
の
こ
と
。

（
（00
）　
『
大
政
翼
賛
』、
昭
和
一
六
年
一
二
月
一
〇
日
、
第
四
十
九
号
（『
大
政
翼
賛
運
動
資
料
集
成
第
一
巻
』
柏
書
房
、
一
九
八
八
年
、
所

収
）。

（
（00
）　

水
谷
ま
さ
る
「
小
國
民
文
化
に
就
て
」（『
日
本
学
藝
新
聞
』
昭
和
一
七
年
四
月
一
日
）。
こ
の
英
米
文
化
放
逐
の
提
言
は
「
撃
ち
て

し
止
ま
む
」
の
運
動
の
中
で
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
前
掲
・
玉
井
「
鬼
畜
米
英
へ
の
道
」）。

（
（00
）　

室
生
「
日
本
の
朝
」（『
読
売
』
昭
和
一
七
年
三
月
一
一
日
）。

（
（00
）　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
八
年
一
月
二
三
日
。

（
（00
）　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
八
年
二
月
六
日
。
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（
（00
）　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
八
年
二
月
一
四
日
。

（
（00
）　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
八
年
二
月
二
六
日
。

（
（01
）　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
八
年
二
月
二
八
日
。

（
（0（
）　

前
掲
・
玉
井
「『
撃
ち
て
し
止
ま
む
』
の
始
動
」。

（
（00
）　

日
本
文
学
報
国
会
の
常
任
理
事
で
、
事
務
局
長
と
し
て
実
務
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
久
米
正
雄
は
、
日
中
戦
争
後
、
東
京
日
日
新
聞

社
の
学
芸
部
長
で
あ
っ
た
。
日
本
文
学
報
国
会
の
法
人
認
可
申
請
の
た
め
に
提
出
し
た
履
歴
書
の
中
で
も
、
同
社
の
社
員
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
（「
久
米
正
雄
の
履
歴
書
」〈
関
西
大
学
図
書
館
編
『
日
本
文
学
報
国
会　

大
日
本
言
論
報
国
会　

設
立
関
係
書
類　

上
巻
』、

一
一
七
―
一
一
八
頁
〉）。
日
本
文
学
報
国
会
の
事
務
局
長
と
し
て
活
躍
す
る
久
米
は
同
会
の
対
外
交
渉
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
中
に
は
新
聞
を
始
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
対
応
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
主
要
三
大
紙
の
中
で
も
『
毎
日
』
が
、
文
壇
の
戦
時
動
員

を
積
極
的
に
推
進
し
た
背
景
に
、
久
米
の
存
在
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。


